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一幕　ネクラ少女と不良少年





　春風に桜が舞う。雲ひとつない真っ青な空を、桃色の雪がちらついているようだった。

　長い冬が終わり、暖かくなった大地は冬眠していた動物たちを優しく起こす。

　人々の顔には笑顔が溢あふれ、街は活気に満ちていた。花は咲き乱れ、鳥は美しくさえずる。全すべてが穏やかで平和だった。

　やばい。マジむかつく。

　わたしは窓の外を見ながらそう思った。何がむかつくって、まずみんな嬉うれしそうにしているのが気に入らない。犬や猫ですら、なんだか幸せそうに見える。そして、わたしがそれを見ながら、平和だな、なんて思っちゃったのが最悪。

　今日は始業式。ここは教室。わたし、空そら口ぐち真ま帆ほは一番窓側の席でなんとなく外を見ていた。眼鏡めがねに前髪がかかり、わたしの視界を狭くする。本当は幸せな人たちの笑顔なんて見たくないから丁度いいのかも。

　始業式が終わり、わたしたちはクラスで新しい担任の先生を待っていた。今年度からわたしも高校二年生になる。まぁ、だからなんだってことはないんだけどね。ただ、学習の内容が変わって、教室が変わるくらい。クラスメイトは変わっても、わたしには影響ない。だって、一年生の頃ころのクラスメイトなんてほとんど覚えていないもん。だから、変わっても分からない。あ、これはわたしが薄情者ってことじゃないんだよ。だって、クラスメイトだって、わたしのことを覚えてないんだもん。ほら、これはお互い様っていうやつなわけですよ。

　そんなわたしには、素敵なあだ名がある。その名前は『黒魔法』。空を『くう』口を『ろ』と読めば黒魔法の出来上がり。そのあだ名が示すとおり、わたしは黒魔法をこよなく愛し、魔術と呪じゆ文もんが好物のネクラ少女なのだ。鬱うつ屈くつした青春時代を謳おう歌かして、楽しみといえばオリジナルの魔方陣作りくらい。

　そんなわけで、わたしは内面こそ強烈なキャラクターを持っているが、外面的には空気とほとんど変わらない存在。だから、誰だれもわたしのことなんか記憶に残していないっていうわけだ。

　……いや、そうでもないかな。一部に、本当に極少数だけど、わたしのことを覚えてしまった人もいた。

「空そら口ぐちさん！　また同じクラスなんだね！　夜よ露ろ死し苦く！」

　ぼぉっとしていたわたしは、突然の大声に驚いて、ビクッと体を痙けい攣れんさせる。その声には聞き覚えがある。恐る恐る振り返ると、大柄な女子がいた。肩幅が広く、背もそれなりに高い。女子にしてはいい体格をしていると思う。今日も、いつものように茶色がかった髪の一部をまとめてちょんまげみたいにしていた。声の調子から、最後の『よろしく』はきっと暴走族みたいな漢字変換されるのだろうな、と思った。

「どうしたの？　驚いた？　相変わらず小心者だなぁ」

　そう言って、ゴリラみたいな女はがっはっはっと笑った。こいつは大おお河内こうち裕ゆう。一年生のときから同じクラスで、わたしの名前を覚えている絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの一人。こいつの心に、体の体積に見合うくらいの量のデリカシーがあればいいのに、といつも思う。外見だけでなく、この半獣半人は中身までごついのだ。

「いやぁ、ついにあたしたちも二年生だね」

　大河内は当たり前のことを言う。

「そろそろ、彼氏を見つけなきゃいけない季節だよね」

「そうですか……」

「そりゃそうだよ。だって、春は出会いの季節だよ。まぁ、わたしは年上派だから新入生はダメだけどね。空口さんはチャンスあるんじゃない？」

　そう言って、大河内はウィンクして親指を立てた。わたしは愛あい想そ笑いをしようと思ったが、やり方がよく分からなかったので、無表情で親指を立てて応こたえておいた。それを見て、大河内は一瞬固まり、その後で大笑いした。

　一年生の頃、わたしは大河内と仲良くした記憶がない。だけど、二年生になってから急に大おお河内こうちがわたしに懐くようになった。そして、わたし自身も大河内と話すことに何の抵抗も感じないようになっていた。これは、本当に謎なぞ。自慢ではないけど、わたしは超人見知りだ。初対面の人には目を合わすことすらできないのが普通。一年間同じクラスにいた人とでも緊張しながら会話するくらいなのに、どうしてなのか大河内とは自然に話せた。

　怪奇だ。だけど、世の中そんなものなのかもしれない。どれだけ仲良くしようとしても上う手まくいかない組み合わせもあれば、ふとしたきっかけで深まる関係もある。まぁ、わたしはどんな場合でも拒絶してるんだけど。

「二年生になったんだし、空そら口ぐちさんも髪型とか変えれば？」

　わたしは自分の黒髪を触った。今は後ろで適当にまとめただけのヘアスタイル。とてもお洒落しやれな髪型だとはいえない。そういや、いつ美容室に行ったかも覚えていないな。

「空口さんって、お洒落すればいける気がするんだよね」

　大河内は適当なことを言う。何の根拠もないくせに。

　お洒落か……。

　心の中では、そんなことをやっている暇があるなら趣味の時間を増やせ、という意見が大勢を占めている。ちなみに、趣味っていうのは黒魔法ね。だけどその一方で、がんばって綺き麗れいになれば彼の目に留まるかもしれない、という考えもあった。

　彼。



    

  
    
      



    

  
    
      　始業式前に三年生の廊下で見た彼……。

　目を瞑つむれば、その姿がはっきりと浮かんでくる。

「空そら口ぐちさん、どうかしたの？」

　本当に、わたしはどうしてしまったんだろうか。廊下で偶然見かけただけの男のことを思い出すなんて……。

「どうもしません。多分」

「本当に？　あんまり、喋しやべらないからさ」

「それ、いつものことです」

「あ、そっか。そうだったね」

　何が面白いのか、大おお河内こうちは笑う。この女に悪意がないことは分かる。だけど、同時に思し慮りよ深ぶかさも皆無だとよく分かった。

　しばらくすると、担任教師が入ってきた。大河内は先生を確認すると自分の席に戻った。わたしの周りに春の穏やかな空気が復活する。

　担任の教師はいまだに独身の中年女性だった。彼女は二年生の心構えと今後の予定のようなものを話した。わたしはそれを上の空で聞いていた。

　明後日は入学式、明日は春休み明けのテストがあると伝えられた。わたしは別にテストが嫌いではないので、大した抵抗もないが、担任教師からテストの話が出たとき、教室の空気は確実に重くなった。その話が終われば、今日はもう終わりだった。わたしは荷物をまとめると、誰だれよりも早く教室を出た。

　いつもと同じ日々が返ってくる。学校と家を往復しながら、世界と周囲の人間と自分自身への文句を考える。そうやって、いじいじと生き続ける日常が返ってくるのだ。

　……本当にそれでいいのかな。廊下の途中で足を止める。

　横をたくさんの生徒たちが笑顔で通り過ぎていく。

　わたしはあんな風に笑えないのかな。

　硬直した足を動かす。わたしは早足で三年生の教室の前を横切る。玄関に近づくにつれ、歩幅が広くなり、ペースも更に速くなった。

　わたしだって、変わろうと思えば変われるんだ。自分にそう言い聞かせながら、わたしは学校を出た。





　翌日のテストの出来はいつも通りだったと思う。つまり、平均点よりもちょっといいくらい。わたしはいつもそのあたりの点数を取る。めちゃくちゃ真剣に勉強しているわけではないが、全まつたく勉強をしていないわけでもない。そうすると、それくらいの結果が出るのだ。

「ま、実力テストってのは、実力でうけるもんだよね！　勉強している人は反則だよね！」

　テスト終了後に大おお河内こうちが大声でそう喚わめいていた。これで、大河内がトップクラスの成績を叩たたき出せばかっこいいのだが、残念ながら彼女の場合は負け惜しみでしかない。

　テスト終了後、担任の先生が入ってきてホームルームが始まった。

　明日の入学式の準備に関係ない人はすぐに下校。そこで、みんなの歓声があがった。そんな嬉うれしそうな声を聞きながら、わたしはこっそりと緊張し始めていた。

　わたしの心の中には、一つの決心があった。

　目を瞑つむれば浮かんでくる姿。その映像が決心を確固たるものする。

　テストが始まる前からずっと心の中で決めていたことだ。そう。三年生の廊下を歩いていたときに決定したこと……。

　先生の話が終わり、掃除が始まる。掃除中もわたしの決心は揺るがない。掃除が終わり、係に選ばれた人は体育館に入学式の準備に向かう。わたしは係ではなかったが、心に確かな決意を携たずさえて体育館に向かった。

　わたしは部活を始めようとしていたのだ！

　それがどうした、とか思った人は手を挙げなさい。その人は全まつたく分かっていない。わたしという人間を微み塵じんも理解していない。わたしの性格を一ミクロンも解読できていない。

　わたしが部活を始めるっていうのは、魚が陸上生活を始めるくらいに一大決心なわけなのです。何億年も前の奇跡の大進化なみの衝撃が、今まさに起ころうとしているわけなのです。魚が陸上でエラ呼吸できないのと同じように、わたしは青春だの友情だのといったものの中では肺呼吸ができないわけなのです。というわけで、わたしは嫌がる右足と左足を強引に進めて決戦の地に赴おもむいたわけなのです。

　どうしてわたしが部活なんかを始めようと思ったのか。それは、わたし自身よく分からない。ただ、今のままでは自分が何も成長しないような気がしたのがまず第一点。そして、入部したい部に、ちょっとだけ、本当にちょっとだけ気になる人間がいるというのが二点目。その、数ナノメートルくらい気になる人というのが、昨日の朝、始業式が始まる前に三年生の廊下で見かけた彼なのだ。

　体育館の前に到着した。たくさんの生徒や教師が出入りしている。きっと、体育館の中は明日の準備で大変なことになっているだろう。

　普通ならこんな日に体育館の部活は休みになるか、やるとしても体育館ではやらないだろう。だが、わたしが用のある部は今日もちゃんと体育館で活動をしている。その情報は事前に掴つかんでいた。

　わたしは体育館のフロアではなく、ステージの方に用があった。

　体育館の舞台を使って活動している部。それは演劇部だ。わたしが入部を希望するのは、まさにその演劇部だった。

　わたしは体育館の前から動けないでいた。たくさんの人間が横切るので、邪魔にならないように、廊下の隅に寄る。もう目の前に目的地があるじゃないか。数歩進めばゴールだ。それなのに、足は動かない。

　ここにきて勇気が揺らいでいる。

　二年生のくせに今更入部なんておかしいと思われないかな。

　演劇なんて少しも知らないくせに、突然入部したいと言ったら怪しまれないだろうか。

　そんな思考が頭の上をぐるぐると回り、わたしを困らせる。

　目指す場所はすぐそこにある。ちょっと進んで、入部したい、と一言伝えればすむことだ。たったそれだけ。幼稚園児だってできる。たったそれだけ。自立二足歩行ロボットだってできる。たったそれだけ……。

　大きく息を吸い、深くそれを吐き出す。

　よし。わたしはできる子だ！

　わたしは運命の一歩目を踏み出した。そのとき、不意に後ろから声をかけられた。

「空そら口ぐちさん」

　前に大おお河内こうちに話しかけられたときみたいに、わたしは全身をびくっと震わせた。わたしの心臓は豆粒くらいの大きさしかないらしい。激しい動どう悸きを抑え振り向くと、そこにはクラスメイトの顔があった。大河内と同様に、わたしを知る数少ない少女。

「ひ、雛ひな浦うらさん、部活ですか？」

　雛浦しのというのが彼女の名前だった。チビのわたしと違い、雛浦さんはモデルみたいに背が高い。わたしのボサボサの髪と違い、雛浦さんの髪は美しくて長いストレートヘアだった。つまり、雛浦さんはわたしと違い、上品な美人さんだ。これでも、わたしと同じ学年の女子生徒だというのだから不思議。何を食べたら、雛浦さんみたいにスレンダーな体つきになるんだろう。

　雛浦さんは切れ長で和風なデザインの目を細めると、少し微笑ほほえんだ。その表情を見ると、きっと彼女はもてるのだろうな、と思ってしまう。別に、わたしはもてたいわけじゃないのだけれど。

「うん。空口さん、本当に来てくれたんだね」

「え、あ、はい。前々から演劇には興味があったというか、ないわけではなかったというか、皆無というほど全まつたくなかったわけではなかったというか……」

　雛浦さんは演劇部の部員だった。今日、演劇部が活動をしているというのも、雛浦さんから聞いたことだった。雛浦さんと一年生の頃ころに仲良くした記憶はない。それなのに、大河内と同じように、なぜかいきなり違和感なく会話するようになっていた。なんにせよ、わたしは雛浦さんに、演劇部に入部するかもしれない、という内容の発言をしていたのだ。

「おじいちゃんの遺言で演劇をしなくちゃいけないというか……」

　わたしは何とか雛ひな浦うらさんに入部動機が不自然にならないように取り繕つくろう。だけど、なんだか自分の口から出る言葉が、現状をよくしているとはとても思えない。

「そうなんだ。とりあえず、中に入ろうよ。みんな、本当に部員を欲しがっているの」

　それでも、雛浦さんは相変わらず優しい笑みを浮かべたまま、わたしの手を引いた。わたしが一大決心をして踏み出した一歩目の足跡は、雛浦さんに引かれるわたしから遠く離れていった。

　体育館の中ではパイプ椅い子すが並べられ、明日の準備が着々と進んでいた。予想通り、たくさんの人がせわしなく動き回っている。わたしたちは邪魔にならないように、隅を歩いてステージに向かった。

　舞台には緞どん帳ちようが下りており、フロアから中の様子は窺うかがえない。わたしは雛浦さんに導かれるまま、隅の方にある入り口から舞台袖そでに入った。

　ここに入るのは初めてだ。だけど、なんだか初めてという感じがしない。薄暗い舞台袖は、どこか懐かしい雰囲気を漂わせている。薄暗いところにノスタルジーを感じるとは、さすがわたしだ。伊だ達てに魔術歴が長いわけじゃないな。

　舞台袖には様々なものが乱雑に置かれていたが、それらが何であるかはよく分からなかった。そこから木製の簡単な階段を上がると、そこにステージがある。ステージはライトに明るく照らされていた。

　雛浦さんはさっさと自分だけステージに上がってしまった。わたしも慌てて追おうとする。

　暗い舞台袖で、再び足が止まる。

　闇やみと一体化するように息を潜ひそめ、このまま帰ってしまえば何の緊張も決心もいらない、かつての生活が返ってくる。

　舞台の上は明るすぎて、わたしは直視できない。そこは、わたしが立つような場所ではないだろう。

　いや、だめだ。それじゃあ、いけない。わたしは階段を一段上った。

　ここで逃げていては、きっと一生逃げ続けることになる。二段目に足がかかる。

　わたしはもう前までのわたしじゃないんだ。体が三段目に持ち上げられた。

　よし。最初が肝心だ。元気よく挨あい拶さつしなきゃ！　最後の段を踏みしめる。

　顔を上げ、胸を張り、空気を限界まで吸い込む。わたしは階段を上りきった。

「ちわっす！　空そら口ぐちです！　入部よろしくお願いします！」

　わたしは勢いよく頭を下げて叫んだ。この挨拶が、わたしのイメージする部活動の挨拶だった。わたしは自分の足元をじっと見つめ、みんながわたしの元気を褒ほめ称たたえてくれるのを待った。

「あの、空口さん？」

　雛ひな浦うらさんの声が聞こえる。わたしはゆっくりと頭を上げる。

　ステージの上には絶望しかなかった。

「ごめん、まだみんな来てないみたい」

　困った顔の雛浦さんが一人で立っていた。

　初めて、自分で自分のことを殺してやりたいと思った。



　わたしがその場ですぐに舌を噛かみ切らなかったのは、雛浦さんが必死で慰めてくれたからだった。

　頬ほおで目玉焼きが作れそうなくらいに顔が熱い。多分、わたしはりんごみたいに真っ赤な顔をしているのだろう。

「元気がいいっていうのはすごく大事だよね。うん、とりあえずそこは大事」

　雛浦さんはちょっと笑いをこらえながら言ってくれる。いっそ大笑いして、誰だれもいないところでこの暗黒少女は何やってんのかしらね、などと言ってくれた方がまだすっきりした。そうなったら、きっと笑顔になって体育館ごと全すべてを焼き払う勇気が持てただろうに。

「そろそろみんな来るよ。って、ほら、そんなことを言っているうちに……」

　そう言って、雛浦さんは舞台袖そでの方を指差した。暗い舞台袖から、一人の男が上がってくる。眼鏡めがねをかけ、短髪を立てた大柄の男子生徒だった。彼が舞台に上がってくると、その浮かない表情が窺うかがえた。

「湊みなと山やま先輩。こんにちは」

　雛浦さんが彼にそう声をかける。声をかけられると、体格のよい男子生徒はちょっと笑顔をつくって挨あい拶さつを返した。だが、すぐに表情は曇くもる。何かよくないことがあったのだろうか。

　湊山先輩と呼ばれたその男は、わたしを見るとちょっと不思議そうな顔をした。わたしはすぐに顔を下げて、意思の疎通を拒否する。初対面の顔を見つめることができるほどの鋼鉄の心を、わたしは持っていない。ま、普通はアルミニウムの心ぐらいでできることなんだろうけど。

「こちらは空そら口ぐちさん。入部希望者です」

　雛浦さんがわたしを紹介してくれる。わたしは勇気を出して顔を上げた。湊山先輩の表情が一気に明るくなるのが分かった。八の字に垂れていた眉まゆが持ち上がり、死んだ魚のようだった目には活気が戻った。口元もＵ字型になる。分かりやすい感情表現をする人だ。

「ってことは、もしかして一年生？　新入生の新入部員？」

　湊山先輩は一気にまくし立てる。その口調は本当に嬉うれしそうだった。

「先輩。中身が少ないのは知っていますけど、もうちょっと頭を使ってください。入学式は明日ですよ」

　雛ひな浦うらさんは少し微笑ほほえんで、とんでもないことをさらりと言う。それを聞いた湊みなと山やま先輩はがっくりと肩を落とした。これは雛浦さんの配慮のかけらもない言葉のためだけではないようだった。純粋に、わたしが一年生ではないことにショックを受けている感じだ。それにしても、本当に感情の変化が分かりやすい人だ。

「あの、やっぱり一年生じゃないとダメなんでしょうか……」

　わたしは不安になり、恐る恐る尋ねてみる。

「いや、そんなことはないよ」

　湊山先輩は慌ててそう言った。

「うん。本当にそんなことないから。だから、ほらね、落ち着いて。どうか、悲しまないで。そうしないと、俺おれがとんでもなく悲しい思いをすることに……」

　様子がおかしい。彼の目はわたしを見ていない。どちらかというと、わたしの隣の方に瞳ひとみが向いている。

　次の瞬間、わたしの隣を影が通り過ぎ、数秒遅れてわたしの髪がなびいた。それとほぼ同時に、湊山先輩は恐怖に顔を引きつらせたまま、その巨体を空中に浮かせる。わたしは目を限界まで大きく見開いて、そのＣＧを使ったかのような豪快な映像を見た。

　大きな音を響かせて、湊山先輩が舞台に落ちた。否、叩たたきつけられた。倒れる巨体の男の隣で、手をパンパンと払いながら立つ少女。それはあのおしとやかなはずの雛浦しの嬢その人だった。華きや奢しやで物静かな雛浦さんが、巨体の湊山先輩を投げ飛ばすなんて、とんでもない衝撃映像だ。

　……不思議。どうしてだろう。非日常的な風景を見ているはずなのに、この光景を一度見たことがある気がする。ちょっとした懐かしさすら感じる。

「新入りを迎え入れる言葉を選んでください」

　雛浦さんは静かに言う。

「頼むから、注意する、方法も選んで、くれ……」

　舞台に倒れ、瀕ひん死しの虫のように体を痙けい攣れんさせる湊山先輩は切れ切れに言う。

「部長や三み癒ゆ先輩はまだですか？」

　雛浦さんは湊山先輩が死にかけていることに少しも関心がないらしく、彼を見下ろしながら日常会話を続ける。わたしの方が心配になってしまうじゃないか。

「ああ、今日は来ないだろうな。今は生徒会室だ」

「生徒会室？　まさか、直談判に？」

「今回ばかりは、ちょっとまずいからな」

　ちょっとまずい？　何があったんだろうか。演劇部員二人の表情から、それが深刻な問題だということは察せられた。

「何かあったんですか？」

　わたしは話に首を突っ込む。今から入ろうとする部活にどんな危機があるのか知りたかった。そして、すぐに自分が初対面の人に話しかけていることに驚いた。どうしたんだ、自分。

「いや、今年度から部活動に関する規定が変わるんだよ。各学年最低一人はいないといけないっていう新しい規定が加わるんだ」

　湊みなと山やま先輩は舞台に倒れたまま言う。

「とりあえず、新三年生と新二年生はいるの。だけど、新しく一年生を入部させないと、部として認められなくなってしまう」

　説明を雛ひな浦うらさんが引き継いだ。

「じゃあ、明日の入学式で勧誘をがんばらなくちゃいけないってことですか？」

「まぁ、そういうことなんだが」

　巨体から大きなため息が漏れる。

「生徒会執行部がそれを許さないだろうな……」

「どういうことですか？」

「演劇部を廃部させようとしているの。財源と活動スペース確保のためにね」

　雛浦さんからもため息がこぼれる。

「今までも、他ほかの部活は使ってるのに、演劇部には学校の印刷機を使わせなかったり、新入生配布用の部活動案内に演劇部だけ広告スペースを用意してなかったり……」

　それが本当なら、かなり陰湿な嫌がらせだ。

「なんにせよ、明日はどんな妨害があるか分からん。それでも、新しい部員がなんとしてでも欲しいんだよ」

　だから湊山先輩は、わたしが一年生かどうかすぐに確認したのか。

「それに、顧こ問もんの先生も今年で定年だから、新しい顧問を見つけなきゃいけないんだ。けど、こっちも執行部が手を回しているらしくて、なかなか引き受けてくれる教師がいないんだよ」

「新入部員と新顧問。とりあえず、この二つが演劇部の問題」

　雛浦さんと湊山先輩が同時にため息をつく。どうやら、事態はかなり深刻らしい。部長と三み癒ゆ先輩と呼ばれた人は、そのことに関して抗議にいっているということか。

「もちろん新二年生だって入部は大歓迎だよ。部長たちも明日は来るはずだから、明日また顔を出してくれるかな」

　相変わらず寝そべったままで笑顔の湊山先輩が言う。わたしに気を遣ってくれているらしかった。わたしが頷うなずくと、彼は急に真面目まじめな顔になった。

「ところで、雛浦さん」

「はい？」

「女子ってみんなスカートの下に体操服のクォーターパンツをはいているものなのかな。それじゃあ、スカートの魅力が大幅に、ウギャ！」

　湊みなと山やま先輩の顔が、雛ひな浦うらさんに踏みつけられる。

「冗談だって、イテッ、雛浦さんはズボンはいてるから、ガハッ、別に大丈夫じゃ、ゲホッ、っていつまでやるんですか、グフッ……」

　雛浦さんは無表情で、ゲシゲシと何度も湊山先輩の顔を踏みつけた。

　結局、わたしがいたたまれなくなってその場から去るときになっても、その行為は続けられていた。



　わたしは電車で高校まで通っている。だから、帰りも当然電車に乗る。そんなわけで、わたしは電車に乗っていた。通学に使っている、ぼろぼろのローカル線の電車である。相変わらず、ほとんど人間が乗っていない。わたしは閑かん散さんとした車内の古びたシートに腰を下ろす。気分が落ち込んでいるときにこの電車に乗ると、ますますテンションが下がる。

　泥舟に乗ったような気分になるのだ。そんなダウナー系の空間で、わたしの心の中は雛浦さんや湊山先輩の心配事が駆け巡っていた。

　まさか、いきなり廃部の危機に晒さらされようとは……。

　一年生の部員が必要なのか。いくらわたしが努力しても、空そら口ぐち真ま帆ほを一年生に戻すことはできない。ああ、わたしはなんと無力なのか。いや、わたしは小柄な方だから、一年生でも十分通じるのではないのか。それに、教師だってわたしのことなど覚えてないのだから、一年生面すれば何とか……ならないだろうな。だからといって、全まつたく何もできないというわけでもないはずだ。

　わたしにだって何かできる。

　わたしにできること。

　……何だろう。

　もしかしたら、本当にないのかも。そう考えると自分が情けなくなる。

　だめだめ！　もっとちゃんとしなきゃ。わたしは下を向いていた顔を持ち上げた。ずっと下を向いていても、いいことなんかないんだ。前を見なくちゃ！

　ふと、中なか吊づり広告が目についた。そこには、人気のファンタジー小説の宣伝があった。

　魔法を使う少年と少女の物語らしい。広告にはドラゴンやら悪魔やらのイラストが描かれていた。

　魔法使いの物語。

　魔法。

　黒魔法。

　自分の脳みそが急に活性化するのが分かった。

　わたしにもできることがあるじゃないか。

　そうだ！　わたしには黒魔法がある！　黒魔法を使って演劇部のみんなの役に立つことができるのではないだろうか。

　とんでもない思いつきだというのは、自分でもよく分かっている。だけど、わたしにできる最大限の努力があるとすれば、それは黒魔法に違いない。しかも、それはきっとわたしにしかやれないことだ。幸い、わたしの部屋にはそっち関連の本はたくさんある。うちの書籍では足りなかったならば、知り合いの古本屋に相談すればどんな本だって手に入る。

　先ほどまでの暗い気持ちが吹き飛んで、少しずつ興奮してきた。帰ったらさっそく調べなくちゃ。どんな魔方陣が適当なのか、どんな呪じゆ文もんがふさわしいのかを。ふふふ。





「お姉ちゃん、一回脳みそを宇宙人に洗浄してもらったら？」

　こいつに手伝ってもらおうとすること自体が間違いだった。

　わたしは深く後悔した。目の前にいる少女は、凍いてつくような冷たい視線をこちらに向けている。わたしはむすっとした顔で彼女を睨にらむ。この状況は日常茶飯事だ。

　ここはわたしの家のわたしたち姉妹の部屋。わたしはたった一人の姉妹である妹と、一つの部屋を共有していた。

　愛用の黒いローブをまとい、黒魔法武装を固めて仁に王おう立だちするわたしの目の前には、先ほどの発言をした小娘の姿があった。

「人を集めるために魔法を使う？　何よ、その発想。その病気を治すには、どんな伝説の薬が必要なの？　どんな名医なら治せるの？　オペには法外な値段がかかるの？」

　少女は横目でこちらを見ながら、ため息をつく。ショートカットの髪はピンで留められ、前髪が目にかからないようになっていた。こいつは空そら口ぐち夏なつ樹き。悲しいことにわたしの妹だ。今年度から中学三年生。つまり受験学年というわけで、さっきまで慣れない勉強をしていたようだった。大体、中学三年生から慌てて勉強するような奴やつは、受験する資格がないと思う。

　夏樹は妹のくせにわたしよりも背が高い。夏樹は妹のくせにわたしよりもスタイルがいい。夏樹は妹のくせに彼氏がいる。さらに、女子バスケ部のキャプテンでエース。きっと、母親の腹の中にわたしが置き去りにしたものを全すべて夏樹が持って生まれてきたのだと思う。ただ、成績はそんなによくない。それがせめてもの救いだった。

「黙れ、小娘。あんたに手伝ってもらおうとしたのが間違いだった。資料は一人で探す。夏樹は無駄な足あ掻がきを続けなさい」

「無駄じゃないもん！」

　夏樹はペンを置いて、伸びをしてからこっちを向いた。そんなに長い時間かけて勉強していたわけではないのに、もう休憩か。

「ところで、昨日は始業式だったんでしょ？　どうだったの？」

「別に、どうもしないよ」

「新しいクラスにかっこいい人は？」

「さぁ」

「もう！　ちゃんとそういうのはチェックしなきゃだめでしょ！」

「しぃ」

　わたしは人差し指を立てて、自分の唇に当てる。

「なにそれ……。お姉ちゃんがそんな感じだから、わたしのため息が止まらないんだからね」

「すぅ」

「吸う？　わたしのため息を吸うの？　気持ち悪ッ！」

「せぇ」

「……ねぇ、わたしを馬ば鹿かにしてるでしょ」

「そぉ？」

　夏なつ樹きは般はん若にやの形相でわたしに向かって三角定規を投げつけると、再びペンを握って机に向かった。わたしの運動神経では愚ぐ妹まいの攻撃をかわしきれず、鋭角な凶器はわたしのおでこに当たった。予想以上に痛い。

　わたしは額をさすりながら、書籍をあさった。人を事故にあわせる呪じゆ術じゆつや、疫えき病びようを流は行やらせる呪のろいはすぐに見つかったが、人を集める魔法はなかなか見つからない。どれだけ探しても見つからないので、だんだんとそんな魔法は存在しないのではないのか、と思えてきた。それでも、諦あきらめずに全すべての本の全てのページに目を通した。夏樹がかけていたＭＤが一周した頃ころ、わたしはようやくそれらしい魔法を見つけた。

「生いけ贄にえのネズミを集める魔法……」

　持ちうる全ての文献を調べつくした結果、これが一番目的に近い魔法だった。

　ネズミ。人間とは哺ほ乳にゆう類るいという点で同じだ。

　……それ以外は、あまり共通点がない気もする。

「ネズミかぁ」

　だが、これ以外に手段はない。わたしはその魔法が書かれていた魔術書を持つと、立ち上がった。夏樹は不審そうにわたしを見た。

「どこ行くの？」

「魔法を使ってくる」

「いつもの公園？　晩ごはんまでには帰ってきた方がいいよ」

「分かってる。じゃ、行ってくるね」

　そんな一般には非日常的な日常会話を済ませると、わたしは家を出た。両親は共働きで、今日は二人とも帰ってくるのが遅い日だった。夏なつ樹きの言うとおり、夕食までに帰宅すれば心配もかけないだろう。

　外はすっかり暗くなっていた。わたしの家がある集合団地には小さな公園がある。大きな魔方陣が必要になるときは、日没後にそこでよく黒魔法を使っていた。今回もそこにお世話になることにする。

　わたしは公園まで歩いた。夜空には星が輝いている。月も出ているので、夜道は比較的明るい。わたしはローブのフードを目深にかぶった。この格好をしているところを、他人に見られるのはかなり恥ずかしい。まぁ、遠目には黒いショールに見えないこともないので、近づかれなければ大丈夫。

　外灯に照らされた公園には誰だれもいなかった。小さな公園なので、軽く見回せばすぐに全体が把は握あくできる。わたしは安心すると、魔術書を開き、そこにあるネズミを集める魔方陣を地面に転写した。

　これで部員が集まったら、みんなわたしを褒ほめてくれるかもしれない。明日、挨あい拶さつに行ったときに、あっちから部員になってほしいと言ってくるだろう。ひひひ。そうしたら、ちょっと困った顔をして、仕方ないなみたいな感じで入部しようっと。

　いや、待てよ。だけど、黒魔法で人を集めたということがばれたらまずいな。きっと、みんな気持ち悪がってわたしに近づかなくなるだろう。それじゃあ、意味がない。てことは、わたしが部員を集めたことを言えないじゃないか。

　魔方陣を描く手が止まる。

　どっちにしても、わたしのやろうとしていることは誰にも認められないのか。

　わたしは首を振って悪い思考を飛ばした。

　そんなことを考えているからダメなんだ。黒魔法のことは秘密にしておけばいい。たとえ、みんながわたしの力で部員が集まったことを知らなくても、それで演劇部が救われればそれでいいじゃないか。

　顔を上げて、月を見上げた。月光を全身に浴びる。

　わたしってば、かなり成長してるじゃん。

　ひとしきり自分を褒めてあげると、作りかけの魔方陣を完成させた。

　一応、魔方陣の一部を変えている。わたしの解釈が正しければ、部分的に魔方陣の内容を変えれば、ネズミではなくて人間を集められるはずだ。

　本と同じような動作をし、こちらもオリジナルの呪じゆ文もんを唱える。

「Numts are muai ze……」

　わたしは手を大きく開き、持ち上げる。さぁ、人々よ集まれ！　明日の入学式に演劇部員が困るくらいの人の波が押し寄せよ。そうしたら、きっとみんな大喜びだ。

　……。

　夜空は黙っていた。

　公園の遊具たちも微び動どうだにしない。

　まるで、世界の時間が止まってしまったようだった。

　何も起こらない。失敗だ。

　……正直な話、こんなこともたまにはある。ごめんなさい、嘘うそです。ほとんどこんな感じです。いや、それも嘘です。毎回こんな感じです。

　わたしのこぼしたため息だけが、虚むなしく響いた。

　買い物帰りのおばさんが自転車に乗って近くを通る。わたしはさっと手を下ろし、すぐにしゃがんで小さくなった。やはり、公園での儀式はリスクが高いな。

　おばさんがいなくなったのを確認すると立ち上がり、ローブについた土を払う。危ない、危ない。妙な噂うわさを近所に流されたのでは、母親に黒魔法を禁止されて……。

「おい、お前なにしてんの？」

　思わぬ方向から声をかけられ、わたしはものすごい勢いで再び小さくなった。膝ひざを抱え、顔を伏せて音だけで現状把は握あくに努める。

　公園には誰だれもいないはずだ。さきほど小さくなったときに、誰かが近づいていたのか。

　なんという不覚。

「どうした？　具合が悪いのか？」

　少年の声だ。わたしに構うな。

「うわ、なにこれ。これ、お前が描いたの？　こんなの勝手に描いていいのかよ」

　少年の声が少し離れた。どうやら、わたしの魔方陣を見ているらしい。

「それに、なにこの本。こんなのどこに売ってるんだよ」

　今度は落ちていたわたしの本を拾ったらしい。いいから早くあっちに行け！　この暇人め！　いい加減にしないと藁わら人形じゃすまないぞ！　わたしは顔を伏せたまま、心の中で叫び続けた。

「へぇ、すごいな。こういうのが好きなのか？」

　もうダメだ。こいつに呪のろいが実在するってことを、身をもって知ってもらわないと気がすまない。わたしは顔をわずかに上げる。これから呪じゆ殺さつする人間の顔を覚えなくちゃいけない。

　月明かりと外灯で少年の姿はよく見えた。

　中学生くらいだろうか。まだ幼い顔立ちをしている。だが、その容姿はとても真面目まじめな中学生には見えない。耳にかかるくらいの長さの茶髪はワックスで固められていて、あちこちが重力に逆らっていた。白いシャツジャケットの中に真っ赤なシャツ。下は黒っぽいダボダボのズボンだった。極めつけに胸には大きな髑どく髏ろのシルバーアクセサリー。

　間違いない。これは、わたしの人生ではすれ違うことのない、否、すれ違ってはならない人種だ。

　少年もポケットに手を突っ込んで、こちらを見ていた。しかも、妙に嬉うれしそうに楽しそうに。

　……笑顔はちょっと可愛かわいいかも。

「なんだ、生きてるじゃん」

　少年は嬉しそうにそう言った。わたしは何も言えなかった。それは、わたしが人見知りをするからというのが主な理由ではない。純粋に、この小さな不良少年（見た目から推測）が怖かったのだ。もしも、あのたくさん小物が入りそうなズボンからナイフを出されて、ネクラの血で魔方陣を完成させてやるぜゲヘヘ、などと言い出したらどうしよう。笑った顔が人懐っこくても、油断はできない。

　少年の手がポケットの中から出てくる。わたしは身の危険を感じ、ローブを強く握った。その行動によってどんな防御ができるというわけでもないのだが、少しは心を落ち着ける効果がある。

　もしも、凶器を出してきたら、わたしだって勇敢に戦おう。呪じゆ詛そを撒まき散らしながら、やつに暗黒魔術の真の恐ろしさを教えてやる！　ただでは死なんぞ！　というか、ただじゃなくても死なない！

　わたしが一瞬のうちに決めた覚悟は全まつたく無駄だった。少年の手には何も握られておらず、指に銀のごつい指輪があるだけ。そして、その手はわたしの方に差し伸べられていた。

「ほら、立てよ」

　気が抜けた。少年はやっぱり優しい笑顔をしている。わたしは素直にその手を握って立ち上がった。

　少年の背は低かった。わたしよりも少し高いくらいだ。わたし自身が他ほかの高校二年生に比べると小さい方なので、少年は男子としてはかなりチビの部類なのではないのか。まぁ、中学生ならこれくらいなのかもしれない。

「お前、名前は？」

　初対面の相手に、お前はないだろ。わたしはむすっとして黙った。

「どうした？　日本語分かんねぇのか？」

「日本語は分かります」

　敬語になってしまう自分が悲しい。

「ちゃんと話せるじゃん。んで、名前は？」

「空そら口ぐち」

「下の名前は？」

　こいつ、むかつく。絶対年下のくせに生意気だ。

「真ま帆ほ」

「真帆か。家はこの辺り……」

　急に少年の声が止まった。そして、辺りをきょろきょろと見回しだした。

「今、何か音が聞こえなかったか？」

　少年の様子がおかしい。何かに怯おびえているようだ。

「へ？　特になにも聞こえませんけど」

　見た目が不良のくせに情けない奴やつだ。わたしは夜中の墓場だって平気だぞ。

「ネズミの鳴き声みたいなのが聞こえた。絶対に近くにいる……」

　ネズミ？　もしかして、先ほどの黒魔法が成功したのか。いや、人間を呼ぼうとしたのだから失敗なのか。

　それでも、もしもわたしの力で何かを呼び寄せたというのなら、それはすごいことだ。

「あそこだ！」

　少年が突然大きな声を出す。少年が突き出した指の先には滑すべり台がある。そして、その滑り台の上に、大きなネズミがいた。本当に大きい。そこにいたのは子猫くらいの大きさの真っ黒なネズミだった。

　確かに、異様に大きなネズミがそこにいる。わたしは自然と笑顔になった。

「可愛かわい……くないけど、素晴らしい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　わたしは目を輝かせた。

　ネズミはハムスターの親しん戚せきなのだから、きっと可愛かわいい生き物なのだと思っていたが、あまり可愛い生物のようには見えない。だけど、もしかしたらこいつがわたしの最初の召喚獣なのかもしれないのだ。その黒いネズミは滑すべり台を滑り降りると、こちらに突進してきた。少年は後ろに大きく何歩か引いた。これだけ大きなネズミだ。確かに恐ろしい。それでも、わたしは少しも動じずに、しゃがんでそのネズミを迎え入れる。

　ネズミはわたしの胸に飛び込んできた。やはりでかい。そのため、それなりの衝撃があった。抱きかかえると、ずしりと重い。だが、ネズミに敵意はないらしく、わたしの腕の中で大人おとなしくしている。

「早く、そのネズミをどっかにやれよ！」

　怯おびえた少年がわたしから遠ざかりながら、震えた声で言う。もしかして、こいつネズミが苦手なのか？

　わたしはネズミを両手で掴つかむと立ち上がり、それを少年の方に向けた。

「ほれ」

　少年の形相が恐怖に歪ゆがむ。

「ほれほれ」

　ネズミを前に突き出したまま、わたしは少年に詰め寄った。少年は顔を引きつらせて、さらに後ろに下がる。

　やばい。これ、楽しい。

　だが、相手は最近の若者だ。どこでキレて襲いかかってくるか分からない。むしろ、今の状況は、逃げ出す最大のチャンスなのではないのか。巡ってきた機会を活いかさない手はない。

「いけ、ゴブリン！」

　わたしはそう言ってネズミを地面の上で放した。ゴブリンというのは、わたしがネズミにたった今つけた名前だ。強そうではないが、かっこいいと思う。

　ゴブリンはわたしの言いつけを守り、少年に突進する。少年は驚き、動きが止まる。そして、数秒後に慌てて逃げ出した。わたしはその隙すきに公園から飛び出した。

　へへへ。あんな不良少年なんかと、いつまでも関かかわっていられないもんね。

　そのとき、不意に気が遠くなるような感覚に襲われた。

　世界が遠のくような錯覚が体を包む。

　わたしは辺りを見回そうとするが、体が自由に動かない。

　夜空が広がり、そのまま世界を覆いつくす。

　微かすかな光に目を奪われる。

　暗い空間で瞬またたく無数の星。

　目の前には巨大な満月。

　それ以外は宇宙空間のように暗い。

　一瞬で異空間に閉じ込められてしまったようだった。

　月光は妖あやしく光り、わたしはよく分からないままその光を浴びていた。

　ここから出なくちゃ。

　一歩踏み出すと、足元で星が輝く。二歩目も同様だった。星と月の光はその強さを増していき、わたしが歩くたびに夜空には光が満ちていった。

　ここなら、本当に月に手が届くかもしれない。

　さらに輝きを増した全すべての光がわたしを包む。

　どうしてだろう……。

　不意の疑問。

　あんな大切なことを……。

　終ついの記憶。

　なぜ忘れてしまったのだろう……。

　悔いの思念。

　そうだ、わたしの……。

　無為の復活。

　……それは初恋。

　三歩目はアスファルトに足がついた。星は本来の位置で輝き、月も遥はるか彼方かなたで太陽の光を反射している。

　わたしが住んでいる街だ。周りを見回す。何も変わっていない。公園では少年がネズミに怯おびえて逃げ回っている。

　一瞬だったのか？

　いや、そんなことよりもわたしの頭の中の方が重要だ。

　何があったのかはよく分からない。だけど、わたしは思い出した。

　軽く頭が痛い。

　心臓がバクバクと大変なスピードで運動している。

　不思議な感覚だった。それまで抑えつけられていたものが、頭の中で一気に解放されたみたい。

　何か大切なことを思い出したような感覚。

　そう。確かに思い出した。

　興奮のあまり、ゴブリンのことを忘れてわたしは家まで走った。





　わたしはネクラだ。小学生の頃ころから、ずっと日陰を生きてきた。人を恨み、自分を嫌い、内心で目につくもの全すべてを呪のろっていた。被害妄もう想そうを抱き、それを言い訳にして、何かとまともに向き合うことを逃げて生きてきた。

　そんなわたしが、高校一年生の最後に見つけた一冊の魔法の本。その本に書かれていた魔法で、わたしは悪魔を召喚した。本当に悪魔を召喚したのだ。わたしは悪魔と、自分の恋心の対価として可愛かわいらしい外見にしてもらえる、という契約を結んだ。それによって、わたしの生活は大きく変わった。演劇部に入部したし、友達もできたし、演劇部の部長に、その、まぁ、なんというか、恋みたいなのだってした。だけど、その恋は契約違反だった。だから、わたしは契約を破棄してもらおうと悪魔にお願いをした。だけどそこで、わたしは悪魔に騙だまされていたことを知った。怒ったわたしは騙した詐さ欺ぎ師しの悪魔を撃退して、それでハッピーエンドだったはずだ。

「お姉ちゃんは演劇部に一年生の終業式の前に入部していた。そんで、そのことをさっき思い出した、と。そういうことですね」

　家に帰り、わたしは興奮を抑えてから夏なつ樹きに打ち明けた。わたしのこの健忘症をなぜ指摘してくれなかったのか。また、どうしてわたしの言動に不自然さを感じなかったのか。

　それらを追及したかったからだ。でも、夏樹の反応は予想に反したものだった。

「はい、末期です。もう、死ぬまで治りません。てか、死んでも治りません。来世でもお姉様は可か哀わい想そうな子です」

　夏樹は満面の笑みで小首をかしげながら言った。わたしはいらいらしながら眼鏡めがねを押し上げる。

「だから、わたしだってどうして忘れたか分からないんだって」

「お姉ちゃん。あのね、それは忘れていたんじゃなくて、そんな事実が存在しないだけなんだよ。お姉ちゃんが思い出したっていう記憶は、お姉ちゃんが妄想した思い出なのよ」

　哀あわれむような目で愚ぐ妹まいが言う。

「それにお姉ちゃんは変わってないじゃん。相変わらず怪しい儀式やってるし、彼氏いないし、お洒落しやれしないし……」

「てめぇ」

　手を前に出して妹の言葉をさえぎり、三白眼で睨にらむ。

「祟たたるぞ」

「やっぱり変わってないし！」

　そう言って、夏樹は慌てて部屋から逃げ出した。わたしが呪いの言葉を口にしたときの恐怖を、哀れな妹は身をもって知っているのだ。

　夏樹がいなくなった部屋に一人残り、わたしはベッドに横になった。夏樹は普段からわたしをよくからかうが、別に嘘うそつきではない。きっと、あの子も前のわたしと同じように忘れてしまっているのだ。いや、夏なつ樹きだけじゃない。雛ひな浦うらさんや大おお河内こうちだって忘れていた。誰だれ一人として、わたしがかつて演劇部に入部していたということを覚えていなかった。わたしは必死でヒントになりそうな記憶を検索する。

　わたしが悪魔と戦った夜。あのとき、確か部屋が光に包まれて、それで……。

　そうだ。悪魔は最後に『奴やつら』がわたしたちの記憶を奪うと言っていた。

　そして、わたしは本当に全すべてを忘れてしまったのだ。わたしだけじゃなく、わたしに関かかわった人たちは、みんな記憶を失ってしまった。そうだ。誰かに全ての思い出が奪い取られてしまったんだった。

　それなのに、どうしてわたしの記憶は戻ったのだろう。

　何か特別なことをしただろうか。

　ネズミの召喚？

　ゴブリンはわたしの最初の召喚獣だ。疑うのは可か哀わい想そうだね。置いてきちゃったけど。

　あの不良少年？

　あの不良少年は怪しい。なんか、髑どく髏ろのネックレスとかしてたしな。シルバーアクセサリーのお洒落しやれな髑髏など、普通の人間が持っているだろうか。持つとしたら、わたしが持っているような、呪じゆ術じゆつの道具として使うタイプの髑髏のはずだ。ん？　普通は逆なのか。

　なんにしても、あの男は怪しい。中学生のくせに生意気だったのも怪しい。もしかしたら、あいつは悪魔の仲間なのかもしれない。よく分からないけど、わたしの記憶を奪ったのが悪魔であるなら、記憶を戻すことだって悪魔は可能な気がする。

　あるいは、時限性の何かのシステムが作動して、自動的に記憶が戻ったのかも。もしくは、夏樹の言うとおり、全てわたしの妄もう想そうか。最後の意見が一番ありえそうで嫌だな。

　明日、いつもの本屋さんに行ってみよう。そこで、調べてみよう。わたしはそう決心した。



    

  
    
      


二幕　新入生と新任教師





　早朝の街。閑かん静せいな昔ながらの平屋が多い住宅地。狭い塀に挟まれた道を進んだ先に伊丹いたみ書店はあった。外観はほとんど民家と変わらない。だけど、一応古本屋の看板が出ているので、なんとか商売をしていることが分かる。そこは、わたしがずっとお世話になっている店だ。悪魔召喚のための本もここから借りたものだった。店主のおじ様はそのことを覚えていないだろうが、記憶喪失と復活の謎なぞ解明のきっかけはここにある気がした。

　まだ開店前なので店にはシャッターが下りている。

「起きてください！　朝ですよー！」

　学校の制服を着たわたしは、そのシャッターをガンガンと叩たたいていた。今日は、髪型を変えてみた。記憶をなくす前みたいに、髪の毛をアップでまとめてみた。眼鏡めがねをコンタクトレンズにしようとも思ったが、すぐに用意できるようなものでないので、眼鏡を外すのは来週になりそうだ。こうやって、姿を以前のように戻せば、誰だれかが思い出してくれるかもしれない、という淡い期待があった。だけど、とりあえず家族は反応を示してくれなかった。

　わたしが痛んだ拳こぶしでシャッターを叩き続けていると、白髪の老人が目をこすりながらそれを開けた。今起きたばかりにしては、ずいぶんときっちりと服を着ているし、寝ね癖ぐせなどもついていない。それなのに、顔はずいぶん眠たそうだった。この老人はいつもちょっと不思議だ。

「空そら口ぐち君か。どうしたんだ、こんな朝早くに。学校に行く前か？」

「おじ様、本当にごめんなさい。あの、どうしても調べたいことがあるんです」

　おじ様は眉まゆをひそめる。わたしはすかさず何度も頭を下げた。それを見ていたおじ様は、しばらくするとようやく口を開いた。

「何を調べたいかは知らんが、大切なことなんだな。まぁ、好きに調べてくれ」

「ありがとうございます！」

　おじ様は本当に理解がある。初めてこの店に来たとき、わたしはまだ中学生だった。その頃ころから魔法やら呪のろいやらに興味があったわたしに、様々な本を紹介してくれたのがおじ様だった。

　店内に入ると、いつも見ている本棚をくまなく探した。それは、黒魔法や呪い、呪じゆ術じゆつ、儀式などのオカルト関連の本棚だった。店内は薄暗いので、本が探しにくい。わたしは顔を背表紙に近づけて、一冊一冊確認していった。だけど、見つからない。

「あの、おじ様。濃い緑の表紙の古い本ってありませんでしたか？　確か英語で書かれた本なんですけど……」

　わたしは本棚から目を離すと、店の奥に引っ込もうとしていたおじ様に問いかける。おじ様はそれを聞くと、驚いた顔をして体を店の方に戻した。

「いや、そんな本は知らんが」

　おじ様は何食わぬ顔でそう言う。だけど、さっきの反応は明らかにおかしい。

「本当に知らないんですか？」

「知らん」

「確かにあるはずなんですけど」

「どうして言い切れる？　前に見たことがあるのか？　だが、ここの本はわしが全すべて把は握あくしておる。わしが知らん本は、ここにはない」

　いや、確かにわたしは以前にここでその本を借りたのだ。おじ様はいぶかしげにこちらを見ている。

　話すべきか否か。

「おじ様、わたしの話を笑いませんか？」

「空そら口ぐち君の話を笑ったことは一度もない」

　そう言って、おじ様は優しく微笑ほほえんだ。やっぱり、おじ様は理解のある人だ。わたしは、安心して喋しやべりだした。ここで借りた本を使って悪魔を召喚したこと。その悪魔の所せ為いで、みんなの記憶が奪われたかもしれないこと。そして、なぜかわたしは記憶を取り戻したこと。全て話し終わると、おじ様は低い唸うなり声みたいな音を喉のどから出した。

「それで、なぜ自分の記憶が戻ったのかが知りたいのだな？」

「そうです。信じてくれますか？」

「空口君が信じろというのならな」

「信じてください」

「ふむ。それで、何か心当たりはあるのか？」

「それが、まるでないんです……。そもそも、誰だれが記憶を消していたのかもよく分からないんですよ。やっぱり、悪魔なのかな？　これも、信じられない話だと思うんですけど、悪魔は人間の悪い感情を食べて魔法を使うらしくて、もしかしたらわたしの悪い感情を食べて記憶を消す魔法を使ったのかもしれません」

　わたしはゆっくりと喋った。他ほかの人には、こんなに長い台詞せりふを伝えることなど絶対にできないのだが、おじ様にならできる。おじ様には、人を落ち着かせる独特の雰囲気があるのだ。話の内容も、おじ様以外にはとても話せるようなものではない。

「悪魔は人を惑わすことしかしない。魔法も、人を惑わす程度のものしか扱えん」

　そう言うおじ様の目は真面目まじめだった。わたしは思わず背筋をぴんと伸ばしてしまった。

「人々の記憶に作用するほどの魔力となれば相当なものだ。小悪魔には扱えんさ」

「おじ様、すごく詳しいんですね」

　わたしは感心した。この人は何でも知っているのだなぁ。

　おじ様は恥ずかしかったのかわざとらしく咳せきをした。だけど、この人の咳は肺胞が飛び出してくるのではないのか、と思うほど激しい。わたしはいつもその様子を見て心配になるのだ。しばらく咳せき込んだ後、おじ様は再び優しい表情になった。

「悪魔はもう退治してしまって、それ以来現れないのか？」

「はい。わたしの知る限りは」

「それならば、慌てることもないだろう。記憶のこともゆっくりと探っていけばいい」

「ええ、まぁ、それはそうなんですけど……」

「さて、わしはもう一眠りする。空そら口ぐち君はもう学校に行きなさい」

　相変わらず穏やかな口調だが、そこには有無を言わせない迫力があった。わたしは、そのまま店から追い出されてしまった。納得できない気持ちのまま学校に向かった。





　教室には雛ひな浦うらさんしかいなかった。それもそのはず、わたしは登校時間よりもかなり早くやってきたからだ。本屋での用事が早く終わってしまったので、これだけ早い時間になってしまった。だから、雛浦さんがいること自体、わたしには驚きだった。

「お、おはよう、ございます」

　わたしはかしこまって挨あい拶さつする。記憶を失う前はもうちょっと元気に挨拶していた気がする。まぁ、それでもわたしから挨拶しているのだから、これは奇跡的なことであるといって差し支えないだろう。それに、もしかしたらわたしの今の姿を見て、何かを思い出してくれるかもしれない、という期待もあった。家族にはその希望を打ち砕かれたが、雛浦さんならあるいは記憶を取り戻すかもしれない。

「あ、おはよう」

　しかし雛浦さんの態度も、わたしが取り戻した記憶の中に比べるとよそよそしい。記憶がないのだから、それは仕方がないのだが、やはり淋さびしい。果たして、前のように再び仲良くなることができるだろうか。心の中には一抹の不安があった。

「空口さん、早いね」

「え、あ、はい」

　なんだかギクシャクしてしまう。どうやったら以前の関係に戻れるのか。どうやったら、みんなの記憶も戻せるのか。そう思うと、上う手まく言葉をつなげられない。

「わたしは一年生にチラシを配るから、その準備で早く来てるの」

　わたしが何も言わずにいるのを、怪しんでいるのだと勘違いしたのだろうか。雛浦さんはそう言った。どうしたらいいのか分からず、わたしはただ頷うなずいた。

　なんだか、これじゃあわたしは昔に戻ってしまったみたいだ。軽い自己嫌悪が湧わく。

「それじゃあ、わたしは先輩たちと配ってくるから」

　そう言うと、雛ひな浦うらさんは自分の机の上に置いてあった大量のチラシを手に取り、教室から出ようとした。

「あ、あの！　待ってください！」

　わたしは勇気を出して声を出す。雛浦さんがこちらを見る。

　わたしにも手伝わせてください。

　そう言いたかった。だけど、言葉が出ない。わたしの中に、その発言に待ったをかけている人間がいる。

　みんなの記憶を取り戻そう。そうすれば、今から何かしなくても前みたいな関係に戻れるじゃないか。

　その提案はとても魅力的で甘美だった。

　別に今からがんばらなくても、みんなの記憶さえ戻ればそれまでの努力が無駄にならなくてすむ。そちらを目指す方が、ずっと効率的だ。

「がんばってください」

　わたしはそう言って、雛浦さんを見送った。雛浦さんは、ありがとう、と笑顔で言ってその場を去った。

　わたしは変わったんだ。だから、変わったわたしを思い出してもらわなくちゃ。

　だけど、その手がかりになりそうなものは皆無だ。わたしは自分の席につくと、ため息をついた。そのまま、何もせずに時間は過ぎた。

　わたしはどうすればいいのだろう。みんなともう一度仲良くするためにはどうすればいいのだろう。

　分からない。何もできない。どうしようもない。

　どんどんと顔が下を向いていき、最終的に机にうつ伏せになっていた。これじゃあ、どうしようもなかった頃ころのわたしと同じだな。目の前は暗黒。お先真っ暗。

　ダメダメ。これじゃあ、ダメだ！　わたしは顔を上げた。いつの間にか、教室には何人か生徒が来ていた。結構時間が過ぎてしまったらしい。

　やっぱり、チラシ配りを手伝おう。

　わたしはそう決心すると、教室を飛び出した。校舎から出て、校門を目指す。校門から校舎に続く、両サイドに桜が植えられた高校のメインストリート。そこにはたくさんの人間が様々な格好で勧誘活動をしていた。まさか、こんなにたくさんの部活動が勧誘に精をだしているとは知らなかった。どうやら、新入生を入部させなければ廃部になるという新システムは、演劇部以外にも脅威となっているらしい。ほとんど道をふさぐほどの人間が大きな声を張り上げて自分たちの部活動をアピールしていた。

　まわしをまわした相撲すもう部ぶの横を抜け、袴はかまをはいた弓道部をかわし、埴はに輪わを抱える考古学研究会とすれ違い、黄色いミニスカートのチアリーダーたちを遠目に見ながら、わたしは演劇部を探した。これだけ人数がいると、どれだけ目立とうとしても、群衆に交じってしまい、目立つことなど……。

「どぉもぉ！　演劇部どぇす！」

　馬ば鹿かでかい声が響く。声の方に目をやると、わたしの脳は網膜に映るその映像を疑った。人の波の中で、声の主だけは頭ひとつ、いや上半身が完全に抜き出ていた。

　それは、三み癒ゆ先輩だった。弓ゆみヶが浜はま三癒。今年度から三年生になる演劇部の先輩だ。とにかく小さくて可愛かわいいというのが一言感想。人当たりのよい性格で、元気で面白い人だった。今日も髪の毛をキュートなゴムで二つにまとめ、まとめられた髪の毛がつんつんと立っていた。

　そう。三癒先輩は小さいのだ。わたしよりも小さい。わたしよりもちっちゃい先輩がいることで、わたしはわずかに嬉うれしさを感じたはずだった。

　それなのに、彼女はまるで幼稚園児と遊ぶ保母さんのように、周りの生徒たちを見下ろしている。

「チラシ配ってまぁす！　受け取ってくださぁい！」

　そう絶叫する三癒先輩の手には竹が握られていた。そして、その竹はそのまま彼女の足元へ伸びている……。

　まさか、竹馬？

　わたしは人ごみにつぶされながらも、三癒先輩を目印に演劇部がチラシを配っているところに何とかたどり着いた。

　……やはり、三癒先輩は竹馬に乗っていた。いったい、そんなものをどこから持ってきたのだろうか。わたしはゆっくりと演劇部の一団に近づきながら考えたが、答えは出てこなかった。きっと、真理は人智を超えたところにあるのだと思う。

「あ、昨日の子」

　そう言って、最初にわたしに気がついたのは湊みなと山やま先輩だった。わたしは軽くお辞儀をする。ほとんど同時に雛ひな浦うらさんもチラシを配る手を止め、わたしの方を見て目を大きくした。驚いているようだった。

　竹馬に乗る三癒先輩。その足元でチラシを配る湊山先輩と雛浦さん。記憶が戻ったわたしにとっては、おなじみのメンバーだ。だけど、演劇部にはもう一人部員がいるはずだった。わたしは周りを見渡し、最後の一人を探す。

　少し離れたところで新入生に声をかけている男子生徒が目につく。

　風が彼の髪をサラサラとなびかせる。

　桜の香りが彼の周りを吹き抜ける。

　彼がこちらを向く。

　目と目が合う。

　人形みたいに綺き麗れいな顔だ。サラサラの髪が風に揺られ、スラリとした細身の体がこちらを向く。胸の中で何かが大きく膨らんだ。

　どうしてだろう。顔だけなら始業式の日だって見ているはずなのに、記憶を失っていた所せ為いなのか、会うのがとても懐かしい気がする。

「一いち之の瀬せ先輩」

　そう呟つぶやいた。周りに聞こえるか、聞こえないか分からないくらいの大きさで。

　きっと、彼には聞こえていない。

　心臓が限界まで縮む。呼吸ができなくなる。

　わたしの初恋の人。一之瀬拓たく馬ま。

　彼は優しく微笑ほほえんだ。確かにわたしを見て微笑んだのだ。

　鼓動が速くなる。一之瀬先輩がゆっくりこちらに近づいてきた。

　周りの人間なんていないのと同じだった。わたしは一之瀬先輩しか見えていないし、彼の足音しか聞こえていない。

　一歩ずつ彼が近づく。そのたびに、わたしの緊張が高まる。もしかして、一之瀬先輩はわたしのことを覚えているのだろうか。わたしと二人で映画を観みにいったことや、一緒に劇の練習をしたことを、忘れないでいてくれたのか。

　彼が目の前で止まる。もう、わたしはいつ倒れてもおかしくないくらいの状態だった。

　彼の口がゆっくり開かれる。

「一年生の人ですか？」

　それは、確かに一之瀬先輩の声だった。

　わたしは何も応こたえなかった。応えられなかった。ただただ感情が溢あふれてくるだけだ。

　分かっていたことなのに、改めて現実を突きつけられるのは辛つらい。わたしの目からは自然と涙がこぼれていた。

　覚えていてくれなかった。

　やはり、わたしのことなど少しも記憶には残っていなかった。

「部長、この子はわたしの友達で二年生です」

　慌てて雛ひな浦うらさんがわたしのところにやってきた。一之瀬先輩も、目の前の女子がいきなり泣き出したことに慌てているようだった。

「大丈夫です。全然大丈夫ですから」

　わたしはそう言って涙を拭ぬぐう。

　こうなることは初めから分かっていた。分かっていたじゃないか。

「湊みなと山やま君！　あの女の子に何したんですか！」

　そう言って、三み癒ゆ先輩の竹馬の足が湊山先輩のすねを強打した。

「痛いて！　明らかに俺おれは何もしていないだろ！　もう、こういう役回りは嫌だ……」

　わたしは涙を止めようと必死だった。だけど、涙は次から次に溢あふれてきた。表情はいつもと変わらないのに、頬ほおはずっと湿りっぱなしだ。自分でもどうしてこんなに泣けてしまうのか分からない。

「本当にごめん。雛ひな浦うらさんの友達とは知らないで」

　そう言って、一いち之の瀬せ先輩は何度も頭を下げた。わたしはこれ以上一之瀬先輩を困らせたくない。わたしは無理やり笑ってみせた。涙もようやく止まり始めた。

「ただの花粉症です」

「……そうなんだ。気まで遣わせてしまって、本当に申し訳ない」

　さすがにこの嘘うそではごまかせないか。一之瀬先輩は困った顔をしている。

　わたしは眼鏡めがねを外して涙を拭ぬぐった。

「え……」

　一之瀬先輩の声が小さく漏れる。一之瀬先輩だけではない、他ほかの部員もみんなわたしの顔に注目している。

　そうだ！　髪の毛をアップにまとめて眼鏡を外したわたしの姿は、ある人物にそっくりなのだ。

　渋しぶ谷たに沙さ倖ゆき。それは、演劇部の前の部長。そして、一之瀬先輩の昔の彼女だった。だが、沙倖先輩は病気で死んでしまった。以前に演劇部に入ったとき、わたしは沙倖先輩の代わりとして誘われたのだ。一時は、自分がただの代替物なのだと落ち込んだこともあった。

　みんながわたしの顔を見ている。だけど、誰だれも何も言わない。さすがに、あなたは死んだ部活の先輩に似ている、とはいきなり言えないだろう。眼鏡を戻すとわたしは、自分から話を進めることにする。

「あ、あの、お願いがあるんです」

　また最初からやり直し。

　そう、せっかくがんばって関係を築いてきたのに、振り出しに戻ってしまった。

「演劇部に入部させてほしいんです。その、一年生じゃありませんけど……」

　また一から始めなくちゃいけない。

　それなら、今まで勇気を出したりがんばったりしたことはなんだったんだろう。

「入部？　もちろん大歓迎だよ！」

　じっとわたしを見ていた一之瀬先輩が笑顔で言う。それを見て、わたしの心も少し軽くなった。だけど心の中では、やっぱり自分が沙倖先輩に似ているから快く入部を認めてくれたのだろうか、とも思ってしまった。

　なんにせよ、早くみんなの記憶を戻してあげよう。そうすれば、わたしがやってきたことだって無意味じゃなくなる。だけど、とりあえず今は目の前の仕事をしなくちゃ。

「あの、わたしもチラシ配りを手伝います。手伝わせてください」

　わたしはできるだけ明るい声で言った。わたしの明るい声というのは、普通の人が風邪気味のときくらいの勢いしかないけどね。

「そうもいかないかもです」

　そんなわたしのがんばりを打ち砕くかのように、頭の上から三み癒ゆ先輩の声が聞こえる。

　彼女は相変わらず竹馬に乗っていた。器用なものだ。

「黒腕章が来てます」

　三癒先輩は高い位置から遠くを見ていた。その表情はいつになく険しい。その言葉で、他ほかの部員も急に真面目まじめな顔になった。

「黒腕章って何ですか？」

「生徒会だ」

　湊みなと山やま先輩が忌いま々いましそうに教えてくれた。

「普通、生徒会執行部の腕章は白色なんだが……」

　人だかりが急に静かになる。明らかに今までとは違う雰囲気が辺りに流れ始める。

　まるでモーゼが海を割ったみたいに、人ごみが真っ二つに分かれた。その真ん中を、黒い腕章をつけた女子生徒を先頭に、数人の男子生徒が歩いてくる。男子生徒はみな屈強そうだ。他の部活の部員たちはわたしたちの周りから離れていき、わたしたちだけが人ごみの真ん中に取り残された。腕章をつけた謎なぞの集団は、わたしたちの前に来ると演劇部員を囲むようにして止まった。

　先頭にいた女子生徒が片手を銀縁眼鏡めがねに当て、もう一方の手を腰に当てる。眼鏡の奥には挑戦的な瞳ひとみが光っていた。セミロングの髪の毛は後ろで団子にまとめられ、しっかりとセットされている。なんだかキャリアウーマンみたいな女の人だ。わたしはこの手の人種が苦手だった。だって、なんだかわたしみたいな人間は、すぐにこういう人に怒られるんだもん。

　この女の人、どこかで見たことがある気がする。だが、どこで見たかは全然思い出せない。

「ご機嫌いかがかしら」

　銀縁眼鏡の女子生徒が言う。口調は硬質で上からものを言う印象だった。

「副会長がこんなところで油を売ってていいのか？　執行部は忙しいんだろ？」

　湊山先輩が言う。こちらもケンカ腰だ。

　副会長と聞いて、ようやく思い出した。わたしはその女性を生徒会選挙の立会演説で見たのだ。遠くから眺めただけだったので、よく顔は見えなかったが、近くで見るとこういう顔立ちなのか。美人だとは思うが、なんとなく近づきにくいオーラを持っている。

　わたしは怖くなってきて、一歩ずつ現場から離れた。そのまま人ごみに紛れようかと思ったが、関係ない生徒たちはわたしよりはるか後ろで人垣をつくっていた。これでは、自然にフェードアウトすることなどできそうにない。入部宣言をあと五分遅らせればよかったかも……。

「ええ、あなた方のように執行部を困らせる方がいるので、本当に忙しいのです」

「俺おれたちはまだ何もやってないだろ！」

　やはり、湊みなと山やま先輩はケンカ腰だ。一方、副会長は少しも動じていない。

「まだ？　では、これから何かするつもりなのですか？　困った方々ですね」

「特に問題のあるような行動はないと思いますが」

　興奮しつつある湊山先輩を抑えて、一いち之の瀬せ先輩が落ち着いた声で言う。だが、副会長はちらりと三み癒ゆ先輩を見た後に、一之瀬先輩を鋭く睨にらみつける。わたしがされたら、そのままショック死してしまいそうな眼光だった。このお姉さん、怖い。

「竹馬は学業に関係のないものです。それを、校内に持ち込むことが問題ではないとでも？」

　全員の視線が三癒先輩の持つ竹馬に集まる。だが、三癒先輩は少しも動じていなかった。

「あ、これはリコーダーっすよ。これから音楽で使うっす」

　三癒先輩があっけらかんと言う。

「嘘うそおっしゃい！」

「じゃあ、尺八っす」

「じゃあってなんですか！　というか、尺八でもないでしょ！」

　三癒先輩が膨れっ面をした。副会長は眼鏡めがねの位置を直すと、再び一之瀬先輩に視線を向ける。

「演劇部の部員勧誘禁止の措そ置ちをとります」

「ちょっと待ってよ！　他ほかの部は看板を使ってるだろ？　あれはいいのかよ！」

「あれは、生徒会が貸し出しているものなので問題ありません」

「演劇部にはそんな話なかったぞ！」

　今にも掴つかみかかりそうな勢いの湊山先輩の肩を一之瀬先輩が押さえる。だが、一之瀬先輩もちょっと怖い表情をしている。

「執行部にそんな権利はないでしょう」

「いいえ、あります。今はまだ新学期が始まったばかりで、各クラスから議員が選出されておらず、議会が召集できない状況です。そのため、我々執行部には非常時大権が認められているのです。会長および副会長は現場の判断で、部活動の一部活動停止の命令を下すことができます。今回の勧誘禁止はその範はん疇ちゆう内です。なお、これらは生徒会規則十一条に書かれています」

　副会長は嬉うれしそうに、すらすらと言った。

「ご存知の通り、今年度から各学年一人以上の部員がない部活動は完全活動停止が義務づけられています。経費節約と部活動スペース確保のための処置ですね。勧誘ができないんでしたら、演劇部の将来は随分と不安じゃないのかしら？　まぁ、執行部にとっては喜ばしいことかもしれませんけど」

　一いち之の瀬せ先輩は何も言わない。ただ、黙ってその言葉を聞いているだけだった。だけど、わたしは一之瀬先輩が強く拳こぶしを握っているところを見逃さなかった。きっと、かなり悔しがっているんだ。

「そんなもん関係ない！　こいつらの言うことなんて聞くことないぞ！」

　湊みなと山やま先輩が吼ほえる。

「命令無視は即刻廃部処分です」

　副会長は冷たくそう言い放つと、くるっと向きを変え、再びモーゼの海を渡っていった。その歩き方は自信と傲ごう慢まんに満ちている。それにしても、どうして演劇部だけを敵視するのだろう。

「ごめんなさい」

　執行部の一団が見えなくなると、三み癒ゆ先輩が竹馬から降りて言った。まるで水不足のヒマワリみたいに萎しおれている。

「いや、三癒が竹馬に乗っていなくても、連中は何か文句をつけていたよ。とにかく演劇部を廃部に追い込みたいだけなんだ」

　一之瀬先輩が三癒先輩を慰める。わたしは演劇部と執行部の因縁など全まつたく知らない。だけど、今の会話を聞く限り、執行部の方が理不尽だと思った。

「今の女、消してきましょうか」

　雛ひな浦うらさんが静かに、恐ろしく不ふ穏おんなことを口走る。そんなわたしの不安を察したのか、お淑しとやかな見た目の暗殺者はこちらを見ると、優しく微笑ほほえんだ。

「安心して。足がつかないように殺やるから」

　いや、そういう問題じゃないし。

「あの」

　わたしは小さな声で、雛浦さんに声をかける。

「どうして、生徒会は演劇部ばっかり目の仇かたきにするんですか？」

「うん、生徒会長と部長にちょっとした因縁があるのよ」

「因縁？」

「それに、副会長は部長のことが気になっているみたいだし」

　気になっている？　それはどういうことだろうか。もしかして、好きな子をいじめたくなる小学生男子の心理なのか？

　そうだとすると、一人ライバルが増えてしまったことになる……。この恋は茨いばらの道なのかなぁ……。

「なんにせよ、ここは一度引き上げよう。下へ手たに長居して、勧誘活動をしていると思われても面倒だ」

「うう……。なんか、思い通りにされているようで嫌だよぅ」

　一いち之の瀬せ先輩の提案に三み癒ゆ先輩は乗り気ではないようだった。だが、そうする以外に仕方がない。わたしたちはすごすごとその場を去ろうとした。

　そのとき、わたしの目に校門を通る生徒の中に一つの茶髪が映った。ワックスでハリネズミみたいに固めた頭。それは、確かに昨日公園で見た髪の毛だった。

　背筋が凍る。まさか、あいつなのか？

　昨日の光景がフラッシュバックする。

　わたしの儀式を目撃した不良少年だ！

　うちの高校に何をしに来たのだろう。もしかしたら、わたしを殺しに来たのかもしれない。奴やつが悪魔であるのならば、十分に考えられることではないか。きっと、ネズミの復ふく讐しゆうをしに来たんだ。

　わたしの頭の中では次々と想像が膨らんでいく。やっぱりあいつは悪魔で、あいつの力でわたしは記憶が戻った。なんでわたしの記憶を戻したかは知らないけど、大きな力を持つ悪魔ならば記憶を操作できるとおじ様も言っていたじゃないか。そして、昨日わたしがいじめたから、それに腹を立ててやってきたんだ。

　復讐だ。逆襲だ。仕返しだ！

　悪魔が恨みを晴らしに学校までやってきたぞ！

　悪魔少年はこちらに近づいてくる。わたしは急いで逃げようとするが、人が多くて上う手まくいかない。確実に近づく少年の全身の姿が確認できた。ブレザーのネクタイをだらしなく締め、昨日の銀の髑どく髏ろネックレスをつけている。ガムを噛かんでいるらしく、口をくちゃくちゃしながら、奴はこちらに近づく。

「制服でカモフラージュしてる！」

　わたしは思わず叫んでしまった。その用よう意い周しゆう到とうぶりがあまりにも衝撃的だったからだ。

　周りの目がわたしに集まる。悪魔少年もこちらに気づいてしまった。

　目が合う。彼の目が喜びの色を帯びる。まずい。あれはターゲットを見つけたハンターの目だ。獲物を狩るときの猟りよう犬けんの眼光だ。殺される！

　悪魔少年は小走りにこっちに近づく。

　どうする？　どうすればいい？

　三回心臓が鼓動する間に、覚悟を決めた。歯を食いしばり、足を肩幅に広げて少年の方に体を向ける。

　来るなら来い！　ただではやられんぞ！　わたしは心の中で知りうる全すべての呪のろいの言葉を唱え、可能な限りの防御陣を足で地面に描いた。

　少年がわたしの目の前にたどり着く。相変わらず、背はわたしより少し高いくらいだ。

「よっ。お前、昨日の公園の奴やつだろ？」

　どこから見ても紛まごうことなき不良少年がわたしに声をかけたことに、演劇部一同は驚いたようだった。みんな絶句している。確かに、わたしのキャラとこのちゃらちゃらした男子との親和性は皆無だろう。だけど、みんな油断しちゃだめよ。こいつは悪魔なの。

「地獄の業火の苦しみを運びに来たか。だが、いかなる火炎をもってしてもわが身は焼けぬぞ！」

　わたしは目の前の悪魔を指差し啖たん呵かをきる。演劇部一同は再び絶句する。今度は、わたしの行動に驚いているようだった。数秒遅れて、自分の行動の異常さに気がついた。

　体温が上がる。暑いわ。もう、夏なのかしらん？

「なにお前。やっぱり、思ったとおりの奴だな。ははは、おもしれぇ」

　そう言って、悪魔は笑った。その笑顔は少年のように無む垢くだ。わたしはまっすぐ伸ばされた手をどのタイミングで下ろせばいいのか分からなくなってしまった。

「……知り合い？」

　わたしの頭が冷静さを取り戻すくらいの間があいた後、雛ひな浦うらさんがそう聞いた。わたしはそこでようやく手を下ろす。

「違います！　全然知り合いとかじゃないです！」

　まさか、こいつは悪魔です、とは言えない。頭がおかしいと思われてしまう。

「君は一年生？」

　一いち之の瀬せ先輩が悪魔かもしれない少年に尋ねる。少年は笑うのをやめる。

「そうだよ」

　こいつ、一之瀬先輩にもタメ口かよ。本当に生意気な奴だな。

「オレは神門ごうど裕ひろ貴き。今日からこの高校に入るから。あんたらは？」

「演劇部。ここで新入生の勧誘をさっきまでしていたんだ」

　一之瀬先輩は少しも怒った様子を出さない。ああ、心が広いんだなぁ。それにしても、この不良少年が、今年から高校生だとは驚きだった。

　神門と名乗る、悪魔であるという可能性がなくもない少年は、ふーん、と興味のなさそうな返事をすると、わたしに顔を向ける。わたしは身構えた。

「昨日会ったよな？」

「ソウダッタカシラ？」

　台詞せりふが棒読みになる。ダメだ。演劇部に入部する資格がないくらいの芝居だ。

「忘れたのかよ。ほら、公園で真っ黒い服着て……」

「わわわ！　そうそう思い出した！　公園で会ったよね！　うん。会った会った！」

　わたしの暗黒儀式のことを話されたら、演劇部内でのわたしの評判が地に落ちる。まぁ、もともと黒魔法があだ名なのだからイメージ通りと言われればそれまでだが、せめてそれは誤解だというのを、演劇部内では通説にしたい。

「わお！　すっごい偶然！　これが運命？　風水？　占星術？　それとも……」

　わけも分からず単語を並べる。再び顔がどんどん赤くなっていくのが分かる。だんだんと声も小さくなっていった。神門ごうどはまたげらげら笑っている。

　こいつが悪魔だというのは誤解らしい。どこから見ても、礼儀を知らない普通の不良少年だ。まぁ、普通に考えれば当たり前の話なんだけど。

「お前、演劇部なの？」

　またお前と言われた。だんだんと腹が立ってきた。

「あの、わたしはお前じゃなくて、空そら口ぐち真ま帆ほです。あと、一応あなたより先輩です」

　わたしは小さいから同級生と思われても仕方がない。しかし、同級生にだっていきなりお前呼ばわりはないだろう。

「そうだ、マホだ。真帆は演劇部なのか？」

　ダメだ、こいつ。

「そうです……」

　わたしは先輩面するのを諦あきらめた。

「そっか。よし！　じゃあ、オレも演劇部に入る」

「え！」

　それは、わたしだけじゃなく、他ほかの部員みんな同時に放った言葉だった。

「ダメなのか？」

「別にダメじゃないけど……」

　湊みなと山やま先輩が困惑気味に言う。

「さっきまで勧誘してたんだろ？　一年生が欲しいんじゃないのか？」

「欲しいですよ。だけど、こんないきなりの展開とは」

　さすがの三み癒ゆ先輩も驚いているようだ。

「じゃあ入部するよ」

「空口さん、こいつ大丈夫なの？」

　雛ひな浦うらさんが、小声でわたしに尋ねる。わたしは首を横に振った。絶対に大丈夫じゃない。しかし、それがみんなに伝わる前に、一いち之の瀬せ先輩が口を開いた。

「その前に一つ確認しよう。この中で、神門君を演劇部に勧誘した人はいるか？」

　誰だれも何も言わない。神門は勝手に入部すると言い出したのだから、当たり前だ。それだけ確認すると、一之瀬先輩は満足げに頷うなずいた。

「それなら、問題ないな。神門君、君を演劇部に歓迎するよ」

　なぬ！

　わたしの暗黒面の実態を知っているかもしれない人間が入部してしまう！

「よろしくな」

　そう言って、神門ごうどはわたしの頭をぽんぽんと叩たたいた。そんなに背は変わらないくせに。

「あ、そうだ」

　神門はそう言って、わたしの耳元に顔を寄せた。わたしはドキッとする。整髪料の匂においが鼻をくすぐる。

「公園で召喚魔法使っただろ？　だけど、ネズミはもう勘弁な。オレ、苦手なんだよ」

　猫型ロボットみたいな奴やつだ。いや、それどころじゃない。さっきまで上がっていた体温が、今度は一気に下がっていった。顔も青ざめる。やっぱり、こいつには全部ばれている。わたしが公園で何をやっていたのか。わたしがどんな人間なのか。

　まずい。それをみんなに言いふらされたら、わたしの居場所は本当になくなってしまう。

「いや、あれは、その……」

　何とかごまかそうとするが、上う手まくいかない。

「魔法とか信じてるの？」

「そ、そんなの、あるわけないじゃないですか」

「じゃあ何で魔方陣なんて描いてた？」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、あれは、その……」

　わたしは体中のブドウ糖を脳にまわして必死で弁解する。だが、そんなわたしを他ほかの部員はじっと見ていた。

「怪しいですねぇ」

　三み癒ゆ先輩がぼそりと言う。まさか、神門ごうどの言葉が漏れて、みんなの耳にわたしの黒魔法の話題が入ってしまったのか。だけど、三癒先輩は軽けい蔑べつの表情ではなく、ニヤニヤとしてこちらを見ている。そこで、ようやく神門との距離が近すぎることに気がついた。

「ちょっと、離れて！」

　わたしは神門を押しのける。一いち之の瀬せ先輩に誤解されるのだけは、全力で避けなければならない。

「何だよ。大きい声で話していい話題なのかよ」

「よくない！」

「あの夜のこと、恥ずかしいんだろ？」

「……うん」

　わたしは顔を赤らめて頷うなずく。

「ますます怪しいですねぇ」

　再び三癒先輩が呟つぶやいた。みんながわたしを見ている。

　ああ、もう泥沼……。

　そこで予鈴が鳴った。もう、教室に入らなければならない時間だ。これ以上状況が悪くなるのは防げたが、大きな誤解が残ったままになった。

　そのまま、みんなそれぞれの教室に帰っていった。

「ああいうのがタイプなんだ。とりあえず、すっごく意外」

　教室に帰る途中、雛ひな浦うらさんに言われた。もはや、反論する元気すらなかった。



　入学式が始まった。ぴかぴかの一年生たちが希望に胸を膨らませて体育館に集まる。わたしはそんなまぶしい姿に目を細めながら、心の中でヘドロのような後悔と恨みをどろどろと渦を巻かせていた。

　誤解された。絶対に一之瀬先輩は間違った知識を身につけてしまった。これじゃあ、記憶を取り戻したとしても、上う手まくいかないに決まっている。最悪だ。絶対に、あの生意気小僧を呪のろってやる……。

『それでは、新任の先生の紹介です』

　マイクを通して、教頭先生の声がする。式はわたしの暗あん澹たんたる心境とは関係なく、粛しゆく粛しゆくと進行していた。

『それでは紆う余よ曲きよく折せつあり、新しく二年六組の担任となる永なが音ね鞠まり先生です』

　二年六組？　わたしのクラスだ。だけど、わたしのクラスの担任は違う人だったはずだ。わたしは下を向いていた顔を上げて、舞台を見る。そこには、派手な黄色のスーツを着た若い女がいた。スポットを全身に浴び、その女性は壇だん上じように上がった。

　ロングの巻き髪がふわふわと彼女の後に続く。遠くからも分かるほど、彼女のメイクはばっちりだった。鱗りん粉ぷんが飛んでいるのではないのかと思うほど、彼女はきらきらしている。なんだか、香水の匂においがここまで匂ってきそうだ。水商売の人みたいな妖よう艶えんさがある。あいつ、本当に教育者なのか？

　マイクの前まで行くと、彼女はとびっきりの笑顔をつくった。だけど、なんだかその笑みは無駄に色っぽい。

『はぁい、みなさん！　青春してるぅ？』

　そう言って、永なが音ね先生は手をひらひらと振る。会場がどよめく。あまりに破は天てん荒こうな出だしに誰だれもが戸惑っている。

『新任の永音でぇす。なんかぁ、二年六組の田た中なか先生が結婚アンドおめでたアンド宝くじ一等賞当ててもう働く気しねぇって感じで辞めちゃったんでぇ、代わりに先生が二年六組の担任をやりまぁす。不束者ふつつかものだけど、みんなびしばし先生を頼ってねぇ』

　最後には投げキッスまでついた。どよめきが一転、水をうったような静寂が体育館を支配する。誰もがどんなコメントをすべきか迷っている。いや、感想は決まっている。ただ、それを口に出していいものかどうかを考えあぐねているのだ。

　間違いない。あいつは馬ば鹿かだ。純粋な馬鹿なんだ。これは、誰しもの頭に浮かんだ言葉だと思う。

「田中先生って、彼氏いたの？」

「いきなりおめでたなの？」

「中年だし、絶対結婚とかしないと思っていたのに……」

　周りから小さな話し声が聞こえる。確かに、元担任の田中先生がいきなり寿ことぶき退職とは衝撃だ。一生独身のままでいるのではないのか、という噂うわさも聞いたことがある。だが、それでも彼女はまともな教育者だった。それに比べると……。

「アリーナのみんなぁ！　のってるぅ？」

　舞台の上の新任教師はノリノリだった。

　とんでもない人間が担任になってしまった。

　永音先生はその後に何か色々と喋しやべっていたが、わたしはその内容をよく覚えていない。

　妙に間延びし、鼻にかかった声が腹立たしかったからだ。ほとんどの女子生徒が同じ気持ちだったらしく、周りの女子はみんないらいらした表情をしていた。だが、式が終わる頃ころになると一部の男子の間で永音人気が高まっていた。体育館から出るとき、わたしのクラスの男子はみんな嬉うれしそうにしていた。彼らの話し声を聞けば、若い女の先生は最高だの、胸が大きいだの、スカートが短いだの、目元がセクシーだの……。

　男ってどうしてこんなに単純で愚かなんだろう。一方、女子は永なが音ね先生に否定的な意見が多かった。

「あれで教師やってていいのかよ！」

　そう言って猛烈に不機嫌そうな顔をしていたのは大おお河内こうちだった。この女に色気はない。

　恐らく、自分にないものを持つ人間に対する妬ねたみが、彼女の怒りを倍増させているのだろう。まぁ、だけど大河内の気持ちも分からないことはない。確かに、永音先生はとても教師には見えない。

　教室に着いたとき、嬉うれしそう微笑ほほえんだ雛ひな浦うらさんがわたしのところにやってきた。

「永音先生、いいと思わない？」

「ふぇ？」

　意外だった。まさか、あの手の人間は同性には敵をつくりやすいのに。特に、どちらかといえば硬派な雛浦さんならば、余計に嫌悪感を抱くのではないのか。

「体育館から出るときに、部長たちとちょっと話してきたんだけどさ。結構いいと思うよね」

「一いち之の瀬せ先輩がいいって言ってたんですか？」

　ショックだった。彼もやはり男の子なのか。わたしには、妖よう気きはあっても色気はない。

　第二次性徴のときですらほとんど成長していない胸を見てみる。バストアップ体操でもしようかしら、と本気で思った。

「顧こ問もんの話を振ってみようと思う」

　雛浦さんがそう言う。

「顧問ですか？」

　わたしはきょとんとして尋ねる。

「うん。神門ごうど君が入部してくれたから部員は揃そろったんだけど、まだ顧問の先生が見つかってないのよ。前の先生は定年で辞めちゃったからね」

　そういえば、そんな話もしていたな。

「それで、永音先生にお願いに行こうかなって」

「だけど、よりによってなんであの先生なんですか？」

「さっきも話してたんだけどね、あの人が一番引き受けてくれそうじゃない？　ほら、あの人って」

　雛浦さんは微笑む。

「馬ば鹿かっぽいでしょ？」

　いい、とはそういう意味か。わたしは大きく頷うなずいて納得した。



    

  
    
      


三幕　天使と悪魔





「イヤ。めんどくさい」

　こいつ、生いけ贄にえにしてぇ。

　わたしは目の前の女性教師をそのまま逆さ吊づりにして血を抜き、その血とともに祭さい壇だんに捧ささげたい衝動を抑えるのに必死だった。

　わたしは一いち之の瀬せ先輩と一緒に職員室にいた。あちこちで教師たちが忙しく動き回る中、なぜかその一角だけ気だるい雰囲気が漂う。そこは永なが音ね先生のデスクの前だった。わたしたちは二人とも為なす術すべがなく立ち尽くしている。まさか、そんなことを言われるとは思わなかったのだ。

　入学式後のホームルームが終わった後、わたしたちは早速永音先生のところに顧こ問もんの依頼に向かうことになった。ホームルームでも相変わらず永音先生は抜けた喋しやべり方をしていた。この人を説得するのは簡単だ、とそのときは思っていた。

　依頼に向かうメンバーは、部長である一之瀬先輩と、担当クラスの生徒のわたしが選ばれた。雛ひな浦うらさんは生徒会に提出する書類を、三み癒ゆ先輩と湊みなと山やま先輩だけに任せるのは不安だということで、体育館で書類作成係にまわった。

　つまり、わたしと一之瀬先輩は二人だけで職員室に向かったのだ。

　嬉うれしいはずだ。嬉しいはずなのに、あまり心は軽くなかった。まだ、今朝のことが尾を引いている。しょうがないじゃないか、と思う自分と、寂しいと思う自分が意見をぶつけ合っているのだ。そして、止とどめをさすような永音先生の一言。わたしが呪じゆ詛そを撒まき散らすには十分すぎるお膳ぜん立だてはできていたというわけ。だから、わたしが全面的に悪いわけじゃないんだからね。

「どうしても、お願いできませんか？」

　一之瀬先輩は冷静だった。新任の教師のくせに、永音先生の机の上はすでに散らかっていた。本とドーナツの箱と化粧品が乱雑に置かれ、とても先生の机には見えない。彼女はそこに両りよう肘ひじをつき、両手に顔をのせてわたしたちの話を聞いていた。とても、可愛かわいい生徒の話を聞く態度ではない。

「あのね、部活動の顧問っていうのは一応会議とかで決めるもんなの。だから、わたしがここで気軽に了承はできないのよぉ。ごめんねぇ」

　さっきはめんどくさいって言ったくせに。

「それでは、その話を会議でしていただけませんか？」

「えー。先生まだ下っ端だから、そんなの怖くてできなぁい」

　わたしは下唇を噛かむ。怨おん念ねんゲージがマックスを振り切りそうだった。

　この人は本当にまともな教育者なのか。なぜ、県の教育委員会は多くの受験者の中から、こんな頭のネジが根本的に足りない人間を採用することにしたのか。色香にやられたのか？

「ところで」

　永なが音ね先生がわたしを見る。大きな彼女の瞳ひとみに、わたしの姿が映った。

「さっきから黙ってるあなたは、確かうちのクラスの生徒よね」

「え、あ、はい」

「確か、名前は真ま帆ほちゃんよね？」

　生徒の名前をもう覚えているのか。わたしは黙って頷うなずいた。

「あなたも演劇部なの？」

「はい」

「ふぅん、そうなんだぁ。演劇部ねぇ」

　思わせぶりに目を瞑つむり、彼女は黙った。そして、しばらくすると立ち上がり、デスクをまわり、わたしたちのところにまでやってきた。

「でもまぁ、こんなに可愛かわいい生徒たちの言うことだし、聞いてあげてもいいわん。ただし……」

　そう言いながら、永音先生の指が一いち之の瀬せ先輩の顎あごを持ち上げる。綺き麗れいなネイルアートが施された爪つめが一之瀬先輩の頬ほおをさする。

　そんなことわたしでもしたことないのに！　わたしが呪じゆ詛そを唱えようとしたとき、一之瀬先輩が自分で永音先生の手を払った。

「ただし、何ですか？」

　さすが一之瀬先輩！　かっこいい！

「あなたたちの実力を見せてちょうだい。それが納得のできるものだったら、わたしは喜んで顧こ問もんになるわ」

「実力？」

「一番近い発表はいつ？」

「一番近いのは、今週の日曜日にやる新入生歓迎の発表ですけど……」

　一之瀬先輩は不思議そうな顔をする。こんなことを訊きかれるとは思っていなかったのだろう。

「新入生歓迎ってどういうこと？　うちの学校にそんな行事あったかしら？」

「いえ、うちの高校の行事ではありません。他ほかの高校の演劇部と一緒に、演劇部に入ってくれた人たちに劇を観みせるんです。ここら辺の地区では、他の高校の演劇部との交流が活発なので」

「じゃあ、それを観るわね。それで、わたしが納得できるものなら顧問になれるように職員会議で提案する。それまでは、暫ざん定てい顧こ問もんね」

　今度の日曜日の発表。それは、わたしが記憶を失う前に練習していた劇を発表する場だ。

「それじゃあ、楽しみにしてるわね」

　そう言うと、永なが音ね先生は香水の香りを残して職員室から出て行ってしまった。

　わたしと一いち之の瀬せ先輩は職員室に残された。しばらくは二人とも何も言わず黙って立っていた。だんだんとわたしは腹が立ってきた。

　実力を見る？　それが教育者の言葉だろうか。たとえ、演劇部が弱小だったとしても、そこから一緒にがんばるのが先生の仕事だろう。それなのに、認められるだけの力がなければ顧問にならないとはどういう了見だ。

「がんばるしかないか」

　一之瀬先輩が呟つぶやく。その声は少し悔しそうだった。

「あんな人の言うこと聞くことないと思います」

　あの先生は後で呪のろっておきます、と心の中で付け加える。最凶レベルの魔術をぶつけてやるぞ。

「だけど、他ほかに当てもないんだよ。執行部の手は、教員にも回っている。新任の先生しか顧問を承諾してくれそうな人はいないんだ」

「だけど、あの言い草……。もしかしたら、永音先生にも執行部の人が何か言っているんじゃないですか？」

「そうかもしれないね。だけど、とりあえず暫定顧問にはなってもらえた。今度の発表までは活動できる。それだけでも、少しは前進したかな」

　一之瀬先輩は微笑ほほえんだ。

　前向きだ。わたしはなかなかそこまでポジティブに物事を捉とらえられない。昔に比べれば成長したけど、わたしもまだまだだ。

　わたしたちは職員室を出ると、体育館に向かった。そこで、みんなが待っているはずだ。一之瀬先輩の隣を歩く。なんだか、それだけでちょっと誇らしい気分だった。すれ違う他の女子生徒よりも、わたしの方が一之瀬先輩に近いことに優越感を感じた。

　こんな風に二人だけで歩いたことが前にもあった。

　二人だけで映画を観みて、ご飯を食べて、夕焼けの海岸を歩いて……。

　それは楽しくて少しだけ切ない、大切な思い出。だけど、一之瀬先輩は覚えていないのだ。そう、それはもはやわたしだけの思い出。わたしの夢想とほとんど変わらない。

　勇気を出した意味を見失う。

　努力した価値が喪失する。

　ただ心に残るのは、虚むなしさだけだった。

「あの、一之瀬先輩」

　わたしは彼に問いかける。一いち之の瀬せ先輩はいつもの爽さわやかで柔らかな表情でこちらを見る。その表情に何度胸を締めつけられたか分からない。だけどそれだって、今となっては現実なのか非現実なのかも怪しい。

「ホラー映画嫌いなんですよね？」

　だけど、わたしと一緒に観みにいってくれましたよね？

「うん。苦手だね。雛ひな浦うらさんから聞いたの？」

　苦笑い。

　あなたが自分で教えてくれたんですよ。

「全然見ないんですか？　例えば……」

　一緒に観にいった映画の名前を口にする。わたしがきっと一生忘れられない映画のタイトル……。

「ああ、それはまだ観てない。怖いらしいね」

「観ましたよ」

　思わず言ってしまった。観たじゃないですか。隣に座って一緒に観たじゃないですか。

　わたしは一之瀬先輩が退屈していないか心配で、ずっとあなたの方を見ていたから内容はよく分からなかったけど、一之瀬先輩は確かにスクリーンを眺めて、怖がったり驚いたりしていたじゃないですか。

「そうなんだ。面白かった？」

　でも、一之瀬先輩はにこやかに、そう聞き返しただけだった。

　あの思い出は、全すべて遠くに行ってしまった。

　わたしは俯うつむいた。春休みに美容院でカットしてもらったはずの髪は、元に戻っている。

　長い前髪が、わたしの表情を隠した。

「いえ、その、よく覚えていないんです」

　もう涙は出なかった。

　ただただ虚むなしかった。

　あんなに勇気を振り絞って出したメールも、必死で選んだデートの服も、がんばって整えたヘアスタイルも、全て無意味だった。誰だれも覚えていない。

　これなら、わたしだって思い出さない方がよかったのかもしれない。どうせなら、白紙の状態でまたスタートしたかった。今まで積み上げたものが崩れてしまったのを知った上で、また一から作り上げるのは辛つらすぎる。



　体育館のステージにはみんなが揃そろっていた。ただ、神門ごうどだけがいなかった。

「どうでしたか？」

　三み癒ゆ先輩が跳ねるようにして駆けてきた。一之瀬先輩は永なが音ね先生の提案を部員に伝える。案の定、部員からは不満の声があがった。だが、もはやそれ以外に道はない。それは全員が分かっていることだった。

「とにかく今は時間がない。すぐに練習を始めよう」

　一いち之の瀬せ先輩が言う。確かに、今はそれしかない。

「とりあえず空そら口ぐちさんは、今回の劇は裏方だね。申し訳ないけど、発表がもうすぐだからね」

　雛ひな浦うらさんが申し訳なさそうに言う。だが、それも仕方ない。

「わたしたちは春休み中ずっと練習してたんですよ」

　三み癒ゆ先輩が言う。本当は、それにわたしも参加していた。誰だれも覚えていないけど。

「脚本ではもう一人キャストが必要なんだけど、シナリオを無理矢理いじって少ない部員だけでできるようにしたんだ」

　そう言う一之瀬先輩は悔しそうだった。脚本に手を加えるのに抵抗があったのだろう。

　だって、その脚本は沙さ倖ゆき先輩の書いたものなんだから……。

　わたしはそっと首を振った。

「いえ、わたしは裏方でも何でもいいです」

「ありがとう。今までは音響と照明を演劇部じゃない人にお願いして手伝ってもらっていたんだけど、これからは全部うちの部員でできる」

「ジャージは持ってきています。筋トレからやりましょう」

　わたしはがんばって笑顔をつくった。せめて、ちょっとはやったことがあることをアピールしなくちゃ。

「よっしゃ！　あのセクシーティーチャーを唸うならせるぞ！」

　三癒先輩がグーにした両手を万歳するみたいに振り上げて、大きな声を出す。その様子はなんだか懐かしかった。

　わたしは、かつてやったことのあることを、また一から全すべて教えてもらった。そして、わたしが上う手まくやると、みんな驚いて褒ほめてくれた。最初はちょっと誇らしい気もしたが、すぐに虚むなしくなった。本当は脚本を変えなくてもよかったのに。わたしだって舞台に立てたのに。

　練習が進み、だいぶ時間が経たった頃ころ、ようやく神門ごうどが姿を現した。昨日と同じやる気のない顔をして、大またで舞台に上がってきた。

「神門君、明日からはもうちょっと早く来てね」

　雛浦さんが声をかける。だが、神門はそれを無視して、舞台の真ん中に立った。よく見ると、体育館用のシューズではなく普通の下足を履いている。

「で、オレの役はなに？」

　最悪の一言だった。この男は一切空気を読まない。わたしも含めて、神門の横柄な態度に全員が腹を立てたのは間違いなかった。一いち之の瀬せ先輩はかるく部員を見回した後、静かに口を開いた。

「いや、今度の発表は新入生の歓迎のものだから、神門ごうど君は劇に出なくていい。ただ、うちは人数が少ないから、照明と音響をいつも部外の人たちに手伝ってもらっているんだ。だから、神門君と空そら口ぐちさんはそっちを手伝ってほしい」

　一之瀬先輩が部長で本当によかったと思う。湊みなと山やま先輩が部長だったら、すぐにでもケンカが始まりそうだし、雛ひな浦うらさんが部長だったら、もっと恐ろしいことになりそうだ。

「なんだよ。裏方かよ。だりぃ」

　神門がつまらなそうに肩をすくめた。

「お前、いい加減にしろよ！」

　湊山先輩が怒鳴って神門に掴つかみかかる。

「裏方だって大事な仕事だろうが！　劇ってのは、スポットライト浴びてる人間だけでやってるわけじゃないんだよ！」

　湊山先輩は大柄なので、小さい神門はかなりの威圧感を受けているはずだ。だけど、不良少年は少しも怯ひるまない。むしろそれに負けないくらいの気迫がある。

「うるせぇ！　裏方なんて意味ねぇだろ！」

　神門も唾つばを飛ばして怒鳴る。

「おい」

　最初、わたしはその声が誰だれの声か分からなかった。初めて聞く低い声。

　それは、一之瀬先輩が出した音だった。普段はあんなに優しい一之瀬先輩が、顔をわずかに紅潮させて前のめりになっている。こんな姿を見るのは初めてだった。

「裏方でも、劇を成功させようとする気持ちは同じだ。それを馬ば鹿かにするような奴やつに、劇をやる資格はない。それに、今度の劇は……」

　一之瀬先輩はそこで言葉を切った。わたしはずきんとした。

　今度の劇は、脚本が沙さ倖ゆき先輩だから？　だから、いつも以上に気合が入っているの？

　そんなことは考えたくないのに、頭が勝手に推測を生み出す。

　頭を振って、つまらない思考を吹き飛ばす。

　舞台は静まり返っていた。

　湊山先輩が神門から手を離した。神門はわずかに俯うつむき、肩を震わせる。周りを威い嚇かくするように一度眺めると、また俯いた。

「オレがいられる場所なんてないんだな」

　本当に小さな声で、神門が言う。彼は鋭い視線で全員を睨にらんだ。だけど、その目は怒りだけがこもっているのではない。もっと、悲しい色を帯びていた。

「ここでもオレは暗いところにいなくちゃいけないのかよ」

　その様子はまるで小動物だ。必死に他ほかの動物を威い嚇かくしている小さな獣のようだった。

　だけど、その姿はどこかで見たことがある。

　周りに噛かみついて、必死で抵抗して。自分の気に入らないものを全部否定する。

　……ああ、わたしだ。今の神門ごうどの姿は昔のわたしに似ているんだ。わたしは心の中で人を見下して蔑さげすんでいたけど、神門はそれを口に出している。その違いこそあるけど、確かに彼はわたしに似ている。かつてのわたしに……。

　そのとき、地面がわずかに揺れたように感じた。

　次の瞬間。体育館全体が大きく振動した。わたしは足元から大きく揺らされた。

「うきゃ！」

　三み癒ゆ先輩の悲鳴が響く。他の部員たちも突然のことに驚き、短い悲鳴をあげた。体育館の壁や柱はきしみ、フロアは体勢が保てないほどに激しく左右に振動する。低く鈍い音が響く。こんなに大きな地震は生まれて初めてだ。

　わたしの小さな体はこの天変地異に翻ほん弄ろうされ、大きく左右に振られた。足元がおぼつかなくなり、倒れそうになる。そこに、一いち之の瀬せ先輩が手を差し伸べてくれた。わたしはその手をしっかりと握り、何とか転ばずにすんだ。

　そこで、神門と目が合う。

　彼の視線はつながれたわたしと一之瀬先輩の手に素早く移る。

　まるで地面が裂けるかのような音をたてて、地震の勢いは強くなった。神門は何も言わずに舞台から飛び降りた。そのまま激しい揺れの中を走り、彼は体育館から飛び出した。

　地震は神門が出て行くとおさまった。

　体育館を使っている他の部活動の生徒たちも、いきなり起こった大地震にざわついていた。わたしもざわざわとした嫌な気分だった。

「もう大丈夫？」

　そう言われて、わたしはまだ自分が一之瀬先輩の手を握っていたことに気がついた。

「あわわ！　ごめんなさい！」

　わたしは顔を真っ赤にして、下を向いた。恥ずかしくて死にそうだ。一之瀬先輩から手を離しても、まだ彼の体温が手に残っている気がする。

「いきなり、すごい地震でしたね」

　三癒先輩は床に座り込んで胸を押さえていた。かなり驚いたらしい。

「とりあえず」

　どこかからか、雛ひな浦うらさんの声が聞こえる。わたしは舞台を見回してみたが、それらしい姿はどこにもない。地震の最中にどこかに消えてしまったのだ。

「危機管理意識は大事ですよ」

　声の発信源は舞台袖そでに置かれた、校長先生がスピーチをするときに使う机の下だ。そこから、雛ひな浦うらさんがゆっくりと顔を出した。

「いつの間に……」

　部員たち全員の感想を、湊みなと山やま先輩が代表して言ってくれた。なんという、動きの素早さだろうか。

　雛浦さんが舞台に戻ってきた。地震による動揺も、みんなおさまってきた。

「地震は、けが人が出なかったからよしとして……」

　湊山先輩がゆっくり言う。顔はかなり怒っている。

「何なんだよ、あいつは！　あいつが一年生じゃなかったら、すぐに退部させるのに！」

　真っ赤な顔をして、湊山先輩が吼ほえた。わたしは、ここまで激しく怒る湊山先輩を初めて見た。ちょっと怖い。そんな、少し怯おびえているわたしに、一いち之の瀬せ先輩が小さな声で話しかけた。

「空そら口ぐちさん」

　いつもの穏やかな表情が少し険しくなっている。

「彼を追ってあげて。よく分からないけど、事情があるのかもしれない」

「ですけど……」

　わたしは別に神門ごうどの友達でもなければ、知り合いですらない。ただ、公園で黒魔法の儀式を見られただけだ。わたしが追ったところで、彼を更生させる自信はない。

「大切な人なんでしょ？」

　一之瀬先輩がそう言う。

　胸がちくりとした。

　この前の会話の所せ為いで、一之瀬先輩はわたしと神門のことを誤解しているのだ。

　何だろう、この感情は。

　憤いきどおりと悔しさと寂しさを混ぜた嫌な気持ちだ。

　一之瀬先輩がそう誤解するのは仕方がないことなのに、わたしは怒りを感じている。わたしの努力を一之瀬先輩に押しつけようとしているだけなのに、一之瀬先輩は少しも悪くないのに、わたしは記憶をなくした一之瀬先輩を恨んでいる。

　どうして、わたしの気持ちに気がついてくれないんですか？

　あんなに一緒にいたのに……。他ほかのことは全すべて忘れてしまったとしても、二人の思い出だけは忘れないでほしかった。

　わたしはわがままだ。自分が嫌になる。まさか、自分がこんな人間だとは思わなかった。これじゃあ、昔よりもたちが悪い。

「捜してきます」

　ぼそりと呟つぶやき、わたしは舞台から下りた。神門なんて捜すつもりはなかった。ただ、独りになりたいだけだった。

　どこか独りになれる場所へ行きたい。わたしはほとんど無意識のうちに屋上に上っていた。

　空が青い。なんだか、わたしの気持ちとは正反対な明るさだった。

　屋上には給水タンクと校内に下りる階段以外は何もない。昼休みなどには、ここで弁当を食べる生徒やバドミントンをする生徒がいる。

　見渡してみると、人影が一つだけあった。背の高いフェンスに寄りかかるように、一人の男子生徒が空を見上げていた。

　ここにも人がいるのか。わたしの安あん寧ねいの地はどこにあるのだろうか。

　わたしが諦あきらめて校内に引き返そうとすると、おい、と声をかけられた。聞いたことのある声だ。しかも、ついさっき聞いた忌いま々いましい声。振り返り、先ほどの人影をよく見ると、それは神門ごうどだった。神門がフェンスに寄りかかったまま手招きをしている。

　そのまま無視しようかとも思ったが、あいつには言いたいことがたくさんある。文句の一つも言わなければ気がすまない。わたしは大またで彼のところに近づいた。

　たとえ、相手が不良でも怯ひるまないぞ。わたしは心を決めた。

「ここ、綺き麗れいだな」

　わたしが近づくと、彼はそう言った。わたしは文句と呪のろいを唱えるために吸い込んだ息を、そのまま吐き出した。肩透かしをくらったみたいだ。

　彼の言葉は春の日差しみたいに優しかった。柔らかく響いたその音に、わたしの毒気は抜かれてしまった。さっきまでの横柄な態度も今は感じられない。

　フェンス越しに高校周辺の街並みが見える。田舎いなかの高校だから、ちょっと向こうには山が見えるし、その逆方向を見れば遠くに海がある。高い建物もほとんどないから、高校の屋上からは街の様子がよく見えた。

　春らしい暖かな風が吹く。穏やかな日だ。

　わたしは一息ついた。さっきまで言おうとしていた罵ば詈り雑ぞう言ごんは、青空へと拡散してしまったようだ。少しだけ、彼の話を聞いてみてもいいかな、と思った。神門に対する警戒心と恐怖心はわずかに緩ゆるんでいた。

「さっき、なんであんなことを言ったんですか？」

　わたしは尋ねてみる。彼は少年の瞳ひとみをこちらに向け、首を振る。

「みんなオレを端に追いやろうとする」

「どういうことですか？」

「オレさ、嫌われ者なんだよ」

　神門はそう言って笑った。だけど、その笑い方はこのあいだ見せた素直な笑顔じゃない。無理をしてつくった寂しい笑みだった。

「小さい頃ころからはみ出し者だった。オレ、地毛が茶色なんだよ。ちっちゃい頃はそれでよくいじめられてた」

「それ、地毛なんですか」

「まぁな。でもそれくらいならまだよかった。今じゃあ、誰だれもオレに近づきさえしねぇ」

　また風が吹く。彼の茶色の髪が風で揺れる。

「さっきみたいなことになるんだよ」

「さっきみたいなこと？」

「オレ、なんかこう、感情が高まると、窓ガラスが割れたり地震が起きたりするんだよ。信じねぇかもしんないけど、これはマジで」

　普通の人間ならば、まともに信じられる話ではないだろう。だが、わたしは黒魔法と呼ばれた人間だ。その手の話に免めん疫えきがある。というよりも、私自身がその手の話をこよなく愛する人種なのだ。

「それ、本当だったらめっさ素敵」

　わたしは素直に言った。神門ごうどは目を丸くする。そして、笑った。さっきよりも、ずっと自然な笑い声になっていた。

「やっぱ、真ま帆ほはオレが見込んだだけあるよ」

　見込まれていたのか。

「伊だ達てに公園で魔方陣描いてないなぁ」

「あう！」

　そうだ、わたしは神門に弱みを握られているのだった。神門はその気になれば、わたしを風評被害のど真ん中に叩たたき落とすことができる。

「あの、その話は他ほかの人にしないでくださいね」

　わたしは恐る恐るお願いしてみる。神門は、意外なほどに真面目まじめな顔で返答した。

「しねぇよ。周りに気持ち悪がられる人間の気持ちは分かってるからさ」

「……そうなんですか」

「真帆みたいに、オレの力を嫌わないでくれる奴やつは今までいなかった。だんだんとみんな気持ち悪がってな。小学校の頃ころに、何人かその力で傷つけたこともあって、中学に上がる頃になると、誰もオレに近づかなくなった。そのうち『悪魔』呼ばわりだ」

　わたしの『黒魔法』と似たようなものだ。だけど、ごめんね。最初はわたしもあんたを悪魔呼ばわりしてたよ。というか、本物の悪魔かもしれないって疑ってたし。

「しかも、誰もオレとケンカすらしようとしねぇ。オレが怒ってくると、みんな何かに操られたみたいに、急に謝るんだよ。きっと、オレの力を怖がっているんだ。教師だって同じ。みんなしてオレを腫はれ物みたいに扱う。オレは人から離れて生きなくちゃいけねぇんだよ」

　被害妄もう想そうが入っている。でも、わたしにはそれがよく分かる。わたしも、そんな風に考えていた時期があった。世界中がわたしを嫌っていて、全人類に疎うとまれているような錯覚。だけど、実際は思い過ごしの部分がほとんどだった。

「どうして、さっきはあんなことを言ったんですか？」

　わたしは彼に尋ねてみる。

「裏方は暗いからな」

「暗いところが怖いんですか？」

「ちげぇよ」

　神門ごうどは笑った。

「中心にいたいんだよ」

　劇の中心が、舞台にいる演者だけではないはずだ。だけど、彼の言いたいことはなんとなく分かった。きっと、一番目立つところにいなければ、みんなが自分を忘れてしまうのではないのか、という不安があるんだ。神門は、こんななりをしていても、本心では寂しがっている。それが、よく分かった。

「公園で真ま帆ほを見たときに、オレちょっと嬉うれしかった」

「わたしを見たときに？」

「夜の公園で魔方陣を描くくらいヤバイ奴やつなら、もしかしてオレを怖がらないかもって」

　なんだか、とんでもないことを言われている気がする。まぁ、慣れているから大して気にならないけど。

「だから、真帆に近づきたかった」

　ドキッと心臓が跳ねた。

「そ、それじゃあ、え、演劇部に入ったのは……」

　わたしはどぎまぎして上う手まく舌が回らなくなった。神門はまっすぐとこっちを見て、わたしが恥ずかしくて死にそうになるような言葉を平気で口にする。

「真帆が入っていたからだ」

　わたしは下を向く。人に、しかも男の人にこんなことを言われるとは思ってもいなかった。なんと言えばいいのか分からない。お礼を言うのも変だし、いきなり違う話題を振るのもわざとらしい。結局、わたしは視線を外したまま沈黙していた。それが表示する意思は、恥ずかしい、の一言であった。

「オレには仲間も友達もいねぇ。だから、こんな風に話せたのは真帆が初めてだ」

　やっぱり、似ている。この人は、昔のわたしにそっくりだ。

　まるで昔の自分を見ているようだ。

　似ているなら……わたしが変わったように、彼も変わることができるはずだ。

　わたしは顔を思いきって上げた。神門はまだわたしを見ていた。

「じゃあ、友達になろうか」

　わたしは言う。わたしが、演劇部のみんなのお陰で自分と向き合えたように、神門ごうどにも自分が一人じゃないって教えてあげられる仲間がいればいい。そして、それがわたしにできるなら、友達になるのもいいかな、と思った。

「友達？」

　神門は鼻で笑ったけど、照れくさそうにしている。まんざらでもないようだった。

「やっぱ、お前変な奴やつだな」

「だから、お前じゃありません。あと、もう一回言いますけど、あなたよりも先輩です」

「友達だろ？」

「うぅ……」

　神門は笑った。純粋な表情だった。やっぱり、彼はそっちの方がずっといい。周りを嫌って、近づけさせないように着飾った攻撃的な外見よりも、素直になったときの姿の方がずっと自然だ。それに可愛かわいい。弟がいたらこんな感じなのかな、と思ってわたしは自然と笑顔になった。

「演劇部のみんなが待っています。舞台の中心にいなくたって、みんなは神門君を認めてくれます」

「いや、あいつらはダメだ。きっと、オレを受け入れない」

「だけど」

「真ま帆ほだから今の話をしたんだ。なんだか、お前からは同じ匂においがしたから」

　神門も自分と同じ種族の雰囲気を嗅かぎ分けていたのか。むむ、鋭いな。

　わたしは片手を腰に当て、もう一方の手を彼の目の前に持っていった。そして、人差し指を彼の鼻先に伸ばす。

「みんなが神門君を受け入れる、とか言う前に、神門君がみんなを受け入れる方が先なんじゃないですか？」

　神門は表情を曇くもらせる。そして、くるりと向きを変え、街の方を向いてしまった。

「無理」

　寂しい一言だった。だけど、その言葉は痛いほどよく分かる。人を認めて、その人たちに心を許すことは本当に難しい。

「無理じゃないです」

「無理」

「まだ何もしてないじゃないですか」

「だって、あいつらはオレのことを嫌いなんだろ？」

「神門君が嫌われるようなことをするからです」

「やっぱ、嫌われてたか」

「あ、いや、そういうわけじゃ……」

　上う手まく自分のペースで喋しやべれない。神門ごうどはこちらを見ずに続けた。

「別にいいんだよ、オレは。友達を増やしたいわけじゃねぇしな。ただ、同じ種類の人間と話したかっただけだよ」

「それって、寂しくありませんか？」

「寂しいのには慣れてるから平気」

　嘘うそだ。本当に平気なら、わたしにだって声をかけないはずだ。神門は誰だれかに話を聞いてほしいんだ。自分がどれだけ辛つらくて、どれだけ惨みじめで、どれだけ苦しいかを。そうやって、人に理解してもらいたいんだ。

「神門君の話は分かりました。だけど、演劇部に入るなら、ちゃんとみんなと仲良くしてください」

「だから、無理だって」

「そんなこと言ってたら、何もできませんよ！」

　わたしは大きな声を出す。神門はようやくこちらを見てくれた。その眼光は鋭い。

「じゃあ、真ま帆ほはすぐにあいつらと仲良くなったのかよ。すぐにあいつらを受け入れて、あいつらの輪の中に自然に入り込んだのかよ」

「それは……」

　わたしは言いよどむ。すぐに次の言葉が見つからない。

　友達なんかいらないと思っていた。人付き合いなんて面倒だと思っていた。そんなわたしが演劇部のみんなと仲良くするのには大変な苦労があった。一いつ朝ちよう一いつ夕せきではできないことだった。

　……その努力だって、記憶が失われた今となっては何の効果も残っていない。

「すぐには、無理でした」

「なら、あんまり偉そうなこと言うなよ」

　神門の言うとおりだ。わたしには、彼に説教する資格なんてないのかもしれない。わたしは頭こうべを垂らした。綺き麗れいな街の風景から、薄汚いコンクリートの床に視界が移る。

「分かるだろ？」

　温かい人の手の感触が肩に伝わる。わたしは驚いて顔を上げた。神門が真面目まじめな顔でこちらを見ている。肩に置かれた手に力がこめられ、乱暴に引っ張られる。そのまま、神門に抱き寄せられた。

「うぎゃ！」

「オレたちは仲間なんだ」

　突然のことに体を流れる血液の動きが止まる。な、なにこれ！

「は、放しなさい！」

　神門の顔がすぐ近くにある。だけど、怖くて目を合わせることができなかった。手をじたばたさせて神門ごうどの拘こう束そくを解こうとするが、上う手まくいかない。彼の力はその小さな体たい躯くからは想像できないほどに強かった。やはり、男子だ。力では敵かなわない。

「真ま帆ほを初めて見たときから、なにか違うって思った」

　神門の息が鼻の辺りにかかる。ミントガムの香りがした。

「放してください！」

「どうしてだろう。どうして、こんなに落ち着くんだろう」

　そして、鼻の頭に彼はキスをした。

　全身が発熱する。そして、体を大きく反らして彼から上半身を引き離す。そこで、ようやく神門は腕の力を緩ゆるめた。わたしは彼から一気に距離をとると、何度も鼻の頭を手でこすった。

「ななななにするんですか！」

「キス」

「そうじゃなくて！」

「口にした方がよかった？」

「てめぇ、呪のろい殺すぞ！」

「『悪魔』を呪うか。やっぱ、真帆は面白いな」

　神門は少しも悪びれない。わたしは肩で息をしながら、神門を指差す。



    

  
    
      



    

  
    
      「さっきの友達発言は撤回します！」

「じゃあ、なに？　恋人？」

「あほか！」

「婚約者？」

「もういいです！」

　わたしは彼を見捨てて屋上の階段を目指す。

　最悪だ。鼻とはいえ、まさかあんな男にキスされるなんて……。いつの日か、一いち之の瀬せ先輩に鼻にキスされる日がきたら、一之瀬先輩と馬ば鹿か神ごう門どが間接キスすることになっちゃうよぉ……。

「ったく、また独りかよ」

　階段の一段目に足をかけたとき、後ろからそんな声が聞こえた。わたしが振り返ると、神門がじっとこちらを見ていた。

　男ってどうしてこんなに馬鹿なんだろう。そんなことを思った。わたしも人のことは言えないけど。

「明日、真面目まじめになって体育館に来てください。遅刻は厳禁です」

　わたしは彼を指差し、できるだけ厳しく言った。神門は何も言わずに、また景色を眺め始めた。

　神門は不器用だ。わたしだって器用じゃない。だから、友達をつくることさえ、一苦労なのだ。



　動どう悸きが治まらなかった。わたしは早足で校内を歩く。体育館に戻って、練習をしなくちゃいけない。照明とか音響とかの扱い方を教えてもらわなくちゃ。だけど、胸のドキドキはそういった焦りから来るものではない。

　さっきの神門、ちょっと可愛かわいかったな……。

　抱き寄せられたとき、間近で顔を見たけど、彼の顔は整っている。あどけない表情や幼い仕草をすることもあるが、それがまた可愛かったりするし……。

　鼻に手を当てる。何度もこすったので、ちょっとひりひりしていた。

　そんなに悪い気はしなかったかもしれない。

　演劇部の練習に戻る途中、二年六組の教室の前を通ると、思いがけない人物が教室から出てくるのを見た。

　一之瀬先輩だった。体育館で練習をしているはずの彼が、どうして教室から出てくるのか。一之瀬先輩はわたしに気づかないまま、廊下を体育館の方向に歩いていった。しばらくして、教室から出てきたのは永なが音ね先生だった。永音先生はいつも通りの退たい廃はい的てきな表情で一之瀬先輩の背中を見ていた。教室でなにをしていたのだろうか。猛烈に気になる。

「先生」

　どうしても調査したい衝動に駆られ、わたしは永なが音ね先生に話しかける。永音先生は、緩かん慢まんな動きでこちらを向いた。

「あら、真ま帆ほちゃんじゃない。どうかしたの？」

「いま、部長と何か話をしていたんですか？」

　永音先生は妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「そう。とぉっても大切なお話をね」

　とぉっても大切なお話……。

「それって、演劇部に関係する話ですよね？」

「うーん。彼のプライベートのお話もちょっとね」

「プライベート！」

　そんな話、わたしもほとんど聞いたことないぞ。職権乱用だ！

「なんか、彼って演劇に夢中でしょ？　何かに一生懸命な男の子ってよくない？」

「知りません」

「もしかして、真帆ちゃんはちょっと悪い感じの方が好きなのかしらん？」

「違います！」

　不良なんて嫌いだ。真面目まじめな人の方がいいに決まっている。

　永音先生は艶つやっぽくしなをつくって、ふふふ、と笑った。むかつく。

「大きな声出すと、先生驚いちゃうわよ。まぁ、どうして演劇が好きなのかなっていう話がメインかしら。そこで、ちょっとプライベートにも触れちゃったのよ」

　わたしは疑いの眼まな差ざしで彼女の目をじっと見つめる。その言葉が本当かどうかを判断するためだ。ちょっと潤うるんだ瞳ひとみ。長いまつげ。満月みたいな黒目。ぱちぱちと瞬まばたきして、永音先生は目をくるっと円を描くように一周させておどけてみせた。

　これは嘘うそをついている目じゃない。ただし、本当のことを言っている目でもない。これは、何も考えていない人間の目だ。わたしはため息をついて、視線を外した。

「部長はなんて言っていましたか？」

「それはプライベートよ」

　一いち之の瀬せ先輩は沙さ倖ゆき先輩の話をしたのだろうか。

「なんで真帆ちゃんはそんなに一之瀬君のことを気にするの？」

「ふぇ？　いや、別にそういうわけじゃないですよ！」

　わたしは両手を胸の前で大きく振ってみせる。

「そういうわけってどういうわけなのかなぁ？　先生気になるわぁ」

「気にしなくてもいいです！」

　ダメだ。この人と話しても埒らちがあかない。一之瀬先輩がどんな話をしたのかは気になるけど、これ以上永なが音ね先生から聞き出すのは無理だろう。わたしはそのままそっぽを向き、体育館へ向かおうとした。「ちょっと待って。あなたは本当に一いち之の瀬せ君が好きなの？」

　永音先生の声がわたしの足を止める。わたしはドキッとする。それは、台詞せりふの内容に驚いたからではない。声の調子が今までとは全まつたく違うからだった。

　永音先生はわたしを真剣な表情で見つめている。それまでのだらしない色気はなくなり、張り詰めたような緊張感のある雰囲気が漂う。

「な、何を言い出すんですか」

「そうだとすると、ちょっとまずい感じね」

　永音先生は口をへの字にする。そして、逡しゆん巡じゆんの後にいつものだらしない表情に戻った。

「明日の朝、わたしの部屋に来て」

「わたしの部屋？」

「ああ、職員室のこと」

　……いつから、職員室が永音先生の部屋になったんだろう。



    

  
    
      


四幕　生意気な後輩と憧あこがれの先輩





「今の彼氏って、あんたから告白したの？」

　夏なつ樹きは椅い子すから転げ落ちた。その驚きよう愕がくの表情には、恐怖すら混じっている。

　わたしたちの部屋。部活が終わって学校から帰った後も、わたしはずっと神門ごうどのやったことと、永音先生の言葉が頭から離れなかった。

　神門はどんなつもりなのだろう……。

　男は分からん。

　その謎なぞを解き明かすためのヒントを探るべく、わたしは夏樹に質問してみたのだ。

「お、お、お姉さま、どうなされたのですか？　その質問を妹にするのは、学校の宿題ですか？」

「そこまでわざとらしいと殺したくなるわ」

　わたしは腕組みして、床に伏して椅子に戻れない愚ぐ妹まいを見下ろした。

「いや、あまりにもキャラを無視した衝撃的な質問だったからさ」

　そう言って夏樹は自分の椅子に戻ると、コホンと一度咳せき払ばらいをした。

　そして、わたしの方をちょっと見る。恥ずかしがっているようだった。夏樹は彼氏がいることを自慢することがあるくせに、込み入った話はしたがらない。まぁ、普通そうなのかもしれないけど。

「別に言いたくないなら、言わなくてもいいよ」

「言いにくいわけじゃないよ。ただ、なんかお姉ちゃんに言うってのが、不自然だというか、恥ずかしいというか……」

　まぁ、今までそんな話を一切してこなかったからな。しばらくすると、夏なつ樹きは決心したらしく、背筋を伸ばして話す体勢をつくった。彼女はもう一度、コホンと咳せき払ばらいをした。

　話す気になったらしい。こいつは、なんだかんだいって話したがりなのだ。

「あっちから言ってきた」

「それで許可したんだ」

「許可って……。えっと、二年生の一学期くらいに一度告白されて、そのときに断ったんだけど、文化祭の後だったかにまた告白されて、それで付き合うことにした」

　夏樹は少し恥ずかしそうに言う。わたしはその言葉をできるだけ冷静に分析しようと努めたが、実際の経験がないのでよく分からないというのが本音だった。

「男ってさ、好きじゃなかったら告白しないよね？」

　夏樹は目を丸くする。突拍子もない質問なのは自分でも分かっている。だけど、一応確認だ。

「それは、女でも同じだと思うけど」

「そうだよね……。ところで、なんで一回断ったのに、二回目はОＫだったの？」

「うーん。最初は別に全然そんな気なかったんだけど、一回告白されたらやっぱり気になるでしょ。それに、やっぱ好きって言われたら嬉うれしいし……って、何でこんなこと訊きくの？」

「学校の宿題」

「そんな宿題あるか！」

「家族がちゃんと日本語を使えるか調べてくるっていう、宿題なんだよ。このデータは国勢調査にも利用されるらしいよ」

　わたしはそう言って、部屋から出ようとする。後ろでは夏樹が声をあげた。

「あ！　誰だれかに告白されたんだぁ」

　その声はふざけている。わたしをからかおうとしているのだ。わたしは無視する。

「ちょっと、お姉ちゃん？　いつもみたいに『呪のろうぞ』とか『真の暗黒を教えてやるぞ』とか言わないの？　え？　もしかしてマジ？」

　わたしは振り返る。ここで何か言っておかなければ、誤解されてしまいそうだ。だが、なんと言えばいいのか分からない。わたしは振り向いたまま固まった。

「どうなの？」

　夏なつ樹きの目は真剣だ。

「告白はされてない」

「じゃあ、何されたの？」

　顔が熱くなる。なんで妹相手に恥ずかしがっているのだろう。わたしは鼻を指差した。

「ここに、チュッて」

「え？　付き合う前だよね？　別に告コクられてないんだよね？」

「うん。いきなり……」

　夏樹がそこで立ち上がった。その顔は真っ赤である。だけど、それはさっきまでのように恥ずかしいから赤いのではない。彼女は激怒しているようだった。

「そんな軽い男絶対ダメ！」

　わたしが一歩身を引くほどの勢いだった。

「そんな奴やつの言うこと聞いちゃダメだからね！　絶対に捨てられるよ！　本命がいるのに、遊びでお姉ちゃんに手を出しているだけだよ！」

　なんだか、夏樹の脳内では勝手にストーリーが構築されているようだった。

「お姉ちゃんは何も知らないんだもん。お姉ちゃんはわたしが守るしかないのね！」

　夏樹は椅い子すから飛び出し、わたしに抱きついた。こんな夏樹を見るのは初めてだった。

「あの、夏樹さん？」

「騙だまされちゃダメだよ！　男が言う『好き』なんてあてにならないんだから！」

「あんた、何か辛つらい過去があるの？」

　夏樹は固まる。わたしはそれ以上何も問わずに、すがりつく夏樹の腕をゆっくり外して、部屋から出た。それが、姉の最大限の愛情だった。

　どうしたらいいのかが分からない、というよりも、自分がどう思っているのかが分からない。わたしはまた鼻をこする。とんでもないことをされた。これは侮ぶ辱じよくだ。わたしが怒るのは当たり前だし、神門ごうどには弁解の余地がない。

　だけど、その一方でまんざらでもない自分がいるのも事実だった。

　今まで男の人からこんなことをされたことはなかった。誰だれも自分のことなんか見ていないと思っていたし、事実誰もわたしのことなんか目にもとめなかった。それが、会ったばかりの男にこんなことをされるなんて考えもしなかった。夏樹の言うとおり、神門は軽そうな男だ。それは分かる。それは分かっているけど、やっぱり自分に好意を持っていてくれるのだとしたら、それはそれで嬉うれしいのだ。

　いや、だけど夏樹が言うとおり、やっぱり神門は遊び感覚でやったことなのかもしれない。ああ、神門の過去を踏まえるとそう決めつけるのは強引かもしれないし……。

　結論。やっぱり、よく分からん。

　わたしは、そんな答えが出るかも分からない問題を、ずっと考え続けていた。ご飯を食べながら考えて、お風ふ呂ろにつかりながら考えて、歯を磨きながら考えて、布団に入ってからも考えて、気がついたら寝ていた。



　翌朝。やっぱり答えは出なかった。わたしは難しい顔をして学校へと向かった。

　学校に着くとわたしは荷物を教室に置き、職員室に向かった。これだけ頭を使い続けていても、昨日の永なが音ね先生との約束は忘れていなかったのだ。

「失礼します」

　わたしは小さな声で挨あい拶さつをして、職員室に入る。まだ教師の数も少ない。わたしはまっすぐゴミの山を目指した。永音先生の机は昨日よりもひどくなっていた。永音先生が転勤しなければ、わたしが卒業する頃ころには職員室はゴミ屋敷みたいになっていると思う。永音先生は本気で職員室全体を私室化しそうだし。

「あらぁ」

　ちゃんと自分のデスクに座っていた永音先生はわたしを見ると、いつもの鼻にかかった気だるい声を出す。なんだか、声自体に甘い酒が混じっているみたいな音だった。

「真ま帆ほちゃん。早いわねぇ」

　あんたが呼び出したんだろうが。永音先生は足を組み、見ていたプリントの山をデスクの上に置いた。正確に言うと、デスクの上に置かれた雑多なものの上に置いた。こうやって、色々なものが溜たまっていくのか。

「あの、なんの用ですか？」

　うぅん、と永音先生は悩ましげな唸うなり声を出し、わたしを上目遣いで見た。

「教師がこういうことに干渉するのって、わたしはよくないと思うんだけどね。ほら、何ていうのかしら、情じよう操そう教育的なもんかな？　そう言うと、ちょっとそれっぽくなるわよね」

「お話が見えません」

「せっかちねぇ。えっとね、簡単に言うと真帆ちゃんの男関係を教えてほしいの」

「男関係！」

　思わず大声を出してしまった。職員室にいた先生たちがこちらを睨にらむ。教育者たちが集う場所で叫ぶ言葉ではない。しかも、話しているのが永音先生なのだから、よくない方向に誤解される可能性が十分にあるのがなお悪い。

「な、なんでそんなこと訊きくんですか」

　わたしは小声で永音先生に詰め寄る。

「うーん。ちょっとねぇ、話しにくいことなんだけど……。まぁ、真帆ちゃんはもう関係者だし、いまさら隠しても意味ないのかもね」

　そう言って、永音は自分のデスクの引き出しを開く。中からカップ麺めんやドロップ缶、ヤカン、ノートパソコンなどが次々と出てきて、最後に一番奥から一冊のファイルが現れた。どうやら、そのファイルを取り出したかったらしい。永なが音ね先生は、ファイルを出すために引っ張り出したその他ほかのものを引き出しに戻すことなく机に散らかし、そのままファイルを開いて話し始めた。この人の脳内には片付けるという概念がないらしい。

「えっと、空そら口ぐち真ま帆ほさん。記憶操作完了が今から一週間前。同日に全すべての関係者の記憶操作も完了してるわね。さすが、仕事が早い早い」

　記憶操作？　永音先生はファイルを見ながら続ける。

「物理的影響も直してるんだぁ。ああ、だから髪型が戻っているわけか。せっかく、勇気を出していい感じの美容室に行ったのにねぇ」

　確かにわたしは美容室で髪をすいてもらった。それは、一いち之の瀬せ先輩とのデートの前日だ。だけど、わたし以外の人は誰だれもそのことを覚えていない。

「先生、どうしてそれを知っているんですか？」

　声が少し震える。美容院のことも記憶のことも、この人が知っているわけがない。得体の知れない恐怖を感じる。永音先生の大きな潤うるんだ瞳ひとみがこちらに向けられた。その眼球は底が知れない。

「それはこっちの台詞せりふよぉ。どうして、真帆ちゃんは思い出しちゃったの？」

「ど、どういうことですか？　あなた、何者ですか？」

　永音先生は妖あやしく微笑ほほえむ。妖よう艶えんさが漂う芳かぐわしい香りがする。彼女は手にしたファイルを持ち上げて、その背表紙をこちらに向ける。

「アスガルズ秘密資料……？」

　ファイルには手書きの丸文字でそう書いてあった。先ほど大声を出してからは目立つことをしていないので、他の教師はもう誰もこちらを見ていない。わたしがこの謎なぞの女教師に何かされたら、すぐに助けてくれそうな人間は半径五メートルには皆無だった。わたしは体をこわばらせる。

「そんなに怖がらないで」

　油断させてから攻撃するつもりか。わたしはますます体を硬直させた。結果として、少しも動けなくなってしまっている。まずい。逃げるどころか、防御もできない。

「安心してほしいわぁん。わたしたちは正義の味方なのよぉ。だってわたしたちは」

　グロスが塗られ、てかてかと水っぽく光るぷっくりとした唇が信じられない言葉を紡いだ。

「天使なんですものぉ」

「天使？」

「そう。天使」

「……頭の中が？」

「失礼ねぇ。頭の中だけじゃなくて、頭の外もぜーんぶ天使なのよぅ」

　永なが音ね先生は、うふふ、と笑った。

　永音先生が天使。意味が分からない。

「信じられないって顔をしてるわね」

「信じられません」

「ま、先生だって真ま帆ほちゃんが悪魔を撃退したことを今でも完全には信じてないし、ましてや記憶が戻ることなんて予想外中の予想外だったんだけどね」

　この女、悪魔のことを知っているのか。わたしの中で様々な警報が鳴り響いていた。どうして、そんなにわたしのことを知っているのだ。しかも、非現実的な事実まで全すべて知り尽くしている。

「ど、どうして、そんなことを」

「だって、真帆ちゃんを苦しめた悪魔を処理したのはわたしたちアスガルズなのよぉ。あの手の小悪魔って、ほとんど細々と悪事を働くから捕まらないことが結構あるんだけど、真帆ちゃんのお陰で、今回は上う手まく始末できたわ。ありがとね」

　どこまでが現実で、どこからが非現実なのか。どこまでが普通で、どこからが異常なのか。どこまでが正しくて、どこからが虚きよ構こうなのか。頭の中で様々な疑問が浮かび、ぐちゃぐちゃにミックスされてますます混乱する。

「ここからは込み入った話になるから、ちょっと場所を変えましょうか。そうね、真帆ちゃんの思い出の場所にしましょ」

　そう言って、永音先生は立ち上がった。今日はチェックのミニスカートにピンクのセーターだった。絶対に学校の先生の格好じゃない気がする。

「思い出の場所ですか？」

「ファーストキスの場所とか日付って普通思い出でしょ？」

「ファーストキス！」

　また大声を出してしまった。遠くから、老年の教頭先生がこちらを睨にらんでくる。ああ、わたしはどうしてこんなに学習能力がないんだろう。

「知ってるわよぉ。神門ごうど君、強引よね。だけど、男の子はちょっと強引なくらいがわたしは好きよ。わたしって結構引っ張ってほしいタイプだし」

「そんなことはきいていません。それより、全然話が掴つかめないんですけど。天使ってどういうことですか？　あと、キスっていっても口じゃないですからね」

「恥ずかしがっちゃってぇ。わたしもそんな時期があったわね。……遠い目」

　そう言って、永音先生は窓の外を見る。わざわざ口で言ってもらわなかったら、永音先生が在りし日を回かい顧こしているとは分からなかっただろう。

「さ、行こ行こ」

　数秒間の遠い目の後、永音先生は軽い足取りで職員室を出た。わたしは仕方なくその後についていく。

　先を歩く永なが音ね先生の背中を見ながら、できるだけゆっくり呼吸をする。落ち着け、と何度も自分に言い聞かせた。

　永音先生は、一度も後ろを振り返らずにそのまま屋上へと上がった。屋上は晴れ渡った空の下にあった。幸い、誰だれも人がいない。まだ、登校している生徒自体が少ないのだ。

「さて」

　外の新鮮な空気を思いっきり吸い込んだ永音先生が、ようやくわたしの方を見た。だが、いつもと少し様子が違う。やる気のない退たい廃はい的てきな例の顔には真剣な表情が描かれていた。

「真ま帆ほちゃんは悪魔について、どれくらいのことを知ってるのかしら？」

　わたしも真剣に永音先生に向かい合う。心の中では、かなり強い警戒心が生まれていた。

「悪魔がいるということ以外は、何も知りません」

　わたしは言葉を選びながら、はっきりと答えた。

「悪魔が人間の悪い感情を魔力に変えるっていうのは知ってる？」

「それは……そんなことを言っていました」

　わたしを騙だました悪魔は、わたしを絶望させようと必死だった。悪魔はそうやって人間を悲しませたり怒らせたりして、その感情を食べて力に変えるという話をしていた。

「小悪魔とかだと真帆ちゃんみたいな難しい思春期の子どもの前に現れるし、本当に危険な悪魔なら政治家とか軍人の前に現れて、戦争を起こさせたりもするの」

「戦争を？」

　そんな大掛かりなことをする悪魔もいるのか。

「うん。実際に社会の教科書に載のっている戦争の中のいくつかは、悪魔の関与が確認されているわ」

「そんな恐ろしい悪魔もいるんですね」

「でしょ？　そんな悪魔を処理するのが、わたしたちアスガルズなのよ」

「……あすがるず」

　きな臭くさい。

「きな臭いって思ったでしょ」

　完全に心を読まれてわたしははっとする。

「ま、信じる信じないは勝手なんだけどね。でも、アスガルズはすごいのよぉ。中年女性に結婚相手を見つけてあげて、子どもを孕はらませて、宝くじを当てさせちゃうくらいの実力はあるわ」

　わたしのクラスの担任の先生は、その組織によって退職になったのか。まぁ、不幸にはなっていないみたいだけど。

「信じてる？」

「なんとなくは信じていますけど……」

「じゃあ、これからする話はもっと信じにくいと思うんだけど、心の準備はいいかしらん？」

　心の準備をしろと言われても、何をすればいいのか分からない。とりあえず、わたしは何を言われても驚いてひっくり返らないように、足をちょっと開いて体勢を安定させた。

　これくらいしか思いつく対策がないのが悲しい。

　わたしの準備を待っていてくれたのか、数秒待ってから永なが音ね先生は口を開いた。

「裕ひろ貴き君は人間じゃないの」

　彼女の目は真剣だった。わたしはしばらく言葉の意味を噛かみ砕くのに時間がかかった。

　裕貴君というのは、神門ごうどのことだろうか。たしか、あいつの名前は裕貴だった気がする。

　神門が人間じゃない？　それは、どういうことだ。

「人でなしって意味ですか」

「違うわ。そのままの意味で、彼は人間じゃないの。いや、まぁ半分人間という感じかしら？」

　相変わらず彼女は真面目まじめな顔をしている。

　信じるしかないのか。

　信用するための材料は一切ない。普通に考えれば、頭のネジのゆるいアホ女の痛い虚言だと考えるだろう。

　だけど、わたしの目の前には恐ろしいほどインパクトのある現実が立ちはだかっていた。信じざるをえない、とそれがいっている。

「せ、先生。背中から」

「え？　ああ、天気のいい日は、外で羽を伸ばさなくちゃあいけないと思わない？」

　そう言う永音先生の背中からは羽が伸びていた。本当に純白の巨大な翼が大きく広がっていたのだ。

　とても作り物には見えない。それどころか、永音先生は自分の羽を大きくはばたかせてみせた。その風がわたしの横をすり抜ける。とりあえず、永音先生が人間じゃないことは確定的らしい。

「先生が人外であることはよく理解できました」

「……人外って言っちゃやぁよ。ラブリーな天使なんですもの」

「それじゃあ、神門君も天使なんですか？」

　わたしは無駄にツッコミを入れない人間だ。永音先生の発言を脳内から消し去って、話を進める。

「彼の場合は、天使じゃないわね。っていうか、その逆かしら？」

「しんて？」

「真ま帆ほちゃんって天然よねぇ。先生、そうゆうの好きよぉ」

　この先生に言われると必要以上に腹が立つ。もちろん、わたしだって本気でそう思ったわけではない。ただ、永なが音ね先生の意図する言葉をすぐに聞くことがためらわれたから、クッションを挟んでみただけだ。

　天使の逆。それって、つまり……。

「悪魔」

　天使の唇は確かにそう動いた。空気も正確にその発音どおりに振動をする。

「悪魔？　だけど、全然違うじゃないですか」

　そうだ。わたしが前に見た悪魔と全然違う。わたしが見た悪魔はもっと悪魔らしかった。青白い肌の色をした、巨大な胎たい児じみたいな奴やつだった。こうもりみたいな羽が生えていたし、尻尾しつぽもあった。体の周りは気味の悪い青い炎で囲まれていたし、フワフワ浮いていた。とにかく一目で悪魔と分かる、分かりやすい奴だった。そりゃ、わたしだって最初は神門ごうどを悪魔だと勘違いしたこともあったが、常識的な判断から外れていることを、あとでちゃんと認識した。

「信じられません」

　とりあえず、ひとしきりの思考を一ひと纏まとめにして永音先生に伝えた。先生は小首をかしげる。



    

  
    
      



    

  
    
      「どうしようかしらん。どうして、分数の割り算は分数をひっくり返すのか、っていうのと同じくらい難しい問題ねぇ。答えは『そういうもんだから仕方がない』かしら？」

「証拠はあるんですか？」

　普通に話していた人間が実は悪魔だったなど簡単に信じられるわけがない。

「たくさんあるけど、難しすぎて真ま帆ほちゃんには分からないわよお。魔力スペクトルとか、霊れい媒ばい遺伝とか分かる？　わたしもよく分かんないんだけどね」

　いずれも初めて聞く言葉ばかりだ。そんなものを提示されても何も分からないだろう。

　頭が冷静さを取り戻しつつある。とりあえず、しっかりと現状を把は握あくしなくちゃいけない。

　まず、永なが音ね先生が人間じゃない。これは間違いないだろう。だって、羽が生えてるもん。天使だっていうのもひとまず信じることにする。問題はその続きだ。どうして、神門ごうどが悪魔だというのか。昨日まで彼を見ているわたしとしては、どうしてもそこが受け入れられなかった。

「まぁ、疑問反論は後で聞くとして、とりあえず要点をかいつまんで話すわね。裕ひろ貴き君は完全な悪魔じゃなくて、亜種なのよ。人間と悪魔の交配種なの。どういった経緯で人間と悪魔が結ばれたのか、というか、人間と悪魔の間に子どもができるのか、っていう疑問はまだ解決されていないんだけど、とにかく彼が半分悪魔だっていうのは間違いないの。とりあえず彼は、母親、こっちが人間なんだけど、その実家で暮らしているのよ。両親はともに蒸発。アスガルズもがんばって捜しているんだけど、なかなか見つからないよねぇ」

　人間と悪魔の亜種。そんなことがありえるのか。わたしはもう一度悪魔の姿を思い出してみた。

　うん。無理。あいつとは結婚できない。

「さて、ここからが問題なのよねぇ。さっきも言ったけど、悪魔って人間の悪い感情を食べて魔力にするのよ。裕貴君は半分人間でしょ？　だから、自分の感情をそのまま魔力に変えられるの。普通の悪魔は感情を食べるための宿主を探さなくちゃいけないんだけど、裕貴君の場合はそれをしなくていいってわけね。しかも、魔力指数がお互いに理想値が近いから、変換効率がいい上に魔術抵抗が極端に小さくなってほとんど超伝導状態で感情が魔力に変わっちゃうの」

　後半の説明はチンプンカンプンだったが、神門が強力な魔力を扱いやすい状況にあるというのはなんとなく分かった。

「裕貴君の存在自体はかなり前から問題になっていたの。だから、アスガルズとしてもあの手この手で彼の感情が悪い方向に高ぶらないように努力してたのよ。だけど、やっぱり時々魔力が暴走することがあって、けが人が出たこともあったわ」

「そんな話を神門君もしていました。そのお陰で『悪魔』と呼ばれていたとか……」

　神門ごうど自身は悪くないのに、特殊な体質のためにクラスメイトから疎うとまれるとは。わたしなんかよりも、ずっと辛つらい状況じゃないか。

「危険だっていうことで、今では裕ひろ貴き君から人を遠ざけることにしているの。まぁ、彼には可か哀わい想そうなことをしているとは思うけれど、これも安全のためね。上の決定だし」

「神門君が周りから『悪魔』と呼ばれて避けられているのは、アスガルズの所せ為いなんですか？」

「全部がそうというわけじゃないけど、ある程度は関与しているわね。人に嫌われるのはへこんじゃうことだから、あんまり神門君に体験させるべきじゃないんだけど、友達とか恋人がいなければ、感情が一気に高ぶることって少ないでしょ？　だから、神門君には極力他人との接触を避けてもらっているの」

　確かに周りとの関係がなくなれば、大きなショックを受けることも、ものすごく悲しいことに直面することもないだろう。事実、わたしがそうだった。だけど、その生活には涙を流すくらい感動的なことも、大笑いできる楽しいこともないんだ。

　きっと、それは不幸なことなんだと思う。

「裕貴君とケンカしそうな人が出てきたらすぐに謝らせるし、彼に注意しようとするような人がいたら、それを止やめさせたわ」

　だから、あんなにワガママに育ったのか……。

「ところが、ここにきて大問題が発生しちゃったのよ。それで、ここからが本題ね。ちゃあんと聞いててねぇ」

　わたしは身構える。どんな話をされても転ばない自信はある。

「裕貴君もついに青春がきちゃったのよ」

「青春？」

「そう。恋をしちゃったのね」

「恋？」

　嫌な予感がしてきた。

「そう。真ま帆ほちゃんのことが好きになっちゃったみたい」

　体が一気に熱くなる。わたしはもぎ取れんばかりに首を大きく横に振った。

「ばばばばバカなことを言わないでください！」

「あら、わたしたちアスガルズの調査能力を甘く見られちゃ困るわよお。心拍数から、脳内麻薬の分ぶん泌ぴつ量まで事細かに分析してるんだから」

「そんなことまでやってるんですか……」

「そこで、彼と付き合ってあげてほしいの」

　永なが音ね先生はそこでにこりと笑った。

　何を言っているのか分からなかった。意味を理解するのに暗号解読くらいの労力が必要だった。

　この女教師はなんということを、さらりと口にするのだ。

「何でですか！」

「だから、裕ひろ貴き君にショックを与えちゃいけないのよう」

「そんなの知りません」

「失恋のショックって大きいのよぉ。もし、裕貴君が本当に大ショックを受けたら、地震とか雷どころじゃすまないかも」

　永なが音ね先生は眉まゆをへの字にまげて困った顔をつくってみせる。

「だ・か・ら。真ま帆ほちゃんには彼とお付き合いしてもらいたいの。彼は飽きっぽい性格みたいだから、この恋愛感情も一時的なものかもしれないし。そんなに拘こう束そく時間は長くないと思うわ」

「そういう問題じゃないです！」

「好きじゃない人とは付き合えない？　あったなぁ、わたしにもそういう時代が……。遠い目」

　なんだか、ものすごくバカにされている気がする。わたしは永音先生を睨にらみつけて言う。

「それって、神門ごうど君を騙だましていることになるんじゃないんですか？」

「そうなるわねぇ」

「それでいいんですか？」

「上の決定よ」

　否定を許さない強い物言いだった。だけど、永音先生の目は少し悲しそうにも見える。

「神門裕貴の感情を害する可能性のあるものは全すべて排除せよ。それが上の決定。だから、彼の周りにはわたしたちがお膳ぜん立だてしたものしかないの」

　それは幸せなことなのだろうか。

　自分を直接に傷つけるものは何一つない。だけど、本物が一つもない世界。

　誰だれも本音を明かさない。誰とも本気でぶつかれない。

　そんな世界にいたら、神門はますます人間のことを嫌いになってしまうのではないのか。

「神門君はそれを知っているんですか」

「まさか。自分が半分悪魔だってことも知らないわよ。それを知ったら、ショックを受けるでしょうからね」

「そりゃ、そうですよね」

　なんともいえない、複雑な心境だった。

　予鈴が鳴る。いつの間にか、永音先生の羽は消えていた。表情もいつも通りに戻っている。

「告白されたら、絶対にオッケーすること。いいかしら？」

　そう言って、永なが音ね先生は屋上から下りる階段へと向かう。わたしは、遠ざかる彼女の背中に文句をぶつけようと思ったが、言葉が出てこなかった。

　階段の最初の段に足を下ろしたとき、永音先生がこちらを振り返る。厳しい目をしていたので、わたしの背筋はしゃきっと伸びた。

「裕ひろ貴き君に、友達になるって言ったらしいわね」

「言いました」

　撤回したけど。

「優しいのね。でも、自分のことを気にしている男の子に、好きでもないのに優しくするのは残ざん酷こくだと思うわ」

　永音先生はそれだけ言うと、階段を下りていった。

　わたしだけが屋上に取り残された。



　自分が人のことを好きになるなんて、数ヶ月前までは考えもしなかった。

　自分が人に好きになってもらえるなんて、今でも信じられない。だけど、昨日の神門ごうどの様子や今朝の永音先生の話を聞くと、現実味のある話に思えてくる。

「空そら口ぐちさん、口開いてるよ」

　わたしははっとして口を閉じる。

　今は昼休み。教室は色々な人間の雑談が交じり合い、賑にぎわっていた。わたしは弁当のたこ焼きを食べ終わり、昨日から今日にかけての出来事を振り返っていたのだ。

「今、食べ物のこと考えてたでしょ？　食ったばっかなのに」

　そう言って大笑いしたのは先ほどの忠告の主、大おお河内こうちだった。常に食べ物のことを考えているのは、お前だろ。本能に従順っぽいからな。

「そんなこと、ありません」

　わたしは小さい声で否定する。大河内はわたしの前の席にどしりと腰を下ろした。そこは大河内の席ではなかったが、本来座るべき人間は隣のクラスに遊びに行ってしまってこの教室にはいなかった。

「それよりさ、空口さんって演劇部に入ったの？」

　大河内はわたしの机に肘ひじをつき、前のめりになってわたしに迫った。わたしは、大河内から距離をとる。この女の話し声は、近すぎると鼓こ膜まくを傷つける恐れがある。

「入りました」

　目の前の大女の目の輝きが増す。

「部長に会った？」

　一いち之の瀬せ先輩のことだ。

　そうだ。この大河内は一之瀬先輩のことが好きなのだ。

「会いましたけど」

「めっちゃかっこよくない？」

　活き活きした目で大おお河内こうちは叫ぶ。わたしは曖あい昧まいに頷うなずいた。だけど、大河内はそれでも十分に満足なのか、嬉うれしそうに、そうでしょ、と何度も言った。

「いやぁ、空そら口ぐちさんが演劇部に入ったって聞いたからさ、ちょっと確認をしておかなきゃと思ってね」

　何の確認だよ。

「一応、あたしが彼女候補一番手だから」

　姉さん、そりゃあ妄もう想そうですよ。

　大河内は相変わらずのハイテンションで喋しやべりまくる。その内容のほとんどが一いち之の瀬せ先輩への賛さん辞じだった。わたしはほとんど無表情でその話を聞いていた。

　一之瀬先輩……。

　その言葉が出るたびに、わたしは胸を痛めた。

　神門ごうどの告白を断るなと言われても、わたしには一之瀬先輩がいる。わたしが好きなのは一之瀬先輩のはずだ。

　……だけど、本当にそうなのか。

　わたしは不満を持っている。

　一之瀬先輩がわたしのことを忘れてしまったことに。

　あんなにがんばって一之瀬先輩に近づいたのに、それが全すべて無に帰してしまったことに虚無感を感じている。

　全て最初に戻ってしまった。

　……それに、一之瀬先輩の心にわたしはいない。一之瀬先輩はまだ前の彼女のことを、沙さ倖ゆき先輩のことを忘れていない。そこには、わたしの入り込む隙すき間まなんてないんじゃないかとも思う。

　その一方で、神門はわたしに対して好意を持ってくれているらしい。それは、素直に嬉しく思う。わたしみたいな人間を好きになってくれるなんて奇跡みたいなものだ。このまま神門のことを好きになってしまえば、そっちの方がずっと楽なのではないのか。

　楽かどうかで解決する問題じゃないけど、こんなに悩んでいたら、本当に楽な方に流れてしまいそうで怖い。

「そういや、噂うわさの一年坊主の話聞いた？」

　大河内が大きな口をあけて尋ねる。わたしは考え事をしていたので、それまでの話を聞いていなかったが、噂の一年生という言葉には反応した。

「噂の一年生？」

「そう。なんか、すごい一年生が入学したってことで、もう既に噂になってるんだよ」

　入学式は昨日だぞ。もう、そんなに噂うわさが広まっているのか。

「なんか、不良っぽい感じの男の子でね、名前は……」

　まさか！

「神門ごうど裕ひろ貴きだったかな？」

　大当たりでした。

「……あいつ、何をしでかしたの？」

「知り合い？」

　まさか、鼻にキスをされた仲、とは言えない。わたしは演劇部の新入部員だとだけ教えた。

「え？　そうなの？　『悪魔』君も演劇部なんだ」

「『悪魔』君？」

　わたしは顔をしかめる。

「そうそう。なんか、そう言われてるらしいよ。顔はかっこいいっていう話なんだけど、ものすごく愛あい想そがないんだってさ。んで、同じ中学校に通っていた子の話だと、神門君に近づくと、急に吐き気がしたりけがをしたりするんだって」

　大おお河内こうちは何の躊ちゆう躇ちよもなくぺらぺらと喋しやべる。神門の事情を知っているわたしとしては、複雑な心境だった。

「そうなんだ」

「さすが、空そら口ぐちさん。あっさりと信じるね」

　なにが、さすがだ。大河内は神妙な顔をして話を続ける。

「詳しいことはまだ聞いてないけど、なんか両親が蒸発したみたいなんだよね。そのうえ、さっきみたいな噂でしょ。グレる気持ちも分かんなくはないよね」

　わたしも真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「だけど、神門君ってケンカをしたことがないんだって。なんか、ケンカしそうな雰囲気になると、いつも何かの邪魔が入るらしいよ。それで、次の日にはケンカしそうになった相手がなぜか謝って丸く収まるんだとさ。これ、本当だとしたら、マジで何かの魔法だよね」

　神門はアスガルズの監視の下で生活してきた。人から隔かく離りされながら育った。感情を爆発させることのないように環境を操作されてきた。ケンカにならないように仕向けたのは天使たちだ。そうやって、神門に作り物の世界を歩ませているのだ。

　大河内は腕時計を見ると、わたしのくしゃみくらい大きなため息をついた。

「って、もう昼休み終わりだし！　短くね？　絶対短いよね？」

　大げさに言う大河内を見て、わたしはおかしくなって笑ってしまった。大河内は、それを見て笑顔になった。

「それじゃあね」

　ゴリラ女が巨体を椅い子すから持ち上げる。そして、どしどしと自分の席へと帰っていった。

　周りに誰だれもいないことの辛つらさはよく分かる。今は、たとえ大おお河内こうちでもいてくれてよかったと思える。

「あ、空そら口ぐちさん！」

　わたしの席からかなり離れた自分の席に戻った大河内が、突然こちらに向かって大声を出す。わたしは彼女の方を見て微笑ほほえんでみせた。

「歯に青あお海の苔りついてるよ！」

　大河内は笑いながら言う。教室のみんながわたしの顔に注目した。

　わたしは固まったまま、ゆっくり口だけ閉じた。このまま蝋ろう人にん形ぎようになってしまいたかった。

　……あいつは呪じゆ殺さつ決定。



　午後の授業が始まる。いつも通りの日常が流れる。まさか、この学校に半分悪魔の少年と、怪しい天使がいるなどとは誰も考えていないだろう。平和な時間が流れ、全すべての授業が終わった。掃除が終わると、わたしは荷物をまとめて体育館へ向かう。今日も演劇部の活動がある。だけど、なんとなく一いち之の瀬せ先輩には顔を合わせにくい気がした。

　体育館へ向かう廊下の途中。わたしは足を止める。

　神門ごうどが体育館の入り口の壁にもたれかかっていた。そのまま回れ右をして、教室に帰ろうかと本当に思った。神門には一之瀬先輩以上に顔を合わせづらい。だが、わたしがどう動くべきか迷っている姿を、神門に見つかってしまった。彼は屈くつ託たくのない笑顔でこちらに寄ってくる。なんだか、子犬を見ているみたいで可愛かわいかった。

「待ってたんだぞ」

　神門はそう言ってわたしの手を掴つかんだ。

「ちょ、ちょっと！　何をするんですか」

「ちょっと来てくれ」

　わたしは手を振り払う。神門は少しむっとした顔をしてみせた。

　あ、そういえば、こいつを怒らせるとまずいんだった。わたしは今朝の永なが音ね先生の話を思い出した。

「いったい、何の用ですか？」

　悔しいが丁寧に尋ねてやる。

「体育館の裏に来てくれ」

「リンチですか？」

「何でだよ」

　そう言って、神門ごうどは笑う。よかった。機嫌が直ったみたいだ。

「大事な話がある」

　彼は真面目まじめな顔で言う。そして、先に体育館の横の道に入っていった。そこから、体育館の裏側に回ることができる。

　わたしは神門の三メートルくらい後ろをついていった。体育館の裏側といっても、体育館と校外にある林の間にわずかなスペースがあるだけだ。薄暗くてじめじめしたその場所は、こっそりタバコを吸う不良のたまり場として有名なところだった。

　案の定、たくさん落ちている吸すい殻がらを踏みしめ、わたしは体育館の裏側に入った。神門はわたしと向かい合う。距離は相変わらず三メートルくらいだった。

「昨日から色々考えた」

　神門はそう切り出した。わたしの心拍数はだんだんと上がっていく。口の中は乾いていくのに、手には汗が滲にじみ出していた。

「真ま帆ほはやっぱりオレの仲間なんだと思う。真帆はオレを怖がらずに接してくれる。真帆ならオレのことを分かってくれる。そう思った」

　どうして、そんなにわたしのことを評価してくれるのだろう。

「オレはずっと一人だった。誰だれもオレと真剣に話そうとする奴やつはいなかった。みんな不気味がって近づかなかった。だけど、真帆はオレのことをよく知ってからも、オレから逃げないでいてくれた」

　たかがそれくらい、と言うことはできない。人に相手にされない、というのは辛つらい。孤独はいくらごまかそうとしても決してごまかせない。

「だから」

　神門が息を吸い込む。わたしはその様子を黙って見ていた。彼の緊張がわたしにも伝わる。だけど、わたしの方が彼よりもずっと緊張している自信があった。

「オレと付き合ってくれないか」

　ざわざわと林の木々が揺れる。

　鳥のさえずりが聞こえる。

　体育館からわずかに人の声が伝わる。

　そんな中で、神門の声は静かに響いた。

　時間が飴あめのように引き延ばされているみたいだった。

　全すべての行動がゆっくりになる。

　思考も、動作も。

　ここで頷うなずいてしまえば、どれだけ簡単なことだろう。神門はわたしのことを好きだと言ってくれているのだ。

　神門はかっこいいと思う。背は高くないけど、顔は整っている。ちょっと悪い感じがするのは怖いけど、それはそれで魅力だったりする。それに、悪魔と人間の亜種だというのも面白い。それに、黒魔法少女であるわたしでなければ、彼を受け入れるのは難しいだろう。

　永なが音ね先生の話も気になる。ここでわたしが断れば、神門ごうどはどうなるだろう。また自分は拒否されたと思って落ち込むかもしれない。そうなると、いったい何が起こるのだろうか。永音先生は明言を避けていたが、地震や雷よりも恐ろしいこととはなんだろうか。とりあえず、わたしは無事ではすまない気がする。

　神門は、わたしの返事をじっと待っていた。

　それでも、わたしは口にする言葉をずっと探っていた。

　一いち之の瀬せ先輩がいるから迷っているのか。

　永音先生や大おお河内こうちの話を聞いてしまったから悩んでいるのか。

　自分自身に訊きいても、その答えは返ってこない。

　何分くらい、じっとしていたのだろう。神門は本当に何も言わなかった。彼だってこの状況は辛つらいはずだ。だが、視線をわたしから外すことなく、ただじっと待っていた。

　わたしから動かなくちゃいけない。

　わたしは決心して口を開く。

「よく分かりません」

　それが結論だった。

「正直に言うと、わたしは今の自分の気持ちが分からないんです。自分がどうしたいのか……」

　神門はまだわたしの目を見たまま動かない。わたしはそのまま視線を下げた。とても、目を見て続けることができない。

「ですから、今はまだ……」

　お付き合いできません。そう続けようとした。

　わたしが混乱しているのは事実だ。こんな状況で、神門の機嫌をとるために付き合うことにしても、上う手まくいくはずがない。自分でもこの判断は正しいものだという自信があった。

「じゃあ、考えておいてくれ」

　わたしが言いきる前に、神門が言葉を割り込ませる。わたしは顔を上げる。彼は少し不機嫌そうに見えた。わたしが断るのを察したのだろう。

　鳥たちが木から飛び立つ。なんだか、空気が変わるのを感じた。

　魔力が暴走しているのだろうか。

　そういえば、昨日神門が体育館から飛び出したとき、大きな地震が起こった。今考えれば、あれも神門の魔力が起こしたものなのかもしれない。

　天変地異を起こすほどの力。わたしはあたふたし始めた。ここで火山が噴火などされたら、わたしの人生は最悪の最さい期ごを迎えることになってしまう。明らかにバッドエンドじゃん。

「あ、うん。すっごい考える。めっちゃ考える。熟じゆく慮りよする！」

　わたしは無理矢理笑顔をつくって神門ごうどの機嫌をとる。神門は、少し不思議そうな顔をしたが、次には笑顔になった。どうやら、わたしの態度をよい意味にとってくれたようだった。

「気持ちが決まったら、ここに電話して。どこかに呼び出されてもすぐ行くからさ」

　神門はポケットから取り出したメモ用紙に、携帯電話の番号らしき数列を書き、わたしに渡した。

「んじゃ、オレはこれで」

　そう言って、神門は体育館裏から出て行こうとする。

「え？　部活は？」

「どうせ舞台には立てないんだろ？　じゃあ、練習する意味ねぇよ」

　そう言って、神門はすたすたと帰っていってしまった。

　後になってから自己嫌悪が襲ってくる。

　あんないい加減なことを言ってよかったのだろうか。だけど、あの状況ではああするしかなかったはずだ。

　正直な話、わたしも部活をサボってしまいたかった。ますます一いち之の瀬せ先輩の顔を見るのが辛つらくなってしまったからだ。だけど、そんなことは言っていられない。発表はかなり近いのだ。わたしも役はもらえていないが、裏方として参加しなければならない。

　数分間、体育館裏でくよくよしてから、わたしは体育館に入った。

　舞台に部員が揃そろっていた。

「神門君はどうしましたか？」

　三み癒ゆ先輩が心配そうにわたしに尋ねる。完全にわたしが神門の世話係だと思われているらしい。

「なんか、用事があるみたいで、帰っちゃいました……」

　一応フォローを入れてみるが、みんなかなり怪しんでいることは一目瞭りよう然ぜんだった。こうなると、わたしも愛あい想そ笑いしかできない。

「演劇部を何だと思ってるんだよ、あいつ」

　湊みなと山やま先輩の言葉が空気をさらにぴりぴりさせる。わたしは愛想笑いすらできなくなり、猫背になりそのまま下を向いた。

　結局、その日わたしは一之瀬先輩と目を合わせることができなかった。



「空そら口ぐちさん、元気がないですね」

　三み癒ゆ先輩にそう言われて、わたしは自分が一言も喋しやべっていないことに気がついた。まぁ、わたしの場合は一日中家族とすら会話しないという日があるくらいだから、そんなことは珍しくはない。ただ、前の悪魔騒動のときをふくめて部活を始めてからは部員のみんなと話すようになり、誰だれとも会話しないまま一日を終えるというのはなくなった。

　高校近くのローカル線の駅。部活動が終わり帰路についたわたしと三癒先輩は、電車を待っていた。三癒先輩はわたしを心配そうに見ている。こうして、二人で電車に乗るのだってもう何回も体験しているはずなのに、記憶を失った三癒先輩からすれば今日が初めてだった。彼女なりに色々と気を遣ってくれているのだ。

「大丈夫です。ちょっと、疲れているだけですから」

「あの……」

　三癒先輩が上目遣いでこちらを見る。彼女はわたしよりも背が低い。そのため、三癒先輩がわたしを見るときは、必然的に見上げる形になる。

「わたしのことは真ま帆ほって呼んでもらって構いません。弓ゆみヶが浜はま先輩は、三癒先輩って呼べばいいんですね？」

　わたしは時代を先取りする。三癒先輩の大きな目が更に大きくなり、その大部分を占める黒目が点になった。

「どうして、わたしが言おうとしたことが分かったんですか」

「秘密です」

　不思議そうに二つ縛りのツンツンの髪の毛を振る三癒先輩を見て、軽く優越感に浸った。

「真帆ちゃんはすごいですねぇ」

　やってきた電車に乗りながら三癒先輩が言う。車内は相変わらずほとんど乗客がいなかった。

「まぁ、さっきのは偶然みたいなものですよ」

　わたしたちは席に向かい合って座る。電車はわずかに振動し、何かが壊れそうな音を出してゆっくりと動き出した。

「そうじゃなくて、練習の話ですよ。なんか、初めて参加するのに、昔からいるみたいな感じというか、手て馴なれてるっていうか……」

「そうですかね。あはは」

　わたしは笑ってごまかす。別にごまかさなければいけない、というわけでもないのだが、実はわたしはみなさんと一緒に練習していたのですよ、などと言っても変な人に思われるだけだ。

　電車は田んぼと畑に囲まれた道をゆっくり進む。日は西の空に傾き、畑仕事をしていた人たちも帰り支度を始めていた。

「ああ、それと」

　西日を浴びて少し赤っぽくなった三み癒ゆ先輩が、何度か周りを見てから口を開く。その様子は、言葉を出すのを少しためらっているようにも見えた。

「神門ごうど君なんですけど……」

　わたしは少しうんざりしていた。いい加減に、わたしが神門と深い仲だという誤解を解かなくてはならない。それとも、むしろこのまま本当に神門と付き合ってしまう方が楽なのかもしれない。

　……そんな意見が普通に出てきた自分が怖くなった。心の中で、本当に神門と付き合ってもいいんじゃないか、という見解が勢力を増してきている。

「神門君って、真ま帆ほちゃんがいるから演劇部に入部したんですよね？」

「え？　いや、そんなことは全然ないと思います！」

　そこまで言われると、さすがに否定せざるをえない。

「だけど、練習にはあまり参加したくないみたいですよ？」

「あれは、何というか、まぁ、彼にも色々あるみたいですから……」

　確かに彼には色々ある。だけど、その色々の部分は短い時間では説明しきれない。というよりも、言っても多分信じてもらえない。

「まぁ、真帆ちゃんが神門君をかばいたいのは分かりますけど……」

　三癒先輩はやはり次の言葉を紡ぐのに抵抗があるらしく、しばらくもじもじとしていたが、決心したのかようやく続きを話し始めた。

「一いち之の瀬せ君は、演劇に対してものすごく熱心なんですよ。ですから、一之瀬君の前であんまり不真面目まじめな態度を取ると、一之瀬君は悲しむと思うんです。特に、今回の舞台は大切なものだから、ちょっと神経質になってるくらいでして……」

　三癒先輩の言いたいことはよく分かる。わたしから神門に注意してほしいということだろう。だけど、わたしが何度言ったって、神門の態度が変わるとは思えない。

「真帆ちゃんは知らないと思うんですけど、今回の劇の脚本は、うちの元部員が書いたものなんですよ。だから、そこにも一之瀬君なりの思い入れがあるみたいなのです」

　脚本への思い入れ……。言われなくても、嫌というほど分かっている。沙さ倖ゆき先輩の書いた脚本だ。

　渋しぶ谷たに沙倖。もう死んでしまった、一之瀬先輩の恋人……。

「あと、変な話なんですけど、実はその脚本を書いた元部員って、真帆ちゃんにものすごく似ているんです。部員の間でも、それが話題になってるんですよ」

　わたしは沙倖先輩に似ている。だから、一之瀬先輩はわたしに優しくしてくれるのだろうか、と思うこともある。だけど、それじゃ嫌。わたしは、空そら口ぐち真帆として一之瀬先輩に見てほしい。この決心は、記憶をなくす前に一度したものだ。そして、その気持ちは今でも変わっていない。

　わたしは一いち之の瀬せ先輩と神門ごうどの間で揺れている。

　一之瀬先輩を好きだというのは間違いないことだが、彼を思い続けることは、大変な道だ。わたしは沙さ倖ゆき先輩に似ているのだから、近づきやすいのかもしれないが、同時に空そら口ぐち真ま帆ほとして見てもらえない可能性がある。それに、一度つくった楽しい思い出が全すべて忘れ去られてしまった上に、もう一度関係をつくっていくのは辛つらいことだ。それならば、やはり神門の気持ちに応こたえた方がいいのだろうか……。しかも神門は怒らせたり、悲しませたりしてはいけない、という条件がついている。だから、彼の告白を断ることは危険だ。だからといって、彼のことを大して好きでもないのに、付き合うのは神門にとってもよくないことだというのは明らかだ。

　わたしはその後ほとんど口を開くことのないまま電車に乗り続けた。自分がどうしたいのか、自分自身が全まつたく分かっていなかった。



    

  
    
      


五幕　スポットライトと舞台袖そで





「なるほどねぇ。いるよね、そういうやる気ない奴やつ。はい、クイーンを二枚」

「何で、わたしがあいつのお守りをしなきゃいけないのよ。キング二枚」

「お姉ちゃん、革命中だよ？」

　わたしはカードを手にしたまま固まる。手元に切り札はもうなかった。

　わたしは夏なつ樹きとテーブルを挟み対面に座っていた。テーブルの上にはきられたカードの山と、使い終わった食器の山が置いてあった。

　うちの両親は月に何度か外食にでかける。そのときは、わたしたち二人だけで夕食を食べることになる。そのため、どちらが食事の後片付けをするかを決めるトランプバトルを繰り広げていた。そして、屈辱的なことにわたしは愚ぐ妹まいに負けてしまったのだった。

「さっきの話の男の人、なんて人だっけ？」

「ん？　神門のこと？」

　食器を台所に運ぶわたしに、夏樹は漫画を開きながら声をかける。運ぶのくらいは手伝えよ！　ちなみに、神門がこの前わたしの鼻にキスをした男だということは伏せている。

　その話題を持ち出さないのは、お互いのためになる気がしたからだ。

「その人、何だか可か哀わい想そうだね」

「可哀想？」

「何かにマジになれないのって可哀想だよ」

　神門ごうどは何かに真剣に取り組むことをしないっぽい感じだ。きっと、それは彼自身が誰だれかから真剣に向かい合われたことがないからなのだろう。

　誰かに対して本気になる。彼にはその経験がないのかもしれない。そうだとしたら、永なが音ね先生の言うとおり、彼と付き合ったとしてもその関係はすぐに終わるだろう。

　神門は練習に少しも参加していない。元々、神門は新入生なので歓迎の劇では歓迎される側、つまり観客側の人間である。そのため、神門がいないからといって劇の公演には何ら支障はない。キャストは先輩たちと雛ひな浦うらさんで全員だ。わたしは音響のスタッフとして参加。みんなが記憶を失う前の練習では、わたしにも役があった。けど、今はない。確かに、入部して間もない部員に、いきなり演技をしろというのには無理がある。それに、脚本自体もわたしがいなくてもできるように書き直されているらしい。

　わたしがいた時間は、完全に消されてしまったのか。だけど、それも仕方のないことだと諦あきらめるしかない。

　照明の係として湊みなと山やま先輩が連れてきた三年生が加わり、これで劇ができる体制は整ったことになる。

　明日は学校の体育館で最後の練習があり、その次の日が県民会館での本番だ。わたしは舞台に立たないくせに、もう緊張が始まっていた。

　今度の舞台には沙さ倖ゆき先輩のお母さんも来るのだろうか。前回の悪魔騒動のときにわたしは確かに、来てくれ、と伝えた。だが、その記憶が残っている可能性は極めて低い。あの人は、病弱だった娘をしっかりと愛して守った立派な人だ。せめて彼女には、娘の残した作品を見せてあげたい。わたしは、以前に聞いた沙倖先輩の家の電話番号をまだ覚えていた。メモ用紙も、携帯電話の履歴も全すべて消えてしまったこの状況で、唯一の頼りになるわたしの記憶がしっかりとしていて本当によかった。後で電話をしようと心に決める。

　全ての食器洗いが終わり、二階の自分の部屋に帰る。夏なつ樹きはまだ一回のリビングルームで漫画を読んでいたので、姉妹共同で使っているこの部屋にはわたししかいない。

　わたしは携帯電話を取り出し、沙倖先輩の家に電話をかけた。数回のコールの後で、女性が電話に出た。

『はい。渋しぶ谷たにです』

「あ、あの、演劇部の者です」

　自分の高校名も告げずに、わたしはいきなりそう言った。これは、かなり乱暴だったな、とすぐに反省する。そして、反省すると、次の失敗が怖くなって言葉が出なくなってしまう。しばらく沈黙が続いてしまった。

『沙さ倖ゆきの友達？』

　あちらから話しかけてくれた。

「いえ、その……」

　沙倖先輩とは面識はないのだから、友達とは違う気がする。悩んで、わけの分からないうめき声だけを受話器に吹き込む。ああ、これじゃあ、いたずら電話と変わらないじゃないか。

　もう、ダメ。直球勝負！

「明後日の日曜日に沙倖先輩が脚本を書いた劇をやります！　県民会館で十時からです。観みに来てください！」

　それだけ言い放ち、相手の反応を聞く前に、電話を切ってしまった。

　……前に電話したときの方が、まだ上う手まく話せていた気がする。まぁ、内容は伝わったから問題ないかな。わたしは、そうやって自分を慰めてあげた。

　わたしは携帯電話を放ほうると、ベッドに寝そべった。

　頭が混乱している。

　一いち之の瀬せ先輩のこと。

　神門ごうどのこと。

　明後日の舞台のこと。

　色々なことが頭の中をぐるぐると回っている。そして、それらはそのままお互いに交じり合いながら、もっと難しい問題に変化しようとしていた。

　一之瀬先輩に、これ以上わたしと神門が仲良しと思われたくないけど、何とか神門を演劇部のみんなの輪の中に入れてあげなくちゃいけない。とりあえず、それが一番の解決方法だと思う。彼だって友達ができれば、恋人なんかいなくても平気になるかもしれない。

　それに、彼がちゃんと部活動に参加するようになれば、部外の人に応援を頼まなくてもよくなるし、なによりも演劇部のみんなが喜ぶ。

　神門は一度もまともに部活に参加していないので、そんな発表会があること自体を知らない。誰だれかが教えてあげなければ、彼が演劇部として活躍できるチャンスを失ってしまうことになる。

　ハンガーにかけてある制服のポケットから、神門に渡された連絡先のメモを取り出した。

　上手く彼を誘い出す自信はない。だけど、ここで彼をちゃんとひっぱり出さなければ、次のチャンスがいつあるか分からない。わたしはさっき放った携帯電話を拾うと、メモを見ながら神門の電話番号を押した。

　数回の呼び出し音の後に、神門が電話に出た。

『もしもし、誰？』

　低く、威い嚇かくするような声が受話器から漏れる。横柄な電話の取り方だ。

「あの、空そら口ぐちです。神門ごうど君ですか」

『ああ、真ま帆ほか』

　声の調子が一気に変わる。不良モードから純粋少年モードに移行したらしい。

『どうした？　気持ちの整理がついたのか？』

「いや、そっちの話じゃなくて、あんまり部活に来ないからどうしたのかなぁって……」

『面倒』

　こいつ、相変わらず何も成長してないな。

「明後日県民会館で十時から劇をやります。新入生歓迎のための企画ですから、神門君も観みに来てください」

『行ったら付き合ってくれる？』

　……こいつ、ダメだ。

「その可能性は高くなることでしょう」

　わたしは天気予報みたいな口調で目の前に餌えさをちらつかせてみる。すると、神門は驚異的な単純さでそれに食いついた。

『じゃあ、行く』

　大人おとなの世界を知らない奴やつめ。

「それじゃあ、お願いします。ちなみに明日も朝から練習が……」

『そっちは行かない』

　それだけ言うと、神門は電話を切った。

　腹立たしさが残らなかったといえば嘘うそになるが、一応目的は達成できた。これで、神門がみんなの中に入るためのお膳ぜん立だてはできたことになる。

　それにしても、どうしてわたしが神門なんかのために、こんな一生懸命になっているのか。その点に関しては大いに納得がいかない部分であった。彼の悪魔の力が怖いのだろうか。それとも、彼の苦しみが少しは分かるからだろうか。

　――好きでもないのに優しくするのは残ざん酷こくだと思うわ。

　永なが音ね先生の言葉が反復される。

　わたしは間違ったことをしているのかな。神門のためにしていると思っていることでも、もしかしたら彼のためになっていないのかもしれない。よく分からないまま、時間が経たち、気がついたらそのまま寝ていた。



　土曜日になった。わたしは昨日の疑問を解決できないまま、学校の体育館にいた。神門以外のメンバーは揃そろっている。わたしは音響担当なので、演技の練習には参加しない。ただ、通し稽げい古このときに音や音楽を入れるタイミングを確認するだけだ。照明を手伝ってくれる三年生の人も来ていて、演劇は最後の調整に入っていた。

　全員が本気で練習している。

　わたしも舞台にこそ立たないが、本気だった。誰だれもが、真剣に今度の舞台に向かっている。それは、本当は素晴らしいことのはずなのに、わたしの心の中ではその現状を肯定的に受け取れない自分がいる。

　一いち之の瀬せ先輩は、沙さ倖ゆき先輩の脚本だからこんなに一生懸命なんだ。

　そんなことを考える自分は嫌いだ。嫌いなのに、確かにそんな声が耳元で聞こえる。わたしは放送室で音響機材をいじりながら、一人でため息をついていた。

　事件が起こったのは、わたしが三十二回目のため息をついたときだった。体育館の放送室は、舞台袖そでの上、二階にある。そこから舞台の様子を眺めることができるので、わたしはちらちら舞台を見ながら機材を操ることになっていた。

　わたしがいつも通り上から舞台を眺めていると、不自然なタイミングで劇が止まった。

　舞台上の全員が舞台袖に注目している。わたしは気になって、放送室から出て、舞台袖に下りてみた。そこで、わたしは再びあの氷の彫刻みたいに冷たくて硬質で精確な発音を聞いた。

「顧こ問もんのいない部活は、その活動を禁止されています」

　凛りんとした声。抵抗を許さない口調。

　整然とした身だしなみ。射るような視線。

　舞台袖には副会長と、その取り巻きたちがいた。相変わらずキャリアウーマンみたいな副会長が腰に手を当てていた。

「暫ざん定てい顧問ならいますけど」

　雛ひな浦うらさんが副会長を睨にらみ返す。この二人の構図を見ていると、本当に恐ろしい女の戦いが今にも始まりそうに思えてくる。

「暫定顧問などというシステムは、この学校に存在しません」

　ぴしゃりと副会長が言い切った。

　やはり、あのアホ教師を信じたのが間違いだった。雛浦さんは大人おとなしく引き下がる。

「今は顧問がいないんだけど、もうすぐできるっす」

　三み癒ゆ先輩が口を尖とがらせる。

「今いないのでしたら、認められません。顧問のいない部は、もはや公認の部ではありません。よって、体育館の使用許可は出せません。即刻、体育館から退出しなさい」

「休みの日に、わざわざそれを言いに来たのかよ！」

　湊みなと山やま先輩は顔を真っ赤にして怒鳴った。

「わたしも休日登校などしたくありません。みなさんが問題行動を起こさなければ、万事上う手まくいくのですけれどね」

　副会長は冷たく微笑ほほえむ。明らかに挑発している。

「それと、新入生が入部したらしいですが、どの人ですか？」

　その質問には、誰だれも答えられない。本当のことを言えば、幽ゆう霊れい部員は部員にカウントされない、とでも言われてしまいそうだったからだ。

「今日は来ていない」

　一いち之の瀬せ先輩が代表して答えた。返事までに間があったことを、副会長は見逃さなかった。彼女はポケットから手帳を取り出し、素早くページを繰る。

「神門ごうど裕ひろ貴き君ですね。これはまた……」

　手帳から視線をずらし、副会長はわたしたちを見回す。そこまで、調べているのか……。

「随分と問題のある生徒を入部させましたね。執行部の退学有望者リストのトップに載のっていますよ」

　退学有望者リスト……。そんなものがあるのか。

「部員の責任は、部の責任。最悪の場合は……」

「俺おれが責任をとる」

　一之瀬先輩が副会長の言葉を遮さえぎる。副会長は目を細めた。

「部長として、俺が責任をとる。それでいいだろう？　今日の練習はこれまでにするから、体育館はもう出る。これで文句ないはずだ」

「ええ、それで構いません」



    

  
    
      



    

  
    
      　副会長はそれ以上何も言わずに、一歩身を引いた。一いち之の瀬せ先輩にここまではっきりとものを言われるとは思っていなかったのだろう。

「それと、本当に演劇部をつぶしたいんなら、自分で来いと会長に伝えておいてくれ」

「会長はお忙しい方ですので確約はできませんが、心には留めておきましょう」

　黒い腕章をつけた少女と、白い腕章をつけた屈強な男たちが帰っていく。一之瀬先輩は去っていく彼らの背中をずっと見ていた。

「どうする？」

　湊みなと山やま先輩が心配そうに、一之瀬先輩に声をかける。

「明日の舞台で、永なが音ね先生を説得できれば大丈夫」

「そうですよ。湊山君は心配しすぎです」

　三み癒ゆ先輩がわざと明るく言う。だが、誰だれもが湊山先輩と同じ心配をしていた。演劇部最大の危機は確実に訪れていた。



　練習の後、わたしは雛ひな浦うらさんと一緒に県民会館に行った。県民会館の音響機材の使い方を知るためだ。基本的には同じだということなのだが、一応確認のために下見をしておいた。

　わたしは雛浦さんと別れた後、馴な染じみの古本屋に顔を出した。この本屋が一番心の落ち着く場所だ。

　店に入ると、いつもの薄暗くて黴かび臭くさい空気が迎えてくれる。わたしは挨あい拶さつをして中に入った。店主のおじ様はいつもの場所でいつも通り座っていた。

「どうした、土曜日なのに制服じゃないか」

　おじ様はわたしを見てそう言う。

「部活の練習があったんです」

「部活？　何部に入った？」

「何部だと思いますか？」

「黒魔術愛好会か？」

「そんなのありません」

　このやりとりは、以前にしたことがある。やはり、おじ様も記憶を失っている。

「演劇部です」

「演劇部？　そりゃあ、また突飛だな」

「そう言うと思いました」

　わたしは笑った。おじ様は不思議な顔でこちらを見ている。

「今日はどんな本を探しているんだ？」

「今日は本じゃなくて、話を聞いてほしくて来たんです」

「ワシはカウンセラーじゃないぞ」

「わたしにとっては同じようなものです」

　そう言うと、おじ様は少し恥ずかしそうに鼻の頭をかいた。

「そうか。何の相談だ？」

「それが、よく分からないんです」

　おじ様はいぶかしげな顔をする。

「どういうことだ？」

「自分が何で悩んでいるのかがよく分からないんです。どうしたらいいのか分からないっていうよりも、どうしたいのかが分からないんです」

　おじ様は難しい顔をして、低い唸うなり声を漏らした。そして、わたしに店の奥から持ってきた椅い子すを勧めた。

　わたしはそこで神門ごうどの話をした。わたしは彼の苦しみが分かる。だから、助けてあげたいとも思う。だけど、その一方で彼の好意に対してどう応こたえればいいのか分からない。自分は他ほかの人が好きなはずなのに、告白をされたらその気持ちが怪しく思えてきた。自分の気持ちが分からない。自分の真意が自分でも理解できない。

　一いち之の瀬せ先輩との関係を一からまたつくることに戸惑いを覚えている。一之瀬先輩にちらつく沙さ倖ゆき先輩の姿に躊ちゆう躇ちよしている。それらを見ると、一之瀬先輩を諦あきらめて、神門と付き合った方がいいような気がしてくる。確かに、神門の世話を色々と焼いているが、それはきっと友情に近い部類の感情で、恋愛感情を持って彼と接してはいない。だから、彼と付き合うことは憚はばかられる。そんな風に、わたしは自分の中にある気持ちを全すべて吐き出した。

　一通りの話を終えると、おじ様は再び低い唸り声をあげた。

　わたしが話し始めてからもう一時間近く時間が経たっていた。わたしは途切れ途切れに、色々なことを思い出しながら話していたから、かなり喋しやべるのに時間がかかってしまった。

「青いな」

　おじ様は言う。そして、咳せき込んでいるのか笑っているのかよく分からない声をあげた。

「人間の気持ちなんぞは、そう簡単に割り切れるもんじゃない。誰だれかから好きだと言われれば、その相手に好感を持つのは当然だし、好きな相手が自分のことを忘れていたら反感を持つのも当たり前の話だ。空そら口ぐち君の抱える気持ちは、少しもおかしくない」

「そうかもしれませんけど」

「あまり難しく考えるな。自分が正しいと思ったことをしろ。空口君はそれだけの判断力を持っておる」

　褒ほめられたのだろうか。よく分からないけれど、わたしは一応お礼を言っておいた。

　自分が正しいと思うことをしろ、か。

　天使は、神門に優しく接するのは残ざん酷こくだと言ったくせに、神門と付き合えとも言う。きっと、付き合うつもりがないのなら、彼を下へ手たに刺激するなと言いたいのだろう。だけど、わたしはそれでも神門ごうどのためにしてあげたいことがある。今まで辛つらい人生を送ってきた彼に、もっと楽しい世界があると教えてあげたい。それは、正しいことなのか。少なくとも、わたしは正しいことだと思う。

　やっぱり結論は出なかった。わたしは日の暮れかかった道を歩き、家に帰る。空は曇くもっていた。明日は雨かもしれない。



　日曜日は予想通り雨だった。わたしたちは午前九時に県民会館に集合していた。他ほかの高校の演劇部もたくさん集まっている。今日の新入生歓迎会で、この辺りの高校の演劇部が集合し、お互いの新入生に自分たちの劇を披露するのだ。こういった演劇部コミュニティの発表会は多いらしく、他校であっても演劇部のつながりで顔見知りになる、ということが結構あるそうだ。

　ソファが並ぶロビーにわたしたちはいた。だが、神門の姿はない。あの野郎、すっぽかしやがったか。

「うちの高校は最後だから」

　一いち之の瀬せ先輩が言う。

「自分たちの順番までは、他の高校の劇を観みて勉強。劇が終わったら質問とかができるから、何か気になることがあったら質問するといいよ」

　一之瀬先輩は部員全員に対して言っているが、基本的にわたしに対するレクチャーだろう。

「あと、三み癒ゆ。前回みたいなことを訊きくなよ」

　一之瀬先輩が厳しく釘くぎを刺す。一体、前回何があったのだろうか……。

「最後に。永なが音ね先生は用事があるから、俺おれたちの劇だけを観るそうだ。ここで失敗したら、本当に後がなくなる。だけど、変なプレッシャーを感じずに、芝居を楽しもう」

　そして開演時間となり、他の高校の演技が始まった。

　今回は新入生歓迎ということで、コメディ仕立ての作品が多かった。また、時間も短かったため比較的軽い気持ちでサクサクと劇を鑑賞できた。

　高校生の演劇だと思って侮っていたが、すごい高校はすごかった。プロなのではないのか、と思うほどの演技をする高校もあれば、舞台に出てくるだけで声援が出るような人気俳優もいた。

　昼休憩を挟み、午後の部が始まる。わたしたちの出番が迫っていた。だが、客席を見回しても神門の姿はない。やはり、来ていないのか。

　その代わりに、わたしは知った顔を客席で発見した。それは、沙さ倖ゆき先輩の母親だった。

　彼女は客席の片隅で、一人で舞台を眺めていた。

　ちゃんと来てくれたんだ。

　わたしは自分の責務が一つ果たされたようで嬉うれしくなった。沙さ倖ゆき先輩のお母さんが観みに来ているのならば、絶対に失敗はできない。

　演目が進み、いよいようちの高校が準備に入る。わたしは音響設備の置かれた舞台袖そでで用意を進めた。手が震える。舞台に立つわけではないのに、わたしは自分でもびっくりするくらいに緊張していた。改めて、自分の小ささを痛感する。しかも、緊張しているように見えるのはわたしだけだった。他ほかの部員たちはみな穏やかな表情をしている。やはり、踏んできた場数が違うのか。

　ブザーが鳴り、幕が開く。わたしは震える手でＢＧＭを流すボタンを押した。

　劇はスムーズに進んだ。県民会館は全すべての音響が舞台袖にまとめられていたので、そこから客席の様子を見ることはできない。だが、きっとこの演技ならば沙倖先輩のお母さんをはじめ、全ての観客を魅了しているのだろう、と思った。

　劇は円えん滑かつに進む。この劇では音響の仕事はほとんどないので、わたしは基本的に暇だった。

　そのとき、ふと背後で物音がした。わたしはびくっと体を硬直させ、後ろを振り向いた。舞台袖の入口に神門ごうどの姿があった。初めて会ったときと同じ格好をしている。

「よっ」

　神門は気軽に声をかけてきた。

「こっちに入ってきちゃダメです」

　わたしは声を殺して神門に言う。しかし、神門はそんなのお構いなしに、普段どおりの話し声だった。

「なんで？　オレも部員だろ？」

「そうですけど、今はダメです。客席で舞台を観ていてください」

「なんでだよ。この前は練習に来いって言っただろ？　オレにも何かさせてくれよ」

　そう言って、神門はわたしのところに寄ってくる。

「何をやってる」

　舞台の方から、静かな声が聞こえた。声の主は衣装の白衣をまとった一いち之の瀬せ先輩だった。自分の出番が終わり、舞台袖に戻ってきたのだ。もちろん、舞台では劇が続いている。ちょうど、これからクライマックスに向かうところだった。

　一之瀬先輩の声に普段の優しさがない。わたしは怖くなって肩をすぼめて小さくなった。とても、今の一之瀬先輩と目を合わせることができない。

「神門君、ここは舞台袖だ。関係者以外は入ってはいけない」

「オレは部員だろ？　なんで入っちゃいけねぇんだよ」

　神門の声が荒々しくなる。わたしは、舞台の外に声が漏れるのではないかと気が気ではなかった。

「ここは遊ぶところじゃないんだ」

「遊んでるわけじゃねぇよ！」

　大きな声に、舞台に立っている部員も気がついたらしく、何人かの部員がこちらを見た。それでも、彼らは何食わぬ顔で演技を続けている。もうすぐ、一いち之の瀬せ先輩が演じる医者が舞台に戻る場面だ。

「ここは、演劇を真剣に考えない人間がいていい場所じゃないんだ」

　穏やかだが厳しい口調だった。

　一之瀬先輩がここまではっきりとものを言うのは珍しい。そこには、いつもの優しい一之瀬先輩の影はなかった。

「演劇を真剣に考える？　バカじゃねぇの？　そんなことやって何になるんだよ！」

　目の錯覚だろうか、神門ごうどがわずかに青白く光って見える。まさか、魔力が暴走し始めているのか。

　一之瀬先輩は舞台の方をちらりと見る。彼の出番が近いのだ。

「何か言えよ！」

　神門が一之瀬先輩に掴つかみかかる。わたしは驚いて体を硬直させた。止めようとしても、どうしていいのか分からず、体が動かない。

　一之瀬先輩は神門の腕を払った。

「君に話すことはない」

　冷たく放たれた一言だった。一之瀬先輩はそれだけ言うと、舞台に戻った。

　わたしの目に走り出す神門が映る。彼は一之瀬先輩に向かって突進していった。

　止めなくちゃ！　そう考えると同時に体を動かす。さっきみたいにじっとしているだけじゃダメだ。わたしが彼を止めなきゃ！

　わたしは一之瀬先輩に飛びかかろうとする神門の腰の辺りに手を回し、必死に彼の動きを止めようとする。

「行っちゃダメ！」

　両足でふんばり、思いっきり力を込めた。

　だけど、ダメだ。わたしの力じゃ、とても止められない！

　神門の力は凄すさまじく、そのままわたしを引きずって舞台に転がり込んでしまった。全すべての部員が、この緊急事態に気がつき固まった。

　スポットライトがまぶしい。

　客席がはっきりと見える。

　……わたしまで舞台に引きずり出されてしまった。

　客席の視線がわたしたち二人に注がれた。

「逃げるなよ！」

　スポットライトを浴びた神門ごうどが叫んだ。一いち之の瀬せ先輩も目を丸くしている。

　最悪だ。

　これほどまでにひどいことがこの世界に存在するだろうか。せっかくがんばって練習してきた劇がこれで台無しになってしまう。

　わたしは神門の腰に回した腕の力を強める。

　このワガママボーイをなんとしても、舞台袖そでに戻さなければ！　脳をフル回転させて、打開策を考える。とりあえず、わたしが力ずくで引き戻すのは無理そうだ。

　この超展開に、客席はざわつき始めた。わたしは混乱しながらも、緊張と焦燥で乾いた口を開いた。

「先生、この患者さんはすぐに病室に戻しますから！」

　一之瀬先輩に向かって叫んだ。これで、上う手まくごまかさなくちゃ！　お願い、みんなわたしの考えを理解して！　心の中で叫び、必死でみんなに視線を送る。

　すると、一之瀬先輩が小さく頷うなずいてこちらに近づいてきた。他ほかの部員も状況をすぐに飲み込んでくれたらしく、それらしい動きをし始めた。

「こんなところにも患者がいたのか」

　一之瀬先輩も神門を押さえつけた。神門はそれに抵抗して、本気で暴れた。



    

  
    
      



    

  
    
      「何するんだよ、離せよ！」

　これが演技だとしたら、間違いなく最高の名演技なのだろう。暴れる患者と取り押さえる医者。舞台袖そでの実情を知らなければそう見える。

　横目で客席を確認すると、全員が固唾かたずをのんで劇の行方を見守っている。それもそうだろう。これだけのものはそうそう見られるものではない。だけど、この続きの展開を一番気にしているのは、間違いなく舞台上の演者たちだった。

「現実と空想の区別がつかなくなる。夢と本物が一緒になる。それが眠り姫症候群なんですよ！」

　そう言って、一いち之の瀬せ先輩とわたしは神門ごうどをそのまま舞台袖に引きずってきた。会場からは、驚きの感嘆詞が漏れていた。これだけ本格的な演技を見せられるとは思っていなかったのだろう。そして、すぐ後に大きな拍手がおこった。ごまかすことができた。むしろ、感激を与えられたみたいだ。

　しかし、こっちはそれどころじゃない。わたしは神門が再び舞台に入り込まないように、舞台袖で彼の腕をしっかりと抱きかかえることで必死だった。照明を手伝ってくれていた三年生の男子の先輩も、照明の仕事を置いて一緒に神門を拘こう束そくしにきてくれた。それでも、神門はまるで猛獣のように騒ぎ立てた。

　一之瀬先輩はこちらを一いち瞥べつすることもなく、身だしなみを整えると舞台に戻っていった。そのまま、何事もなかったかのように演技は続いた。

　神門は動きを封じられながらも、ずっと暴れ続けていた。そして、彼の興奮が高まるにつれ、わたしは嫌な予感がしてきた。

　劇の終わる直前、わずかに地面が揺れた。初めは揺れているかすらよく分からないほどの小さな振動だったが、拍手が終わる頃ころには大きな揺れへと激化した。舞台の幕が下りてくる頃には震度三ほどの地震になっていた。客席がざわつく声が聞こえる。

　幕が下りたので、わたしたちは神門の拘束を解いた。ずっと彼を抑えていた手がしびれてしまうほど、彼の抵抗は激しかったのだ。だが、神門は自由になるやいなや、一之瀬先輩に突進した。地面の揺れが続いている。神門のせいで全すべてがめちゃくちゃになっている。

　神門が一之瀬先輩に殴なぐりかかる寸前、その手を雛ひな浦うらさんがとった。雛浦さんは一切無駄のない流れるみたいな動きで、そのまま神門の手をくるりと回し、彼の背中側に持っていく。利きき腕をとられた神門は、唸うなり声のようなものをあげた。

「あんた、いい加減にしなさいよ」

　雛浦さんが神門の耳元で囁ささやく。

「どうして、そうやってオレを仲間はずれにするんだよ！」

　地震が大きくなる。雛浦さんもぐらりと体勢を崩した。本当に、立っているのがやっとなくらいの揺れにまで地震が大きくなる。これ以上は危険だ。県民会館が壊れてしまう。

　大地震に怯ひるんだ雛ひな浦うらさんの隙すきをついて神門ごうどは腕を振り払うと、そのまま舞台袖そでから逃げていった。わたしの視線は彼を追う。

　胸がざわつく。

　どうして、あいつはあんなに不器用でバカなんだろう。

　どうして、もっと素直に仲間に入れてほしいと言えないのだろう。

　振動はゆっくりと収まっていった。だけど、わたしの胸の振動は収まらない。

「何なんだよ、あいつは！　次に会ったらタダじゃおかん！」

　湊みなと山やま先輩が言う。大きなことを言っているが、彼は既に三み癒ゆ先輩と一緒に、舞台袖に置いてあった机の下に隠れていた。三癒先輩も小さな体を更に小さく丸めている。前回の反省を活いかしているらしい。素早すぎるぞ……。

「一応、劇自体は問題なくできた。あとは、永なが音ね先生の判断を待とう」

　白衣を脱ぎながら、一いち之の瀬せ先輩が言う。

「そうそう！　大成功でしたよ！」

　そう言って、三癒先輩が飛び跳ねた。確かに、乱入騒ぎは上う手まくごまかせている。あとは、今は客席にいるはずの永音先生次第ということか。ただ、一之瀬先輩が神門のことを何も言わないのが、逆に怖い。わたしは自分が悪いことをしたわけじゃないのに、何だか自分が怒られているような気持ちになっていた。

　なんともいえない雰囲気で舞台袖を片付けてから、客席に戻る。他校の演劇部部員の評価は上々だった。やはり、みんな神門のシーンの白熱ぶりを褒ほめてくれた。閉会式が一通り終わった後で、わたしたちは客席の一番後ろにいた永音先生も含めてロビーに集まった。

　いよいよ運命の瞬間だった。

　ロビーは色々な高校の生徒たちでごった返していた。その中でわたしたちは隅の邪魔にならないところで永音先生を囲んだ。

　永音先生は眠そうな顔をしていた。心なしか、いつもよりもメイクの量が減っている気がする。忙しくて、先ほどまで仕事をしていたのと言うのは本当のことだったのかもしれない。

「どうでしたか？」

　一之瀬先輩の質問に、永音先生は困った顔をした。演劇部全員が真剣な表情で彼女を見つめる。

「何というか、あれよねぇ」

　永音先生は人差し指を顎あごの辺りに当てて首をかしげる。

　ハプニングはあったものの、それ自体は上手くごまかせたはずだ。拍手も大きかった。

　きっと、永音先生も納得してくれるはずだ。

　みんなが固唾かたずをのんで、次の言葉を待った。

「よく覚えてないの」

　永なが音ね先生は色っぽく微笑ほほえんだ。

「おい！」

　湊みなと山やま先輩が思わずツッコミを入れる。

「俺おれたちは一番終わりだったんですよ！　覚えてないことはないでしょ！　ってか、俺たち以外のやつは観みてないんじゃないんですか？」

「まぁ、何というか」

　永音先生は相変わらずほんわかとしている。

「その程度の印象にしか残らない劇だったっていうことね」

　ぴし、と部員のみんなの顔がこわばる。

　この人、とんでもない毒舌家だ。わたしのように常に人を慮おもんぱかる気持ちはないのか。

「ということでぇ、顧こ問もんのお話は残念だけど、お断りさせてもらうわぁ」

　じゃあね、と言って永音先生はひらひらと県民会館から出て行ってしまった。誰だれも彼女に文句を言わなかった。いや、あんなことを言われてしまったら、もはや何も言うことはできないだろう。

　一年生の部員はやめてしまうだろう。

　顧問のあても消えた。

　全すべての問題が少しも解決されることなく残っている。全てが振り出しに戻ってしまった。

　しばらくの間、沈黙が続いた。

　ただただ、目の前に突きつけられたどうしようもない現実の前に、為なす術すべもなく立ち尽くすだけだった。

「な、なんとかなりますよ」

　三み癒ゆ先輩が言った。空気を明るくしようとしている。

「お、おう。そうだな。部員も顧問もまた探せばいいじゃねぇか。三年に一回くらいは三癒もいいこと言うな」

　湊山先輩が三癒先輩の頭をごしごしと撫なでる。

「やめてください！　頭が削れて背が縮む！」

　三癒先輩はそう言って笑った。湊山先輩も笑う。だけど、二人とも動きがぎこちない。

　やはり、この空気はそう簡単に変わるものではなかった。

「とりあえず、今日は帰りましょうか。明日、学校で対策を考えましょう」

　雛ひな浦うらさんが言った。確かに今はそうするしかない。

「そうだね。今日はお疲れ様」

　一いち之の瀬せ先輩が言う。だが、その言葉には元気がない。

「永音先生にはあんなことを言われたけど、俺は結構いい出来だったと思う」

　そう言って、悲劇の部長は力なく微笑ほほえむ。こんなに落ち込んでいる一いち之の瀬せ先輩を見たのは初めてだった。何だか、わたしの気分までますます下落する。

「わたしもよかったと思います」

　わたしは何とかして一之瀬先輩を元気づけたかった。一之瀬先輩が元気になれば、自分だって元気になる。

　それに、先輩も素敵でした！　そう言いたかったが、その部分は言葉にならなった。

　そんな雰囲気のままお開きになった。全員がバラバラになって帰る。全員の心の中に、今日が最後の舞台だったのかもしれない、という思いがあるのは確実だった。

　本当にこのままで終わらせてしまっていいのだろうか。こんな誰だれも納得していない結末で、わたしたちはバラバラになってしまっていいのだろうか。

　一之瀬先輩が県民会館の自動ドアをくぐる。わたしの足は自然に彼の方へと向かっていた。

「部長」

　わたしが声をかけると、一之瀬先輩はゆっくり振り返った。やはり、いつもの柔にゆう和わで温かい表情ではない。深く落ち込み、力ない顔をしていた。

「あの、神門ごうど君の件なんですけど……。ごめんなさい」

　わたしは頭を下げた。わたしが謝る筋合いではない。だけど、謝らなければいけない気がした。

　外は雨だ。一之瀬先輩は黒い大きな傘をさす。わたしの傘も黒かった。

「どうして、空そら口ぐちさんが謝るの？」

　わたしたちは並んで県民会館を出た。最寄りの駅までここから歩かなければいけない。

　アスファルトにたまった水を踏みしめながら、わたしたちはゆっくり歩いた。

「どうしてか、と言われると困るんですけど……。その、何というか、わたしが彼を連れてきてしまった、という感じもしまして」

「普段から神門君と仲がいいの？」

「いえ、全然」

　一之瀬先輩にそんな風に思われてしまったら一大事だ。わたしはそこだけはしっかりと否定しなくちゃいけない。

「そうなんだ」

　一之瀬先輩が遠くを見るような表情をする。永なが音ね先生とは違い、口で言われなくても、それと分かった。

「空口さんに、彼に謝っておいてもらおうかと思ったんだけど」

「謝る？　どうしてですか。謝らなくちゃいけないのは、絶対にあいつですよ」

　その点に関しては自信がある。間違いなく、今回は神門が圧倒的に悪い。

「演劇を真面目まじめにやってることをバカにされるとね、何だか自分の全部を否定されたような気になるんだよ」

　一いち之の瀬せ先輩が寂しそうに言う。県民会館の駐車場から道路に出た。横で車が水しぶきを飛ばしながら走っているが、一之瀬先輩が道路側を歩いてくれたために、わたしはその水が自分にかかることを心配しないですんだ。

「神門ごうど君の目は寂しそうだった。きっと、彼は俺おれたちと一緒に劇がしたかったんだと思う。だけど、不器用だからそれが上う手まく表現できなかったんだな」

　わたしも昔はそうだった。皆と仲良くしたいのに、友達になりたいのに、どうすればいいのか分からなかった。

「俺はそこまで分かっていたのに、神門君に優しい態度で接することができなかった」

　一之瀬先輩はあの短い時間の中で、そこまで考えていたのか。

「情けないな」

　一之瀬先輩の表情が曇くもる。わたしはすぐに首を振って口を開いた。

「そんなことないと思います。誰だれだって、あんなことを言われたら怒ると思います」

　一之瀬先輩にとって演劇は自分の全すべてをかけてもいいくらい大切なものなのだ。それに対する冒ぼう涜とくは許せるわけがないだろう。

「さっきさ、実は今の劇の脚本を書いた人の母親とちょっと喋しやべったんだ」

　わたしは驚く。いつの間にそんなことをしたのだろうか。チャンスがあるとすれば、永なが音ね先生の衝撃発言のちょっと前か。閉会式が終わったときのごたごたに紛れてちょっと会話をしたのだろう。

「その人涙ぐんでた。感動したって言ってくれた。そりゃあ、自分の子どもが書いた脚本っていうのが大きいんだろうけどさ、だけど劇っていうのはやっぱり人を感動させられるものなんだなって改めて思ったんだよ。だから、俺は劇を辞めたくないし、辞められない。一つ一つの舞台が真剣勝負。誰に何と言われようとも、このスタンスは変えない」

　トラックが近くを通り、大きな音をたてて一際大きな水しぶきが上がる。

　一之瀬先輩がわたしの方に寄って、その水をかわした。わたしの肩と一之瀬先輩の肩がぶつかる。

　鼓動が速まった。だけど、それは体が触れたからだけではない。さっきの台詞せりふが心に残ったからだ。

　一之瀬先輩は別に沙さ倖ゆき先輩の脚本だから一生懸命だったわけじゃないんだ。この人は本当に演劇が好きなんだ。

　本気になっているからこそ譲れないものがある。

　本気になっているからこそ許せないことがある。

「女の子から電話があって、今日の舞台のことを教えられた、と言っていたから、多分三み癒ゆあたりが電話をしたんだろうね。気が利きく奴やつだ」

　胸がちくりと痛んだ。だけど、わたしはそれを表情に出さずに、一いち之の瀬せ先輩の言葉に耳を傾ける。

「別に演劇部がなくなっても演劇は続けられるのかもしれない。だけど、俺おれは今のメンバーで劇がやりたいんだ」

　その言葉には、穏やかで柔らかいイメージの一之瀬先輩とは違う、強く固い意志が感じられた。

　わたしたちは駅についた。わたしと一之瀬先輩では違うホームの電車に乗らなくてはならない。ここでお別れだった。

「演劇部は廃部にさせない。必ず何とかする」

　そう言う彼の目には決意の炎が宿っている。わたしにはない、本当に強い力を一之瀬先輩は持っているのだ。

「あの、わたしにも何か協力させてください！」

　券売機を買って改札を通るとき、思いきって言った。

　一之瀬先輩はそれを聞くと、優しく微笑ほほえんだ。

「それなら、神門ごうど君ともう一度話をしてみてくれないかな。きっと、彼は寂しいんだと思う。もしも、彼に本気で演劇をする気があるのなら、演劇部はいつでも歓迎するよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　一いち之の瀬せ先輩はそれだけ言うと、自分が乗るべき電車のホームへと行ってしまった。わたしは胸に寂しさを覚えた。

　一之瀬先輩に、神門ごうどと話せと言われることがどうしてこんなに辛つらいのだろう。

　一之瀬先輩はわたしが神門に告白されていることを知ったら何と言うのだろう。

　……自分が涙ぐんでいることに気がついた。そして、改めて自分の気持ちを知った。

　わたしは一之瀬先輩に自分を見てもらいたいんだ。だから、神門とわたしを近づけようとする先輩の言葉で、こんなにも悲しい気持ちになってしまうんだ。

　わたしは記憶を失ってしまった一之瀬先輩を恨んだりもした。それだって、一之瀬先輩に忘れてもらいたくなかったからだ。その気持ちの一番底にあるのは、ずっとわたしが変わらずに持ち続けている想おもいだった。

　ホームの階段を上る。その一歩を踏み出すたびに、わたしは自分の気持ちを素直に受け止めた。

　わたしはやっぱり一之瀬先輩が好きなんだ。

　ホームに電車がやってくる。わたしは電車に乗り込んだ。

　それならば、神門に対する返答は決まっている。今まで彼を取り囲んできた、機嫌をとるための表面上の言葉ではなく、わたしの本当の気持ちを彼に伝えなくちゃいけない。

　彼だって変わることができるんだ。

「何か決心した顔をしているわね」

　わたしはぎょっとする。

　思考を急停止し、目の前を凝視する。

　そこには憎らしい、馴な染じみの顔。

　永なが音ね先生が立っていた。

「ちょっとお話があるの。お付き合いしていただけるかしら？」

　突然のことに、わたしは声が出なかった。一応、顔だけ縦に振る。永音先生はそれを見て妖あやしく微笑ほほえんだ。



「さっきの県民会館の地震の件で、アスガルズが本格的に裕ひろ貴き君の危険性を認めたの。いよいよ大掛かりな対策が始まるとのことよ」

　わたしと永音先生は、県民会館の駅の隣の駅の近くにある喫茶店に入っていた。永音先生の前には杏あん仁にん豆どう腐ふが置かれていた。よく喫茶店のメニューにあったな、と感心する。だが、話はそんなことよりもずっと大きな問題であった。

「わたしも教育者として反対したのよお。ほら、実はわたし劇を観みてないの。そっちの会議が忙しくて」

「じゃあ、演技も観ずにさっきはあんなにひどいことを言ったんですか！」

「まぁ、ほら教育者としてね、会議は大切じゃない。自分の生徒を守るためなんだし」

　というかこいつ、自分が教育者だと思っているのか。

「だけど、上の決定だからさぁ。いかんともしがたいわけなのよう」

「それじゃあ、神門ごうど君は処分されるんですか？」

「それはまだ気が早いわね。わたしの必死の訴えのお陰で、もうちょっとだけ猶ゆう予よがもらえたのよ」

　永なが音ね先生は胸を張る。わたしは張られた胸を見て、ちょっと悔しい思いをした。

「もしも、神門君がしばらく問題を起こさないのならば、処分を見送るっていうことね」

　しばらく問題を起こさない、か。今日の神門の様子を見ている限り、彼にそれを望むのは無謀な気がする。

「それと、ここだけの話なんだけどね」

　永音先生はわたしに寄り、声のトーンを落とした。

「アスガルズとしては、真ま帆ほちゃんのことも問題になってるのよ。ほら、記憶が戻っちゃったでしょ？　だから、そっちもアスガルズの不ふ祥しよう事じとして会議の議題になってるのよ」

　やはり、悪魔だの天使だのといったことは、人間が知るべきことではないのだろうか。

「んで、偉い人たち的には、真帆ちゃんの不祥事が露ろ見けんする前に、神門君を処分しちゃって世間の目をそっちに向けちゃおうっていう作戦なわけ。今まで穏健に様子を見てきた裕ひろ貴き君を、いきなり処分しちゃおうなんていう決定が出た背景にはそんな事情があるのよぉ。大人おとなの世界って怖いわねぇ」

「世間の目って、誰だれの目なんですか？」

「神様」

　なんだか、天使たちの世界も大変そうだ。

「だから、上の人たちとしては、神門君の処分をする気満々なわけ。しかも、超大々的に。だから、これを防止するのは、ちょっと大変なのよ」

　ここまで話すと、永音先生は体をわたしから離し、正しい姿勢で椅い子すに座った。声の大きさも元に戻る。

「そこで、真帆ちゃんの出番！」

「わたしの出番ですか？」

「そう。前にも言った通り、真帆ちゃんに神門君と付き合ってほしいのよ。そうすれば、彼は心の安定を取り戻して、きっと処分されずにすむわ」

「それはできません」

　わたしはきっぱりと言う。

「わたしは神門君のことを、恋人として好きではないからです」

「そんなの好きな振りをしているだけでいいのよ」

　わたしはむっとする。天使たちのせいでそんな風に、神門ごうどの周りには虚きよ構こうでいっぱいだったのか。

「わたしは彼に本当の気持ちを告げます」

「真ま帆ほちゃんの返事次第では、暴走しちゃうかも。その場合、裕ひろ貴き君はすぐに処分されちゃうわね」

　永なが音ね先生は真面目まじめな顔で言う。

「だけど、誰だれかが神門君に本音でぶつからなくちゃいけないんです」

　永音先生はわたしの方をじっと見ている。わたしもその目を見返す。

　沈黙。

「分かった。じゃあ、お膳ぜん立だてはしてあるから、あとは真帆ちゃんが解決するといいわ」

「お膳立て？」

　永音先生は杏あん仁にん豆どう腐ふを口に運んだ。そして、おいしそうにそれをもぐもぐとする。

「真帆ちゃんのために、神門君を学校の屋上に呼び出してあるのよ。今夜九時に」

「夜の九時？　しかも学校の屋上ですか？」

「だって、魔力の暴走があったときに、人目についちゃダメでしょ？　それに火事とかが起こりにくいっていう配慮でもあるのよ」

　先生はいたずらっぽくウィンクをした。そこに、わたしに対する危険の配慮は微み塵じんも感じられなかった。というか、火事が起こる可能性があるくらい危険な任務なんだ……。「まぁ、上う手まくやれば、死なないわよ」

　永音先生が不ふ穏おんなことを言う。上手くできないと死ぬらしい。

　……今夜がわたしの人生最後になるかもしれない。



    

  
    
      


六幕　黒魔法と天使代行





　一歩一歩が重い。

　心にもう迷いはない。だからこそ、気持ちが重くなっている。神門ごうどにどんな言葉をかければいいのか分からない。どんな表現をすれば分かってもらえるのか見当がつかない。ただ一つ確かなことは、これはわたしが決着をつけなくてはならない問題だということだ。

　永なが音ね先生の言うとおり、わたしの態度は残ざん酷こくだったのかもしれない。だから、わたし自身がこの問題にけりをつけなくちゃいけないんだ。

　雨はあがっているが、夜空は曇くもっていた。月も星も見えない。

　神門と出会った夜とは全まつたく違う夜だ。わたしは街がい灯とうがなければ何も見えなくなってしまう夜道をゆっくり駅へと進んだ。

　夜の電車。薄暗い車内。人工的な光が中なか吊づりを照らす。そこには新しい恋愛小説の広告が載のっていた。『奇跡の純愛』と書かれている。純愛って何だろう。何度も迷ってしまったわたしの想おもいは、もはや純粋じゃないのかもしれない。

　学校の最寄りの駅は、いつもと違う雰囲気だった。暗くて誰だれもいない駅を後にして、わたしは学校へ向かう。頭の中が少しもまとまらない。このまま自分が闇やみの中に溶けてしまうような錯覚がする。

　静かな田舎いなか道みちは、わたしを拒むことなく暗黒へと誘う。

　悪魔を召喚したときも、こんな感じだった。

　学校に到着した。黒い世界にそびえるコンクリートのその建物は、わずかな光をぼんやりと反射して、少し不気味に存在していた。

　校門が開いている。永音先生が開けておいてくれたのだろう。わたしは逡しゆん巡じゆんしたが、勇気を出して校内に入った。

　とにかく静かだった。遠くの方で車の音が聞こえる以外は、自分の足音と心音くらいしか音がない。

　校舎の扉も開いていた。わたしは罠わなにかかった冒険者のように、素直に校舎の中に入った。

　蛍光灯を点つけても、びっくりするくらいに廊下は暗い。いつも日が昇っている間しか学校にいないから、夜の学校がこんなにも薄暗い場所だとは思いもよらなかった。学校の怪談なんていうものができるのも無理はないな。まぁ、わたしはお化けでも幽ゆう霊れいでも大歓迎。それに、今はそういったものがいても驚かない自信がある。悪魔にも天使にも出会ったのだ。神様でも出てこない限り、驚いたりはしないぞ。

　胸の鼓動が速くなる。夜の学校が怖いわけではない。ただ、緊張が高まっているだけだ。神門ごうどは屋上で待つと言っていた。わたしは階段を上る。一段一段をゆっくり上り、屋上のドアの目の前まで来た。

　一度ドアノブに手をかけ、冷たい感触を確かめる。

　手が動かない。わたしは手を下ろし、目を瞑つむって一度深呼吸をする。

　わたしの返答次第で、神門はアスガルズに処分されることになる。それだけは防がなくてはいけない。一応、彼は友達だし。友達宣言は撤回したけどさ。

　もう一度、金属のノブを握り、それを力強くひねった。

　夜風が髪をはためかせる。スカートが大きくなびく。

　屋上は本当に暗かった。階段から漏れる蛍光灯の光とおぼろげな遠い街の明かり以外に光源はない。

　夜空と屋上が黒く一体化して、普段よりも広い空間が広がっているような感じがした。

　目を凝らして、辺りを見回す。そして、わたしは見つけた。

　一つのシルエットが佇たたずんでいる。それは、闇やみの中でずっと生きてきた少年だ。

　わたしは彼に歩み寄る。

　さっきよりも、ずっと足が重く感じられる。

　彼に近づくにつれて呼吸が速くなる。鼓動もせわしくなる。それなのに、体の動作は緩かん慢まんになり、体が彼に近づくのを拒んだ。

　わたしは相変わらず臆おく病びようだ。彼が傷つくのを恐れているフリをして、わたし自身が傷つくのを何よりも怖がっている。自分の責任から逃げようとしている。

　昔の弱い自分は、もう倒したはず。わたしは大きく踏み出し、彼の目の前に立った。

　影をまとった少年、神門は街を見下ろしていた。初めてここで話したときも、彼はそうやってここから街を見ていたことを思い出す。

「田舎いなかだから、夜景が綺き麗れいって感じじゃねぇな」

　神門が言う。わたしは彼の横に並び、同じように街を眺めた。確かに、大都会の華やかさはない。だけど、素そ朴ぼくな生活の明かりはある。

「しかも、曇くもってっから星も見えねぇし。これじゃあ、田舎の魅力ゼロだよな」

「うん。そだね」

　わたしはクスリと笑う。

「初めて真ま帆ほを見た夜は、すっげぇ星空だったな」

「うん。そだね」

　わたしは俯うつむく。今回の一連の騒動は、あの偶然から始まったのだ。

「なぁ」

　声の調子が変わった。本題を切り出してくるのが雰囲気で伝わる。

　わたしは体をこわばらせる。

　風がさびたフェンスをギィギィいわせる。かすかな光に照らされた神門ごうどの横顔は、いつもよりずっと真面目まじめだった。

「オレじゃダメなのか？」

　心が震える。わたしは彼の顔を見る。彼もわたしをまっすぐ見ていた。

　――真ま帆ほちゃんの返事次第では、暴走しちゃうかもねぇ。

　一体、なんて言えばいいのだろう。

　――その場合、裕ひろ貴き君は処分されちゃうわねぇ。

　神門を傷つけない言葉を必死で探す。

　沈黙が続く。客観的に見れば、わたしは黙って神門の足元を見つめたまま固まっていた。

「神門君のこと、嫌いじゃないです」

　やっと出てきた言葉はそれだった。

「神門君は顔も可愛かわいいし、背が低いのも可愛いし、素直じゃないところも可愛いし……」

　わたしは浮かんでくるご機嫌とりの言葉を次々と吐き出す。

「それに、なんか悪ぶってるのもいいっていうか、いや、別によくはないけど……」

　自分でも何を言っているのかよく分からなくなってきた。

「それじゃあ、オレと付き合ってくれるのか？」

　彼の真剣な瞳ひとみをまともに見ることができない。わたしは取り繕つくろうことで精一杯だった。

「いや、だけど、それはまぁ、おいおいというか……。あやや、だからといって嫌いというわけじゃないんだからね。むしろ、どちらかというと好きのベクトルかなっていう気がしないこともないような……。だから、何というか機嫌を悪くするのはやめてね」

　わたしはぎこちない笑顔で微笑ほほえむ。

「何だよ、それ」

　ざわり、と空間同士がこすれあう。

　体が内側から冷やされるような錯覚。

　神門は肩を落とし、頭を下げている。彼はゆらゆらとフェンスから離れて、屋上の中央へと歩いた。

「真帆だけはオレを特別扱いしないと思ってた」

「え？」

「オレの機嫌が悪くなったらまた何かが起こると思って、真帆は今みたいな話をしたんだろ？　オレが怖いんだろ？」

　おぼつかない足取りで屋上の中央にたどり着くと、神門は頭を上げた。暗くてその表情はよく分からない。

　何か言い訳をしなくちゃ！

　言い訳？　わたしはまた取り繕うような言葉を探すの？

　本当にそうなのか。わたしが今から伝えなくちゃいけないのは、どうして傷つけないような言葉を選んだか、なんていう理由なのか？

「オレのことを『悪魔』だと思ってるんだろ？　気持ち悪いと思ってるんだろ？　口では理解してる振りしてみても、本当は近づきたくないんだろ！」

　その刹せつ那な、衝撃波が走った。わたしは思いっきりフェンスに叩たたきつけられる。

　痛みに呼吸が止まり、次の息を吸い込むまでに長い時間がかかった。そのまま床に倒れこむ。何度も咳せき込み、呼吸を整える。

　神門ごうどの周りには青い炎が燃え盛っていた。その炎は、かつてわたしの前に現れた悪魔が身にまとっていたものとよく似ていた。だが、わたしを騙だました小悪魔の炎とは違い、神門の炎はかなり離れたわたしにも確実に熱を伝えている。あれはまやかしの炎ではなく、本物だ。本当に強力な魔力が作り出す悪魔の炎だ。

　青い炎が紫がかってくる。熱と一緒に、ごう、という音さえする。もう、とても神門に近づくことはできそうにない。

「お前も、オレを避ける他ほかの連中と同じだ」

　猛たけ々だけしい紫の炎はさらに燃え上がり、夜空を妖あやしく染める。魔力は空気を振動させ、烈火が燃え上がる轟ごう音おんを響かせる。

　神門の表情には怒りよりも、悲しさの方がずっと強く表れていた。その目はわたしではなく、虚空を見つめている。

「わたしは……」

　わたしは最低だ。

　わたしとそっくりの神門のことを、一番よく理解できたのはわたしのはずなのに。わたしは、彼が一番嫌がることをしてしまった。

　神門は本音で話せる人が近くにいてほしかったんだ。

　嘘うその言葉や態度に囲まれて生きてきたから、彼はあんなわがままな性格になってしまった。誰だれも本気で神門と向き合わなかったから、神門も周りの人から目を背けてしまった。

　わたしは分かる。誰にも相手にされない辛つらさが。自分を嫌いになっていく虚むなしさが。

　だから、わたしが神門を助けなくちゃいけない。わたしだからこそ、彼を助けられる！

「お願い！　聞いて！」

　わたしは腹の底から大声を出す。燃え盛る炎の音に負けないように、わたしは声を振り絞った。これほど発声練習をしていてよかったと思ったことはない。

　だが、神門は何も反応しなかった。彼はただ紫を反射する虚うつろな瞳ひとみを暗黒に向けたまま、黙ってそこに立っているだけだった。その一方で炎の勢いはどんどん増している。わたしは一歩後ずさり、フェンスに背中をつけた。

　ダメだ。聞こえていない。完全に自分だけの世界に入ってしまったようだ。

　このままじゃ、アスガルズの天使たちが来てしまう。神門ごうどは天使たちに捕まったとしても、きっと何も変わらない。たとえそれで世界の平和が保たれたとしても、それじゃあ足りない。神門だって幸せにならなくちゃ、本当のハッピーエンドなんかじゃない！

「本音で話すから！　本気でぶつかるから！」

　神門はぴくりともしない。何とかして神門の注意をこちらにひきつけなくては……。だけど、この炎では近づくことは不可能。何かをぶつけるにしても、適当なものは手近にない。

　そのとき、空の一部がわずかに白んだ。まだまだ夜明けには早いのに。

　その白い光に、わたしは見覚えがある。あれは……。

　天使の光だ！　以前に記憶を奪われたときに包まれた光だ！　ということは、すぐそこまで天使たちが迫っていることになる。

「話を聞いて！　このままじゃあ、神門君は捕まっちゃう！」

　ダメだ。いくら大声を出しても聞こえていない。

　何とかして神門の気をこちらに向けなくちゃ。

　そうだ！

　わたしは自分の右手の親指に噛かみついた。痛みで歯の力が弱まるが、息を止め、決心してそのまま指先を噛み千切った。

　血がぽたぽたと滴したたる。これでいい。わたしは痛んだ指を屋上の床に押しつけると、そのまま痛みをこらえて円を描いた。

　あの夜を再現するんだ。

　わたしは一気に魔方陣を描いた。

　人を集める魔方陣。間違ってネズミが出てきた魔方陣。

　初めて成功した魔法。

　お願い。もう一回だけ成功して！

「Numts are muai ze……」

　猛たける炎の音はわたしの言葉を遮さえぎる。わたしは負けないように大きな声ではっきりと発音する。

　神門はわたしが何とかしてあげないといけないんだ。

　わたしだからこそ、彼を救うことができるんだ。

　全すべての儀式が終わると、わたしは辺りを見回した。

　階段の入り口。給水タンクの上。自分の足元。とにかく屋上全体を何度も見直す。だけど、ネズミの姿も人間の姿もない。

　あの夜の召喚成功は偶然だったのか……。

　もう打つ手はない。絶望が体を締めつけ、情けない気持ちが溢あふれ出す。そのとき、頭上から微かすかだが、確かに待ち望んだ音が聞こえた。

「チュー」

　ネズミの鳴き声だ！　わたしが真上を見上げると、フェンスに巨大なネズミがしがみついていた。

「ゴブリン！」

　わたしは嬉うれしくなって再び召喚されたネズミを捕まえる。ゴブリンは、わたしの手の中で大人おとなしくする。やっぱり、わたしは召喚魔法を使ったんだ。こいつは間違いなくわたしが魔法で召喚したネズミなんだ！　わたしは嬉しくなってゴブリンを抱きしめた。

　だけど、今は喜んでいる場合じゃない。わたしは、ゴブリンを顔の高さにまで持ち上げると、そのつぶらな瞳ひとみをじっと見る。

「あんた、召喚獣なんだよね？」

　ゴブリンは頷うなずく。すごい。賢いんだ。人間の言葉を理解している。

「ってことは、魔法の炎とかは全然平気なんだよね？」

　ゴブリンは体をひねり、神門ごうどの炎を確認する。

「平気なんだよね？」

　ゴブリンは大きく首を横に振る。

「よし。頼もしいぞ！」

　ゴブリンの動きが止まる。そして数秒後、じたばたと暴れだした。わたしは握あく力りよくを強めてゴブリンを締めつける。

「召喚獣でしょ？　しゃきっとしなさい！」

　ネズミの悲痛な叫び声が響く。だけど、わたしはそれを無視してゴブリンを大きく振りかぶった。

「お願い。これで正気に戻って！」

　わたしの声とネズミの鳴き声と炎の音が三重奏になる。わたしは全力でゴブリンを神門に向けて投げつけた。

「チューッ！」

　哀あわれなネズミはまっすぐ神門のところに飛んでいき、その顔に張りついた。よかった。

　途中で燃えて灰になってしまうようなことはなかった。

　ゴブリンは神門の顔に張りついたまま動かない。神門も顔にネズミを張りつけたまま動かない。だが、よく見ると神門の体がわずかに震え始めるのが分かった。だんだんとその動きは大きくなり、ついに彼は大きく体を仰のけ反ぞらせた。

「なんじゃこりゃあ！」

　神門の炎が一気に強力になる。これじゃあ、わたしの体まで焼き尽くされてしまう。熱湯みたいな空気の塊が、わたしの体を覆いつくす。やばい。逆効果だったのかも。

　神門ごうどは必死でゴブリンを引き離そうとするが、なぜかゴブリンも必死でしがみついている。それが自分の仕事だと勘違いしているのかもしれない。

「ゴブリン、もういいから離れてあげて！」

　わたしは命令する。口をあけると、一気に口の中が乾いた。ゴブリンはわたしの言葉に従い、大人おとなしく神門の顔から降りる。というか、落ちた。神門は確保された視線をこちらに向けると、猛烈な勢いで怒鳴った。

「またお前か！　オレはネズミが苦手なんだよ！」

「ごめん！」

　わたしは手を合わせて謝る。

「話が聞いてほしくて」

「オレは聞きたくないね。真ま帆ほだって他ほかの奴やつらと同じだからな」

　こいつ、むかつく！　わたしは思いっきり息を吸い込んだ。

「あんたのそういうところが嫌い！」

　神門はびっくりした顔でわたしを見た。わたしは睨にらみ返してやる。

「あんた、誰だれかに面と向かって注意されたことないでしょ？　それに気に入らないことがあったら、どうせオレは特別だから、とか言ってまともに受け止めなかったでしょ！」

「なんだと！」



    

  
    
      



    

  
    
      　紫の炎のせいで見えにくくなっているが、確実に空の白い光は強くなっている。わたしは目だけを動かしてそれを確認する。あせる気持ちを抑えて、わたしは神門ごうどに言う。

「いい？　誰だれもあんたに本音でぶつからなかったんなら、わたしがぶつかってあげる。あんたは、自分の殻にこもったわがまま男！　周りの文句ばかり言ってるダメ高校生！」

　神門の顔が赤くなる。

「自己中心的で、利己的で、自分勝手！　あと、チビ！」

「言いたいこと言いやがって！　じゃあ、お前はどうなんだよ！　お前はオレの仲間じゃないのかよ！」

「仲間だよ」

　炎の音が止まった。

「わたしだって、神門君と同じ弱い人間だもん」

　そうだ。わたしの方が神門よりもずっとひどい状態だった。自分も含めて全すべての人間が信じられないネクラ少女だった。まぁ、今も明るい方じゃないけどさ。

「だけど、変われるんだよ」

「変わる？　オレが？」

「神門君と本気で喋しやべってくれる人はいる。演劇部のみんなだって、神門君に本気で怒ったでしょ？　神門君を演劇部の仲間として、友達として受け入れたから、みんなあんなに真剣だったんだよ」

　誰一人として神門を特別扱いしなかった。それは、みんなが神門を仲間として受け入れたからだ。だから、本気でケンカもするし、本気で怒鳴ったりもする。だけど、そうしなきゃ、本気で笑い合うことも、本気で喜び合うこともできない。

「オレ……」

　神門の炎の勢いが弱まっていく。色も紫から青に戻りつつあった。わたしはゆっくりと彼に近づく。

「だから、神門君だってみんなに心を開かなきゃいけないと思う」

　人に心を開くのは難しい。とくに、わたしたちみたいにずっと自分の殻に閉じこもってきた人種からすれば、それはとても勇気のいることだ。

「だけど、オレは『悪魔』だ。みんな気味悪がるに決まってる」

「その言葉で神門君を一番苦しめてるのは、神門君自身なんだよ」

「オレ自身……」

「そう。神門君が神門君を認めてあげなきゃ、何も始まらないよ」

　わたしは神門の目の前まで来た。もう、炎はほとんどなくなっている。これで、一応一安心だ。わたしは空をちらりと見る。しかし、なぜかまだ空の白い光は残っている。

　神門は顔を上げた。

　視線がぶつかる。

　神門ごうどの強い意思を宿した目にはわたしが映っている。そして、そのわたしの目には真剣な表情の神門が映っていた。

「わたしだってそうだった。みんなのことが怖くて、自分に自信が持てなくて、勇気が出せなくて、ずっと自分だけが不幸だと思ってた。だけどね」

　みんなに会えて、わたしは色々なことを教えてもらった。

　自分から踏み出すことの大切さを。

　みんなに会えて、わたしは色々なものをもらった。

　恐れていたものから逃げ出さない強さを。

「この世界は、本当はずっと優しいものなんだよ」

　神門は黙っていた。

　そして、しばらく経たつと神門は決心したように口を開いた。

「じゃあ、逃げずに言う」

　空がゆっくり白く侵食されていく。

「オレは真ま帆ほを、自分と似てるから好きだって言った。だけど違う。オレは純粋に空そら口ぐち真帆が好きだ。真帆はオレにないものを持ってる」

　わたしは下がりそうになる顔を、何とかそのままの位置でキープする。さっき、神門に本気でぶつかると誓ったばかりじゃないか。

「真帆、オレと付き合ってくれ」

　面と向かって言われるとやっぱり恥ずかしい。しかも、目と目を見つめ合って言われたら、もう顔から火が出そうだ。

「あの……その気持ちは嬉うれしいです」

　勢いが落ちて、敬語に戻ってしまった。

「わたしは神門君のためにと思って、色々なことをしました。ある人から、好きでもないのにそんなことをするのは残ざん酷こくだと言われました。だけど、わたしにとって神門君は大切な仲間だし、大事な友達です。友達撤回発言は、撤回します」

「友達……」

「だから、その……」

「あの優しそうな部長が好きなんだろ？」

　神門は言う。

　嘘うそをついても仕方がない。わたしは小さく頷うなずいた。

　沈黙。

　神門が再び天を仰あおぐ。体から炎が滲にじみ出す。

　まずい！　また魔力が暴走したら、もう止められないかもしれない！

「オレじゃダメなのかよ！」

　わたしが彼の体に触れようとしたとき、彼は大空に向かって吼ほえた。同時に、炎が空に向かって立ち上る。

　わたしはあっけにとられて、そのまま上昇する火の玉を目で追った。

　ものすごい勢いで天を目指す火の玉は、巨大な音をたてて花火みたいにはじけた。

　無数の炎はきらきらと光り、ゆっくりと空全体を覆う。その様子はまるで、光り輝く満天の夜空のようだった。

「すごい……」

　綺き麗れいだ。こんな綺麗な空は見たことがない。

　わたしは惚ほうけて空をずっと眺めていた。

　少しずつ雲が晴れていく。

　本物の星たちが顔を出す。

　魔法の炎と相まって、空全体が輝いているようだった。

　夜風が街を通り過ぎる。魔法の星がそれに舞った。

　ひらひらと光の結晶が雪のように落ちてくる。それは、魔法の炎の灰だった。

　幻想的なイルミネーションが空全体を舞台に描かれる。そのスケールの大きさと美しさに、わたしは思わず息をのんだ。

「じゃあ、今は友達でいいや」

　顔を空から戻すと、屈くつ託たくのない笑顔の神門ごうどがいた。彼は何かが吹っ切れたような感じで、気持ちのいい笑顔をしている。

「だけど、いつかあの優やさ男おとこを倒すからな」

「た、倒す？」

「オレの方がずっとすげぇってことを真ま帆ほに教えてやるさ」

　わたしは恥ずかしくて顔を下げた。神門から忌いま々いましい炎は消え去っていた。

「だから、それまでは友達な。友達だから……」

　そう言って、神門はそっと寄った。わたしは下を向いていたので反応が遅れる。顔を上げたときには、神門の顔はすぐ近くに迫っていた。

「鼻で我慢」

　神門の唇が、わたしの鼻先に触れる。

「ななななにするんですか！」

「ん？　大好きな真帆の鼻に……」

「それ以上言わなくていいです！」

　神門は笑う。わたしは神門を睨にらみながらも、心の中ではほっと安心していた。これで、問題は一応解決だ。わたしはあまりに非現実的で美しい夜空を再び仰あおいだ。

　空の一部の白さが増している。

　背筋に冷たいものが走る。

「どうして……」

　まさか、間に合わなかったのか。神門ごうどは自分で自分の負の感情を打ち払ったのに、それは認められなかったのか。

　やがて白は空の星を覆い始め、綺き麗れいな星空は消え去ろうとしていた。

「神門君！　逃げるよ！」

　わたしは叫ぶと同時に、神門の手を取った。すぐに、屋上の階段を目指して走る。神門は驚いた顔をしたまま、わたしに引きずられた。

　屋上から階段の踊り場に移動するためのドアを開ける。そこで、わたしの足が止まった。

「永なが音ね先生！」

　階段の前には永音先生が立っていた。彼女は片方の手で携帯電話を耳にあて、もう片方の手を前に出してわたしたちに立ち止まれと合図を出していた。

「ああ、はいは～い。今わたしの目の前で止めてますよう」

　永音先生は電話の相手に明るく言う。

「永音先生、聞いてください。神門君はもう大丈夫なんです」

　わたしは何とかこのアホ教師を説得しようと言葉を探す。だが、焦っているのと、もともと喋しやべるのが上う手まくないことが合わさって、何の言葉も出てこなかった。

　永音先生はそんなわたしを見て、一回だけ大きく頷うなずいた。

　全すべてを了承した。わたしに任せておけ。それがすぐに伝わった。今までこの先生がこんなにも頼もしく思えたことはない。

「もしもしぃ。本当に裕ひろ貴き君を捕まえるんですかぁ？　だけどぉ、彼って一応わたしの教え子なんですよう。ほら、なんと自分の生徒がムショ行きとか軽くへこみません？　だから、嫌なんですよねぇ」

　全然頼もしくなかった。だけど、神門を守ろうとしてくれている態度は十分に伝わった。

「え？　上の決定なんですかぁ？　そうなんですか……。それじゃあ、仕方がないですねぇ。結局は真ま帆ほちゃんの記憶復活事件のごまかしのために、裕貴君は魔力の自制がかけられようと、かけられまいと関係なしってことで」

　永音先生がこちらをちらりと見る。悪寒がする。こいつ、裏切るつもりだ！

「逃げるよ！」

　そう言いながら、神門を引っ張って永音先生の横をすり抜けようとする。このとろそうな教師を突破することくらい、わたしにだってできる。

　突然、目の前に何か白いものが広がり、行く手を遮さえぎった。

「は、羽!?」

　永なが音ね先生の背中から羽が生えていた。それがわたしたちの行く手を阻んでいる。わたしは狭い階段いっぱいに広がる羽を前にしり込みする。突き抜けることは難しそうだ。神門ごうどの方は何がなんだか分からないという表情だった。

「それでは、会議をしている上層部の皆様にお伝えくださる？」

　永音先生はこほん、とわざとらしく咳せきをすると、急に表情を厳しくして話し出した。その声は、今まで聞いたことのない重低音だった。

「てめぇらが保身のための下らない会議に時間を使ってる間に、こっちでは一人の人間と一人の亜人が、本気で悩んで苦しんでたんだ。つまんねぇことをしてる暇があったら、こっちで人間をもっとよく見てみろ！」

　畳みかけるような勢いで永音先生は喋しやべりきった。そして、こちらに親指を立てた拳こぶしを向けた。わたしは口をあけたままその様子を見ていた。

　永音先生は再びわざとらしく咳をすると、いつもの調子に戻った。

「それと、わたしが出した稟りん議ぎ書しよは検討していただけたかしら？　下へ手たに大事を起こすよりもずっと現実的な対処法だと思うわ」

　それだけ言うと、永音先生はすぐに電話を切ってしまった。そしてわたしたちの方を見て、おおらかで、色っぽくて、ちょっと頭の悪そうないつもの笑顔をつくった。

「お疲れ様。お手柄よ、真ま帆ほちゃん」

「あの、今の電話……」

「ああ、気にしないでぇ。間違い電話だったみたいだから」

「あからさまな嘘うそをつかないでください！」

「まぁまぁ、真帆ちゃんの力で解決するんだからいいじゃない」

　わたしは照れながら首を横に振る。

「わたしのやったことなんて、大したことじゃないです」

「やったこと？」

　永音先生が指を顎あごに当て、首をかしげる。

「これからやること、の間違いじゃないかしらん？」

「ふぇ？」

「これからもお願いしますね、特派員さん」

　永音先生の羽はいつの間にか消えていた。学校は静かな夜の校舎に戻っていた。

　とても穏やかな夜だった。



「どういうことですか？」

　ラーメン屋さんにわたしはいた。目の前には永音先生が座って微笑ほほえんでいる。彼女の前には小さな空の皿が五つ並んでおり、それらはいずれも杏あん仁にん豆どう腐ふが入っていたものだった。

「だから、わたしの主食は杏あん仁にん豆どう腐ふなのよう」

「そこじゃないです！　いや、まぁ、そこも気になりますけど……」

　わたしは塩ラーメンのスープをすする。

　夜の学校でのひと悶もん着ちやくの後、わたしは永なが音ね先生にラーメン屋さんに連れてこられた。神門ごうども入りたがったが、ラーメン屋は男子禁制、というよく分からない理由により、彼は家に帰された。ちなみに、神門には永音先生の羽は仮装パーティーのセットだと説明された。そんな説明で納得する人間がいるのか、と思ったが、神門はそれで満足したらしかった。

　もしかしたら、彼の納得の陰では天使の力が活いかされたのかもしれない。恐ろしい。

　そして、そのラーメン屋さんでわたしは衝撃的な話を聞かされることになったのだ。

「特派員っていうのは、一体どういうことなんですか？」

「だぁかぁらぁ」

　そう言いながら、永音先生は手を上げて店員を呼んだ。

「追加で杏仁豆腐を一つくださる？」

　これで、六皿目だ。

「先生、聞いてますか？」

「聞いてるわよう。いい？　だから真ま帆ほちゃんの記憶を消さずに、しかも裕ひろ貴き君が処分されない一番の方法はこれなんだって。替え玉頼む？」

「結構です。お話を続けてください」

　店員が不思議そうな顔をして厨ちゆう房ぼうに帰っていく。わたしたちの会話はまともじゃない。

「食べないから大きくならないんじゃないの？」

「大きなお世話です。それに、背が低いことにコンプレックスはありませんし」

「あらやだ。胸の話よぉ」

「大きなお世話です！」

　この先生が言うと、嫌味の威力が何倍にもなる。

「もう、店内で大きな声を出しちゃダメよ。もう一回説明すると、アスガルズとかの天界組織に関する知識っていうのは、人間が持っていちゃダメなものなのよ。これは、悪魔なんかの知識も同じね。だから、わたしたちはこまめに記憶操作を行っているの。あと、洗脳とかマインドコントロールも得意だよう」

　恐ろしいことをさらりと言う人だ。

「だから、真帆ちゃんの記憶は、本当なら全部デリートするはずなわけ。だけど、これだけ色々がんばったんだから、記憶消されるのは嫌でしょう？」

　わたしは何度も首を縦に振る。

「それに、強い魔力によって記憶封印の魔法が解けてしまった真帆ちゃんみたいなケースって、実は前例がないのよぅ。だから、下へ手たにまた記憶関連の魔法をかけたりすると、人格崩壊したり脳死状態になったりするかもしれないしぃ」

「それは、もっと嫌です」

　体が震える。

「てことで、真ま帆ほちゃんが記憶を持ったままでよくするには、こっち側の人間になってもらうしかないのよん。だから、アスガルズの地上特派員に晴れて任命です」

「そこに論理の飛躍があるような……」

「精神崩壊とどっちがお好み？」

「うぅ……特派員がいいです」

　杏あん仁にん豆どう腐ふが届いた。永なが音ね先生は二口くらいで杏仁豆腐を平らげる。そして、満足そうに何度も頷うなずいた。わたしにはその行動の意味がよく分からなかったけど、食べるたびに機嫌がよくなっているのは分かった。

「それに、裕ひろ貴き君を地上に置きっぱなしにするには、彼を監視する役目が誰だれか必要になるわよねぇ。裕貴君に近しい存在で、なおかつアスガルズにもつながりがある人間となると……。ね？　やっぱり、真帆ちゃんは特派員として活躍するしかないわけね」

「つまり特派員として神門ごうど君の子守をしろ、と」

「そうゆうこと。今回、裕貴君の捕獲作戦を断念してるから、アスガルズとしても下へ手たに大きなことはもうできないと思うのよ。だから、わたしの提案が受け入れられると思うわ。まぁ、大人おとなの事情っていうのも色々あるからねぇ」

　永音先生はふぅっと色っぽく息を吐いた。

「まだ理解できない？」

「理解はできますけど……いまいち納得はできません。だけど、これしか道はないんですね」

「そうね。残念だけど」

　残念そうな表情の角度に眉まゆをまげて、永音先生は首をかしげる。

「それに、召喚術を成功させた魔法のセンスっていうのもポイント高いのよぉ」

　残念な話をした後に褒ほめて、バランスをとる作戦らしい。

「ほら、だから真帆ちゃんみたいな優秀な助手が……」

「助手？」

　特派員と助手では意味が大きく違う気がする。

「じゃなくて、メイド？　ああ、これも違う」

「メイド？」

「ああ、えっと、確か雑用係だったわよねぇ。おっと、そうじゃないわ。特派員！　そうそう、真帆ちゃんみたいな優秀な特派員がいると先生助かっちゃうわねぇ」

　何となく、この人がわたしに何をやらせたいのかが分かった気がした。部屋の掃除とかやれ、って言われたらどうしよう。

「ああ、それと！」

　永なが音ね先生は手をぽんと叩たたいた。それを合図だと勘違いしたのか。店員さんがこっちに向かってやってくる。

「特派員の仕事の指示とか、裕ひろ貴き君の監視体制の管理とかの理由から、先生もしばらく人間の世界に残るわよう」

　いや、お前は帰れよ。だけど、そのわたしの心からの願いは、次の一言でひっくり返ることになる。

「そこで、二人をより詳しく知るために、演劇部の顧こ問もんも引き受けてあげるわぁん。あと、杏あん仁にん豆どう腐ふくださる？」

　最さい期ごの一言は、店員さんに向けられた言葉だった。

　ラーメンのスープを口に運ぶ作業を一時中断し、永音先生をじっと見る。

　嘘うそや冗談を言っているようには見えない。

　ということは……。



「これで顧問の問題は解決だ」

　一同が拍手をする。

　練習が始まる前の舞台にみんなが揃そろっていた。

　この場にいるのは全部で六人。一いち之の瀬せ先輩と三み癒ゆ先輩。湊みなと山やま先輩と雛ひな浦うらさん。永音先生とわたし。これが、これからの演劇部の新体制。

　わたしはようやく手に入れたコンタクトレンズ越しにみんなの表情を見る。みんな本当に嬉うれしそうだ。

「なんかね、お風ふ呂ろに入ってたら、みんなの演技を急に思い出してね。あれなら全然大丈夫だって思っちゃたのよぉ」

　もはや誰だれも疑問を感じていない。このアホ教師ならばさもありなん、とみんな思っているのだ。

　体育館の窓とドアは全すべて開け放たれ換気がされていた。そこから、春の空気が体育館の中に広がる。昨日の天気が嘘のように、外は晴れ渡っている。

「これで、あとは一年生部員か」

　湊山先輩がそう言うと、全員の表情が曇くもる。だけど、わたしだけは違った。

「あの、みなさんにお話ししたいことがあります」

　わたしは手を上げた。

「はい、空そら口ぐちさん！」

　三癒先輩がぴょんと跳ねて、わたしを指名した。

「ひねくれ少年の話をさせてください。どんな事情があるにせよ、彼がやったことは許されないことです。ですけど、彼の昔の話をさせてください」

　全員が不思議そうな顔をしたが、すぐにそれが神門ごうどのことだと分かってくれた。わたしは、途切れ途切れに、それでも一生懸命に神門のことを話した。彼が『悪魔』と呼ばれて、まともに友達付き合いができなかったことなどを伝えた。

　この話で神門がすぐに許されるわけじゃない。すぐに受け入れられるわけじゃない。

　だけど、この話はその手助けになるはずだ。

　最後の一歩は自分で踏み出さなくちゃいけない。わたしが手伝えるのはここまで。

　一通りの話をし終えると、わたしはわざとらしいくらいの大きな動作で体育館の入り口を指差した。

「先輩、ほらあそこに入部希望者がいるみたいですよ」

　そこには、神門の姿があった。全員の視線が彼に集まる。すると、神門は駆け足でこっちにやってきた。息を切らせながら、彼はわたしたちの前に立つと頭を深々と下げた。今までの神門を知っている人にすれば、これは衝撃的な映像だった。

「オレ、みんなに謝りたい！」

　誰だれも何も言わない。否、言えない。まさに全員が絶句状態だった。

「みんなが真剣にやってるものをバカにしてごめんなさい。オレも何か打ち込めるものが欲しいんです！」

　神門の声が震えている。

「オレ、子どもの頃ころから、何か一つのことに本気で取り組むことなんてしてこなかった。だけど、今は違います。みんなと一緒に演劇部をがんばりたいんです！　だから、だから……オレもみんなの仲間に入れてください！　お願いします！」

　神門は顔を上げない。ずっと頭を下ろしたまま、そのまま次の言葉を探していた。

「演劇を真面目まじめにやるんなら、俺おれたちは大歓迎だ」

　そう言って神門の肩を叩たたいたのは湊みなと山やま先輩だった。一番神門に対して怒っていたはずなのに……。神門は顔を上げて嬉うれしそうに頷うなずく。そして、彼は一いち之の瀬せ先輩を見ると、威勢よく一之瀬先輩を指で指した。

「それと、あんたには負けない！」

　わたしは体中が熱くなった。よりによって、こんな大勢の前でそんな宣言をするとは……。いきなりのことで、一之瀬先輩も困惑気味だったが、すぐにいつもの笑顔に戻った。

「演劇以外ならともかく、演劇では負けないよ」

　どちらかといえば、演劇以外の方をがんばってほしいんですけど……。

「よし、許可が出たぞ！　真ま帆ほ！」

　神門はわたしの名前を呼ぶと、いきなり抱きついてきた。他ほかの部員たちも目を丸くしている。わたしは体を大きく動かして神門ごうどを引き離そうとする。

「許可は出てません！」

　わたしは叫んだ。

「さっき、演劇以外なら何してもいいって、部長が言っただろ」

「どんな解釈ですか！」

　わたしは何とか神門を引き離そうとする。

「まだいたんですか！」

　そのとき、甲かん高だかい声が体育館に響いた。この声は……。

「あなたたち、何をやっているんですか！」

　神門が入ってきた体育館の入り口から、副会長と取り巻きたちがずんずんと舞台に近づいてきた。

「あなたたち、学校でそんな破は廉れん恥ちなことをしていいと思っているのですか？」

　副会長は舞台の下まで来て、ぎろりとこちらを睨にらむ。そこで神門の力が弱まったので、わたしは神門を突き飛ばした。

「不純異性交遊は停学処分ものですよ」

　わたしと神門はそれを聞き、同時に叫ぶ。

「不純じゃねえよ！」

「交遊じゃありません！」

　そんなわたしたちの顔を、副会長は見比べた。

「まぁ、その問題は後から取り上げます。ところで、どうして顧こ問もんのいない部活が活動をしているのか、というのを説明していただきましょうか」

　副会長は冷ややかに笑う。それは、勝利を確信した笑みだった。だけど、演劇部一同も同様に、勝ち誇った表情をしている。

「顧問？　顧問ならいるぞ」

　湊みなと山やま先輩が前に出て、腕組みをしながら言った。

「顧問？　そんなバカな……」

　副会長の視線が、舞台上を動き、永なが音ね先生のところで留まった。永音先生は手をひらひらとさせて、呆ぼう然ぜんとする副会長に挨あい拶さつをする。

「永音先生！　演劇部の顧問にならないようにお伝えしたではないですか！」

　フロアにいる副会長は、一段高くなっている舞台の床をドンと叩たたく。その顔はわずかに赤くなっていた。

「そうだったかしらん？　先生、もしかして記憶喪失なの？　やっだぁ、心配になっちゃうぅ」

　永音先生の言葉で、副会長の顔がますます赤くなる。床を叩いた拳こぶしがわなわなと震えていた。

「どうしたっす？　生徒会は忙しいっすよね？」

　三み癒ゆ先輩がにやにやして言った。

「く……。ですが、さきほどの不純異性交遊が問題になれば……」

　副会長は食い下がる。

「だから、不純じゃねぇっての！」

　神門ごうどがわたしの肩を抱いて、体を引き寄せた。わたしの細い体たい躯くは彼の思うがままだった。

「ちゃんと、真ま帆ほは部長からオレが奪い取るんだからよ。これって純情……」

　わたしは彼の鼻頭をめがけて頭突きをして、言葉を無理矢理中断させる。普段は妹にしか見せない実力行使だが、こいつにならば問題ないだろう。これ以上、こいつに喋しやべらせては、わたしの住む世界がなくなってしまう。

「部長から奪い取る？　そ、それはどういうことですか！」

　副会長の顔はもうこれ以上に紅潮できないほどに赤くなっていた。彼女はわなわなと肩を震わせた。

「まさか、一いち之の瀬せ君まで不純異性交遊を……」

「いや、なんだか話がよく分からない方向に進んでいるような気がするね」

　一之瀬先輩が頭をかきながら、困った顔をする。

「青春ですねぇ」

　そう朗ほがらかに言ったのは三癒先輩だった。

「ちっちゃいの、うるさい！」

　副会長が三癒先輩を指差す。彼女のちっちゃいの、という発言に神門も同時に反応していた。三癒先輩は膨れっ面をする。

「演劇部部長！　あなたの交友関係に関して、あとで説明を願うことがありますので、覚悟しておいてください！」

「生徒のプライベートなことまで聞き出す権利は、生徒会規則何条に書いてあるの？」

　雛ひな浦うらさんが鋭く突っ込む。副会長は、うぅ、と小さく呻うめくと、もう一度舞台を拳こぶしで叩たたいた。

「わたしもちょっと落ち着いて考えたいことがありますので、今回は引き上げて差し上げます！　ですが、次に来るときは即刻廃部の準備をしてきますからね！」

　そういう副会長の目には、一之瀬先輩が映っていた。

　やっぱり、この人は一之瀬先輩を意識しているのか……。

　そう言うが早いか、副会長は全力疾走で体育館を去っていった。副会長の後を追って、取り巻きたちも慌てて駆け足で逃げ出していった。引き際の鮮やかさは天才的だ。

　わたしたちは勝ち誇ったように舞台に立っていた。

　これで、またみんなで演劇ができる。そんな嬉うれしさが、全員から溢あふれていた。

「それじゃあ、まずはいつも通り筋トレから始めようか」

　一いち之の瀬せ先輩の指示にみんな頷うなずいたが、神門ごうどだけが目を丸くした。

「えー！　筋トレがあるの？」

　みんなが彼を睨にらむ。不良少年は自分の失言に気がついたらしく、慌てて言い訳を始めた。

「いや、ほら、オレ筋トレ好きだからさ。嬉しいなって思って。ホントだぞ！」

　そう言って、神門は腕を大きく回してから走り出す。

「オレが一番！」

「ちょっと待て！　ランニングは最後だ！　ってか、どこに行くつもりだよ！」

　そう言って湊みなと山やま先輩が体育館から飛び出す神門を追った。

「わーい。鬼ごっこですか？」

　三み癒ゆ先輩がそれに続いた。

「とりあえず、あの一年生に縦社会の厳しさから教えてやるか」

　指をボキボキ鳴らしながら、雛ひな浦うらさんがゆっくりと歩きだした。

「まぁまぁ、楽しそうねぇ」

　状況を理解しているのか永なが音ね先生はおっとりとした口調で、そのようすを楽しそうに見ていた。

「まったく」

　一之瀬先輩がため息混じりに言う。だけど、その表情は明るかった。

「わたしたちも追いませんか？」

　わたしは一之瀬先輩に声をかける。一之瀬先輩は微笑ほほえんで頷いた。

「さっきの神門君の台詞せりふ、気にしないでくださいね」

「そうだね。何のことかよく分からなかったし」

　分からなかったのか。あれで分かってもらった方が楽だったのに……。

　いや、自分の気持ちは自分で伝えるものだな。

　わたしたちは並んで体育館から出る。

　柔らかい春風が頬ほおを撫なでる。

　淡い桜の香りがわたしたちを囲んだ。

「あそこにいます！」

　神門は三癒先輩を背中に引っつけたまま走り回っていた。その横では、なぜか湊山先輩が雛浦さんに投げ飛ばされている。

「この調子じゃあ、夏の舞台が心配だな」

　その口調は少しも心配そうじゃなかった。一之瀬先輩はみんなの輪の中に入っていく。

　わたしもその後を追った。

　空には雲ひとつない。

　本当に気持ちのいい陽気だった。

　今日は演劇日和びよりだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





　こんにちは、熊谷くまがいです。

　前作からかなり間が空いてしまいましたが、熊谷が死んだわけではありません。何とか、こうやって二巻を出すことができましたからね。また、今回もえれっとさんに素敵なイラストを描いていただき、その絵を見るためだけでも購入する価値のある本となりました。本当にありがたいことです。



　さて、前作では自分が成長するのに精一杯だった主人公ですが、今回はなんと人の成長の手助けをしました。作中ではほとんど時間が経たっていないのに、大変な進歩ですね。

　今作では、前から加えたいと思っていた不良のキャラクターと、お色気担当のキャラクターを入れることができました。この判断は正しいものだったと信じています。また担当さんに「眼鏡めがねのキャラクターが多すぎる！」と叱しかられた過去があるにもかかわらず、眼鏡キャラクターを追加しました。これだって後悔するような決断ではなかったと思います。それに、作中の眼鏡装備率は、現実世界に近似した数字だと思います、多分。そんな感じで、作中世界も大所帯になってきました。

　あと、私信っぽくなってしまいますが、勝手に名前を使ってしまった人たち、ごめんなさい。著者は基本的に事後確認しかしません。いつか、あなたたちがレンタルビデオ屋さんでカードを作るときに「名前の欄には、好きなキャラクターではなく、ちゃんと自分の名前を書いてください」と店員さんに注意されるくらい、このシリーズがメジャーになるようにがんばります。



　作中はまだ春です。これから、夏・秋・冬と季節に沿って話が書ければいいな、と思っています。もしも、この次の作品が出るようなことがあれば、その時はまたよろしくお願いします。



　最後にクイズです。作中登場人物の永なが音ね鞠まり先生は自分の名前を「Nagane Mari」と書くと、とても怒ります。正しくは「Nagane Mali」だそうです。さて、どうして怒るのでしょうか。ヒントは作中で明かされる正体にあります。だから、本屋であとがきを立ち読みしている人は、ぜひとも買ってください。



　それでは、皆さんに充実した読書が訪れますように。

平成十八年　七月　熊谷雅まさ人と



    

  
    
      

　著者

　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作受賞。

　　愛知県にあるギャンブルの街に誕生。

　　初対面の子どもに「意外と若いんでしょ。29歳くらい？」といわれてから、年齢を数えるのをやめる。

　　おかげで、永遠の21歳。やったね★

　　趣味はマジック。人を騙すのが大好き。



　イラスト

　えれっと

　　群馬出身、群馬在住。２月19日生まれ。

　　家事と学業を中途半端にこなしながら絵を描かせていただいてます。

　　家事という新環境での作業にまだまだ慣れませんがうちの犬と戯れつつ頑張りまっす。
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